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一章　式神狩り





　いくら梅つ雨ゆだと言っても、毎日毎日降ったり曇ったりの鬱うつ陶とうしい天気で、太陽は何週間も姿を見せていない。

　風水を駆使して家や霊れいによるトラブルを解決する、プロの魔法建築士を育成している草くさ薙なぎ魔法建築専門学校ではこの季節、運動場が使えないため、教室での実習が主となっていた。

「今日は憑より坐まし込ごめを習得してもらう。教材は行き渡ったか？」

　凛りんとした美び貌ぼうの持ち主である女性教師・天あま野の探さぐ女めが、二年Ａ組の生徒達三十人を見回した。各人の机の上には真綿を詰められた桐きりの箱があり、中にはビー玉ぐらいの大きさの水晶玉が入っていた。

　黒板の上には、葉よう衣え観かん音のんの像が飾られている。葉衣観音は魔法建築の守護本尊であり、悪霊に侵された家を鎮しずめる「葉衣観音鎮ちん宅たく法」は生徒たちの必修科目のひとつだった。

「っていうか探女ちゃん、伽きや羅らはこんなちっちゃいとこ入るの嫌にゃ」

　榎えのき小お角づぬの机の上に腰かけていた彼の式神で白猫の化身・伽羅が、ぴんっと挙手した。白い耳としっぽが生え、十三歳ほどの少女の姿をしているが、思考レベルは猫そのものだ。

「探女ちゃん……だと？」探女がギラリと鋭い視線を向けた。小角は慌あわてて叫さけぶ。

「憑坐込め！」

「きゃーっ！」

　伽羅の全身が白い光に包まれ、一瞬にして机の上の水晶玉の中に吸い込まれてしまった。水晶玉の中に閉じ込められた伽羅は驚いて水晶の壁を叩たたき、蚊かの鳴くような声で叫ぶ。

「こんなとこ閉じこめてひどいにゃ、小角！　出してにゃ！」

「先生を怒らせたら珠たまの中に閉じこめられるぐらいじゃすまねえんだから、しばらくそこでおとなしくしてろ」

　小角は端整な顔立ちをしている上に魔法建築の腕も超一級なので、クラスの女子の人気が高い。黙っていれば文句無しの美少年なのだが、ヤンチャで喧けん嘩かっ早い一面もあった。

「ほう。一度授業で説明しただけなのに、もう憑坐込めに成功したか。さすがだな、榎」

　天野は形の良い唇に満足そうな笑みを刻む。他ほかの生徒の式神は、伽羅よりもはるかに神格の低い使い魔レベルで、机の上を跳はね回ったり教室の天井を飛び回ったりしてなかなか憑より坐まし珠だまの中に入ってくれない。

「もうっ、こんなの入りっこないわ！　榎くんが一発でキメたから簡単かと思ったのに」

「小角くんはさすがよねえ。去年の最優秀生徒だけのことはあるわ」

　女子たちが熱い視線を小角に投げる。だがこのクラスには、もうひとつの勢力があった。

「榎が何よ！　東つ日が流るさまだってこれぐらい楽勝だわ！」

「そうよ、東つ日が流るさまが去年事故で入院しなければ、榎えのきみたいなヤマザルが昨年度の最優秀生徒になるわけないじゃない！」

　クラスでもちょっとハデ目で大人っぽい女子たちは、一昨年度の最優秀生徒である諫いさ早はや東日流を推おしていた。

　東日流は実習中の事故で一年留年しているため、クラスで一番背が高く大人びている。事故のせいで銀色になってしまった髪がクールな面立ちをさらに引きたてていて、小角おづぬと人気を二分している……にもかかわらず、本人は女性には全く興味がないようすだ。彼の心にあるのはただひたすら、最優秀生徒の座を奪った小角への敵てき愾がい心しんである。

「っていうか、他ひ人とをヤマザルとか言うなよな。俺おれおまえらにそこまで憎まれるほど悪いこと何かしたかよ」

　好き放題言っている東日流ファンに、小角は反論した。そのとき、天あま野のが手に持った細い指示棒を手の平に叩たたきつけて言った。

「各自、私語はやめて実習に専念しろ！　自分の式神を憑より坐まし珠だまの中に封じこめるのだ！」

「あの、でも先生」と、浅あさ間ま石いわ那なが挙手した。石那はショートカットの少女で、大きな目とはっきりした表情がチャームポイントだ。明るく活発だが、一本気すぎて少々調子っぱずれなところがある。家は神社で、五年前から小角を居候いそうろうさせていた。

「何だ、浅間」

「どうして式神をこんな玉に入れなきゃいけないんですか？　因いな幡ばなら、今のままでもちっとも邪魔になりませんけど」

　石那の机の上では、テニスボールほどの大きさの式神で、耳が翼になった白ウサギ・因幡がぴょこぴょこ跳はねていた。

「式神を人間界うつしよに存在させていると、術者の霊力が消費される。だが憑坐珠に込めれば霊力を節約でき、一人で複数の式神を所有することが可能になる……つまり、この実習は式神使いのエキスパートになるためには必要不可欠なのだ」

　天野の説明に、石那の机の近くに立っていた亜あ彌びが不安そうな顔をした。

「複数の……式神？」

　亜彌は、狩かり衣ぎぬを着た十四歳ぐらいの金髪の少年で、東日流の式神である。狐きつね神がみの化身である彼には黄金の狐きつねの耳と九本の尾が生えていて、水晶のように透明感のある繊細な面差しをしていた。亜彌は主人である東日流の席の後ろにおとなしく立っていたが、彼におどおどした視線を向けてたずねた。

「あ、あの……東日流さまも、わたしの他ほかに式神をお持ちになるのですか……？」

　亜彌の大きな青い目が潤うるんで揺れた。東日流は面倒くさそうにため息をつく。

「……余計なことを考えるな」

「でも、東日流さま……」

　冷たい東つ日が流るの態度に、亜あ彌びは心細くて今にも泣き出しそうだ。見かねて、何かと正義感の強い石いわ那なが口を出した。

「大丈夫だって、亜彌ちゃん。うちの学校じゃ、四年間の課程で式神一匹をどれぐらい成長させられたかが評価の対象だもの」

「で、でも憑より坐まし込ごめの実習をするのは、二匹目を飼うためではないのですか？」

　亜彌は大きな目をうるうるさせている。近くの席にいた石那の親友、ダブルおさげとメガネが地味な印象で存在感のない秋あき津つ志し摩まも挙手して天あま野のにたずねた。

「先生、わたしは一生、比ころ禰ねちゃん以外の式神を飼うつもりなんてありません。それでも、憑坐込めを習得しなくてはいけませんか？」

　彼女の式神の比禰は、猫ほどもある芋いも虫むしだ。比禰も二匹目の式神問題を心配しているようすで、志摩の頭の上で心細そうにきゅっとしがみついていた。

「憑坐込めは自分の式神だけに使うものではない。魔法建築の最中、邪魔をしてくる他ほかの式神や魔ま障しようを封じるのにも使えるのだから、しのごの言わずに実習をつづけろ」

　生徒たちが理屈っぽいので天野はうんざりしていたが、ふと思いついて、目を上げた。

「……そうだ。憑坐込めの実習をかねて、式神狩りをしてもらおうか」

「式神狩り？」不ふ穏おんな言葉に石那は顔を歪ゆがめ、志摩は慌あわてて比禰をギュッと抱きしめた。

「だっ、だめです！　比禰ちゃんを狩るなんて嫌です！」

「おい。なんか黄色い汁出てるぞ」小角おづぬが比禰を指さして硬い声でつっこんだ。

「自分の式神を狩るわけではない。最近何かと問題を起こしている野の良ら式神を狩るのだ」

「ああ、野良式神ね……」天野の説明に、小角は納得して深くうなずいた。

　草くさ薙なぎ魔法建築専門学校では、生徒一人に一匹ずつ式神をあてがっている。卒業して魔法建築士となった後も生徒はその式神を使い続けるので、学校がある東京都江戸川区ではよく式神の姿を見る。伽きや羅らや亜彌のような神格の高い式神は稀まれで、多くはペット程度のレベルだ。

　しかし中途退学をしたり魔法建築士を廃業したりして式神が必要なくなった場合、本来ならば学校の地下のゲートルームから異界とこよに戻さなくてはならない式神が、そのあたりに捨てられてしまうことがある。術者の霊力を吸えなくなってしまった式神は、ゴミをあさったり、霊力を持っている人間を襲ったりして、どんどんはびこるのだ。

「たしかに最近、数が増えてたもんな」小角が言うと、石那も難しい顔をした。

「小角はしばらく脚を怪け我がして学校休んでたから知らないかもしれないけど、そう言えば最近ときどき近所の人が学校に文句を言いに来てたわ」

「だけど野良式神って言っても、ゴミをあさって散らかすていどのもんだろ？　ゴミは朝出せって言われてるのに、夜から出すマナー違反の人間が悪いんじゃねえか？」

「妖よう魔まに理解を持つのは術師として悪い事ではないが、今回のケースはあながち同情できるものではないぞ」

　と、天あま野のは冷たい口調で小角おづぬに言った。小角は首をかしげてたずねる。

「って言うと？」

「わが校に苦情が来ているのは、野の良ら式神たちが凶暴化し、人を襲っているからなのだ」

「式神が人を襲うですって？」亜あ彌びが驚いて目をまん丸にし、天野を見上げた。

「そんなはずはありません！　式神はもともと、妖よう魔まの中でも人間に慣れやすく、性質もおとなしく素直なものがなるのです。犬と狼おおかみが違う生き物であるように、たとえ野良でも式神が人間を襲うなんてありえません！」

「……だが、狼は人を恐れるが、野犬は人を知っているがゆえに人を恐れないと言うぞ」

　東つ日が流るが冷たい声で言った。それを聞いて、亜彌は大きな目を涙でいっぱいにした。

「つ、東日流さま！　わたしは決して、そんなことはいたしません！」

「そうよ、東日流。そんな言いかた、亜彌ちゃんがかわいそうじゃない」

　石いわ那なが責めるような口調で言った。そんな石那に、東日流は鬱うつ陶とうしそうな目を向けた。

「……おせっかいはやめてもらおう」

「おせっかいとは何よ、ちょっとは亜彌ちゃんに優しい言葉かけてあげたらどうなの？」

「俺おれの式神をどう扱おうと、俺の勝手だ」

　東日流は低い声で言い捨てて、それきり石那を無視してしまう。石那は腹立ちがおさまらず、ぷうっと頬ほおをふくらませた。因いな幡ばも、玉のような体をふくらませて怒っていた。

「それにしても亜彌ちゃんの言葉じゃありませんが、基本的におとなしい式神が人間を襲ったりするなんて、ちょっと信じられません」

　首をかしげた志し摩まの言葉に、他ほかのクラスメイトたちが口をはさんだ。

「でも、私も何日か前、下校の途中で野良式神に襲われたわよ。すぐに近くの家に逃げこんで、助かったけど……」

「俺も一週間ほど前に襲われたよ。せっかく今まで育ててきた式神を食べられて、新しいのをゲートルームから調達してこなきゃいけなかったんだ」

　それを聞いて、小角は机の上の憑より坐まし珠だまに疑わしげな目を向けた。

「食われた……？」

　憑坐珠の中の伽きや羅らは、ぷるぷるっと首を横に振って否定する。

「伽羅は犯人じゃないにゃ！　伽羅が今までに食べたのは、石那の金魚と藻も臥ぶしくんのさざえ鬼だけにゃ！」

「さざえ鬼？　……それ、聞いてねえぜ」

　小角の眉まゆがピクリと上がる。伽羅はハッと口をふさいだ。

「しくったにゃ」

「こここここのあいだぼくの入にゅう内ない雀すずめを食べようとしたうえに、その前に飼ってたさざえ鬼を食べたのもきみだったのかっ？」

　まったく特徴のない地味な顔立ちの少年・藻も臥ぶし束つか鮒ふなが声をふるわせる。伽きや羅らは憑より坐まし珠だまの中で、可愛かわいく両手をすりすりして謝った。

「ごめんにゃ、神社の掃除をしてたら七しち輪りんを見つけてつい魔がさしたにゃよ」

「し、七輪！　七輪で炙あぶって食べたのかっ、ぼくのさざえ鬼をっ！」

「炙ったんじゃなくて、つぼ焼きにしたにゃ。フタを取ったとこにしょうゆをさして、スダチをちょっとしぼって……」

「そんなオツな食べかたをしたかどうかなんて、聞きたくないっ！」

「ほんと、ごめんにゃあ。育てれば十メートルぐらいになるって知ってたのについ、まだ三十センチぐらいなのに食べちゃったにゃよ」

「べつに、十メートルまで育てて食べるつもりで飼っていたわけじゃないんだっ！　榎えのきくんっ、きみの式神はぼくの式神に何か恨みでもあるのかっ！」

　藻臥の声が興奮のあまり引っくり返っていた。小角おづぬは疲れ果てたため息をつく。

「悪かったって、モブ」

「ぼっ、ぼくのことをモブって呼ぶな！」藻臥はさらに激げつ昂こうする。小角は困惑して、

「だって名字藻臥だし、その他大勢モブ顔だし」

「モブ顔って言うなーっ！」

　藻臥は顔を覆って泣き出した。石いわ那なは眉まゆをひそめて小角に意見する。

「あんたって、ペットが悪さしても謝らないタイプよね。態度悪いわよ」

「おまえの金魚のときは謝っただろ。それにモブだって、雀すずめだのさざえだの珍味系の式神ばっか飼ってるから食われるんだ」

「ぼくはモブじゃないっ、っていうかぼくの式神を珍味とか言うなっ！」

　藻臥が泣きながら、小角にどなった。小角はムスッとして、小声でつぶやく。

「だいたい式神なんて言ってもしょせんは動物なんだから、食い合いしても仕方ねえぜ」

「式神どうしは仕方がないかもしれませんけれど、式神が人間を襲うなんて信じられません。一度は人間に飼われていたはずなのに……」と、志し摩まが心配そうに言う。

「それに、そもそもゲートルームから連れてきた式神は、まず先生たちが素質をチェックして、人間に懐なつかないやつとか人間に害をおよぼす可能性のあるやつはハネるじゃありませんか。誰だれか、かまいたちを連れてきて没ぼつくらいましたよね？　性質はおとなしかったんですが、怯おびえると誰かれなしに大怪け我がさせる危険があるからって……」

「そう言えば、そんなこともあったよな。そこまで無難なのを選ばれてる式神が凶暴化するなんて、何かあったってことか？」

　小角はあごをひねって考えこんだ。石那も難しい顔をして言った。

「そうよね。日につ光こうのサルも人を襲ってるし……」

「サルと式神を一緒にするなんて失礼にゃ！」

　憑より坐まし珠だまの中で、伽きや羅らが怒ってじだんだを踏んだ。天あま野のが小角おづぬと東つ日が流るの間に入って、

「とにかく、式神が凶暴化している原因を調べるには、まずサンプルである野の良ら式神どもを捕まえてくることだ。というわけで野良式神狩りをがんばってもらうぞ、第一班」

　と、二人の肩を叩たたいた。小角は慌あわてふためいて、天野にたずねた。

「ち。ちょっと待てよ、第一班って何だよ！」

　東日流も険けわしい顔をして、ゆっくりだがはっきりと、首を横にふった。

「こんな奴やつと組むなんて……先月の校外実習でこりごりです」

「こんな奴で悪かったな！　こっちのセリフだぜ、この外げ道どう！」

　小角は頭に血がのぼって、東日流にかみついた。東日流は不服そうな目でじっと小角をにらんでいる。天野は呆あきれてため息をついた。

「おまえらがお互いにライバル視して犬けん猿えんの仲なのは、うんざりするほどわかっている」

「それじゃ班は別の奴と……」言いかけた小角の言葉を、天野は冷たくさえぎった。

「出席番号一番と二番、諫いさ早はやと榎えのき。出席順に班組みをしているのだから仕方ないだろう、嫌なら名字を変えろ」

「東日流さま、わたしの名字を使ってください！」

　すかさず東日流ファンの女子たちから黄色い声が上がった。負けじと、小角ファンの女子たちも名乗りを上げる。

「じゃあ小角くんにはあたしの名字を！」

「わたし女きょうだいの長女だから、親が絶対お婿むこさん希望なの！」

「ってちょっと、論ろん旨しが違くなってきてるでしょ！」

　引っぱりダコの小角を見て、石いわ那なはちょっとだけハラハラしていた。それを見て、志し摩まがメガネの底に表情をかくして「くすっ」と笑った。

「な、何よ、その含み笑いは！」

　石那は真っ赤になって怒る。志摩は静かな笑みをうかべて、

「べつに何でもありません。こういう顔なんです。くすっ」

「また『くすっ』って言った！」

　激怒する石那の背後に立って、天野はコホンと咳せき払ばらいをした。石那はハッと黙りこむ。

「私語をしている場合か。おまえらも第一班だぞ」

「えっ、第一班？　……っていうと、小角と一緒？」

「秋あき津つと浅あさ間ま、出席番号十六番と十七番なのだから当然だろう」

「あ。そうか」

　石那はちょっと嬉うれしくて、頬ほおを赤くした。だが、小角と東日流それぞれのファンの女子たちは黄色い悲鳴を上げた。

「ひどい！　わたしたちだって東つ日が流るさまと同じ班になりたいのに！」

「譲りなさいよ、石いわ那な！　あんたは家で、毎日小角おづぬくんと一緒にいられるじゃない！」

「それ以前に、秋あき津つさんは存在感もないけど、榎えのきくんにも諫いさ早はやさんにも興味ないんでしょ？　そんな人が二人と同じ班なんて豚に真珠ってものだわ、トレードしてください！」

　女生徒たちの大ブーイングに石那は困り果て、さすがの天あま野のもなす術すべ無く耳に指をつっこんでいた。小角は深いため息をついて、東日流に声をかける。

「取り巻きの教育がなってねえぜ。たかが班分けでピーピー騒ぐな、子供の遠足かよ」

「……勝手に騒いでいるだけだ。俺おれには関係ない」

　東日流は冷たく言ってそっぽを向く。亜あ彌びが、東日流をかばって小角に必死に反論した。

「そ、そうです！　東日流さまのせいではありません、東日流さまは最初からあのようなかたたち、取り巻きどころか知り合いだとも認めていらっしゃらないのですから！　それに、小角さまの取り巻きのかたたちもじゅうぶんお騒ぎと見うけられます！」

「っていうか諫早、クラスの女子の半分を独占しておいてその態度は許しがたいぞ！」

　と、嫉しつ妬とのオーラを燃やしながら、男子たちも騒ぎだした。騒然とする教室の中で、ふと志し摩まが静かな笑みをうかべて、スッ……と目を上げた。

「たしかにわたしは、諫早さんにも榎さんにも興味はありません」

　穏やかな声に、教室は水をうったように静まりかえる。志摩のメガネがきらりと光った。

「ただ『諫早さんと榎さん』には、深い興味と好奇心を抱いています。それを見届けるためには天野先生がおっしゃるとおり、出席番号順の班分けを遵じゆん守しゆすべきだと思います」

　カギカッコの位置で、志摩は両手のチョキを、にぎにぎと曲げた。

　その瞬間、騒々しかった生徒たちは、まるで時間が止まったかのように黙りこんだ。長い静寂が、空間を支配した。

「……っていうかっ！」静寂をやぶったのは、小角の金切り声だった。

「なんでカギカッコつきだ？　どうして、こんな奴やつとセットなんだっ？」

　東日流は怒りを押し殺し、額を押さえて黙りこんでいた。小角のように騒いでは、ドツボにはまるとわかっていたからだ。

「どうしてって……では、諫早さん×榎さんと言い換えましょうか」

　カケルの位置で、志摩は両手の人差し指をちょんと交差させた。

「なんでカケルが入るんだーっ！」

　小角は激げつ昂こうして叫さけぶ。女子たちはお互いに顔を見合わせて、コソコソと話しだした。

「……カケルってやっぱり、あれ？」

　女子たちが、あちこちで両手の人差し指を交差させる。小角はムカムカしていたが、東日流は答えるまでもない下らないことと思っているのか、周囲のざわめきを無視していた。

「クラスの人気者の男子二人がそういう関係だなんて。仲が悪いのはフェイク？」

「ある意味ときめくシチュエーションだけど、共学校のホモは反則じゃない？」

「でもつるぺた石いわ那なはともかく、諫いさ早はやくんの本命は亜あ彌びちゃんじゃないの？」

「今こっそり誰だれかがあたしの悪口を言った！」

　石那は怒鳴って周囲を見回した。生徒たちは息を殺して、じっと小角おづぬと東つ日が流るのようすをうかがっていた。

「ようやく静かになりましたね、先生」志し摩まがにっこり笑った。

「ああ。皆の心にものすごい疑惑を残したのと引き換えにな」と、天あま野のは硬い声で言った。

「取りあえず、他ほかの者も四人ずつ班を組むように。六班と七班は五人ずつだ、それから第一班の女子！」と、天野は石那と志摩をビシッと指さした。

「きさまらに関しては男子とずいぶん実力差があるが、足手まといにはなるなよ。男子だけに任せてサボるのも禁止だぞ！」

「任せてくれたほうが手っ取り早いのに」

　小角は面倒くさそうにつぶやいた。天野は小角に鋭い視線を向ける。

「榎えのき、一流の魔法建築士になるにはチームプレーも重要だ。いずれ弟子を採れば、力の劣る者をフォローし教育しながらやって行かねばならんのだぞ」

「石那みたいな弟子なら、俺おれは一生一いつ匹ぴき狼おおかみでいたほうがましだぜ」

「ちょっと、どういうことよ！」

　怒る石那を、小角はつーんとそっぽを向いて無視した。天野がそんな石那に釘くぎをさす。

「榎の言いかたは悪いが、たしかに奴やつの言うとおりだ。一流の魔法建築士になるには、仕事場で同僚の足を引っ張らないよう努力することが必要だ。憑より坐まし込ごめはできたのか？」

「えっ。そ、それはその……」

　石那はしどろもどろになった。どんなにしても、因いな幡ばは憑より坐まし珠だまに入ってくれなくて、机の上でピョンピョンと跳はねている。しかし志摩のほうは慌あわてず騒がず、ほほえみすら浮かべて天野に答えた。

「ええ、大丈夫です、先生。何とか入りそうです」

　言葉の優しい調子とは裏腹に、志摩は力ずくででも比ころ禰ねを水晶玉に押しこもうとして、両手でぐいぐい押さえつけていた。

「秋あき津つ。黄色い汁が出てるぞ」

　天野が、低い声でつっこんだ。



　式神狩りはその日の午後から行われることになり、水晶玉が各班に一個ずつ配られた。

　どんよりと曇った空の下、小角・石那・東日流・志摩の「第一班」は学校の周囲の、指定された範囲の住宅道路をパトロールしていた。

「はあぁ～、二度と憑坐珠になんて入りたくないにゃ。体が凝こってバキバキにゃ」

　伽きや羅らが腕を上に伸ばす。先頭を歩く東つ日が流るの後ろからついて来ていた亜あ彌びが、苦笑した。

「憑より坐まし珠だまの中は狭くて息苦しくて、ストレスが溜たまりますよね」

「だからふつうは、自分の式神を憑坐珠の中に入れたりしねえさ。ストレスが溜まりすぎて式神の心が術者から離れちまうと、逃げられちまう。せっかく育成途中の式神に逃げられたら、成績に響いちまうからな」

「成績に響くからだけにゃ？　可愛かわいい伽羅がいなくなったら寂しいって素直に吐くにゃ」

　伽羅は小角おづぬの背後からきゅうっと抱きついた。首が締まって、小角はぐえっとうめく。

「このバカ、放せ！　死ぬ！」

「伽羅がいなくなった悲しみのあまり死んじゃうにゃ？　小角って可愛いとこあるにゃ」

「っていうか比ひ喩ゆじゃないわよ、この猫頭！」

　石いわ那なが慌あわてて小角から伽羅を引きはがした。小角は肩を激しく上下させて、ゲホゲホ言っている。亜彌は、そんな彼らを呆あきれ半分、羨うらやましさ半分で見ていた。

　伽羅は頭の中身まで完かん璧ぺきに猫である。屈託なく底抜けに明るい。自分も伽羅のようにまっすぐに怖おじることなく、好きだという気持ちを表わせたら……と、亜彌はうかがうように彼の主人である東日流におずおずと目を向けた。

　東日流は小角たちと一緒に行動するのが不本意で、かなり離れて先の方を歩いていく。その背中はそそり立つ孤こ高こうの絶壁のように冷たく厳しく、決して人を寄せつけない。亜彌にはその背中に近づく勇気がどうしても出せず、小さなため息をつくばかりだった。

「つーがるっ！　離れちゃ危険にゃ、敵に襲われるにゃっ！」

　亜彌にはどうしても近づけない背中に、伽羅がどーんと猫パンチをかました。不意の攻撃に東日流は前のめりになり、思わず咳せきこむ。亜彌はびっくりして目をまん丸にした。

「……伽羅さんって、最強ですね……」

「何をする、この化け猫！」

　東日流はどなった。その直後、腰のベルトに差していた五ご鈷こを抜いたので、伽羅は慌てて小角の背後に隠れた。

「斬きらないでにゃっ、東日流怒りすぎにゃ！」

「おいっ、人を盾にするなよ！」

　小角が慌ててどなった。東日流は五鈷を振りかざし、小角のほうにダッシュしてくる。

「南な無む遍へん照じょう金こん剛ごう！」

　走りながら、東日流は鋭い声で呪じゆ言げんを唱えた。五鈷から長さ二メートルもの銀の光が伸びて、剣になる。伽羅と小角は、真っ青になって固まった。

「ま、まさか二人まとめて斬る気にゃっ？」

「やめろ東日流、落ちつけっ！」

　二人は思わず、固く目をつぶった。だがそのとき、東日流はタンッと踏みきって跳びあがると、小角おづぬの頭を踏み台にしてさらに高く跳んだのだ。

「いてっ！」

　踏まれた小角は頭を押さえて仰あお向むけに倒れた。灰色の空を背景に、制服のすそをなびかせて高く飛ぶ東つ日が流るの姿が、大きな鳥のように見えた。そして彼の周囲には、鳥のような形をした空気の歪ゆがみがあった。小角は驚いて、大きく目を見開いた。

「なんだ、あれは？」

「南な無む遍へん照じょう金こん剛ごう！」

　東日流は五ご鈷こ剣を一いつ閃せんする。剣の軌跡が、銀色の三日月のようだった。

「クエエエッ！」

　空気の歪みが斬きられると、そこから八や咫た烏がらすが姿をあらわした。八咫烏とは翼を広げた大きさが人間の身長ほどもある、巨大な黄金色のカラスの魔物である。縦にまっぷたつになった八咫烏は、紙のようにひらひらと地面に落ちた。伽きや羅らは驚いて、目をぱちくりした。

「伽羅をまっぷたつにしようとしたんじゃなかったにゃ？　良かったにゃあ……」

　石いわ那なと志し摩まも、心から感嘆して言った。

「すごいわ、八咫烏が近づいてたなんてぜんぜん気づかなかった」

「わたしたちなんて何の気配も感じなかったのに、さすが諫いさ早はやさんですね」

　しかし小角は配られた水晶玉を手に、苦々しい表情をしていた。

「っていうか、いきなり何ぶっ殺してんだよ。先生に封印しろって言われただろ、野の良ら式神のサンプルを捕まえていかないといけねえんだから！」

「……薄汚い穢ケガレごときにかける情けなどない」

　東日流は冷淡に言った。穢とは邪悪な気を持った異界とこよの魔物や悪霊を意味する言葉だ。

「じゃなくて、成績の問題だ！　俺おれは早く一流の魔法建築士にならなきゃいけねえんだ。おまえみたいな金持ちのボンボンみたく、のんびり留年してる余裕はねえんだよ！」

「……口のききかたに気をつけろ、小角」

「お二人ともっ、内うち輪わもめしている場合ではありません！」

　亜あ彌びが空を見上げて叫さけんだ。いつの間にか、頭上には千羽をこえる八咫烏が集まって、不気味な鳴き声を上げながら飛び回っていた。

「怖すぎるにゃ、なんで八咫烏がこんなにいるにゃ～！」

「東京じゃふつうのカラスも増えまくってて、都知事がゴルフ場で襲われたとかで駆除に躍やつ起きになってるらしいのに、このうえ八咫烏まで増殖してるのかよ。ったく……」

　小角は水晶玉を高々とさし上げる。玉から放たれる黄金の輝きが渦を巻きながら膨張し、上空の八咫烏たちを巻きこんだ。

「いいぞ、憑より坐まし込ごめ！」

　小角が叫ぶと同時に、黄金の渦が水晶玉の中に消えた。だが玉をのぞきこんでも透き通っているばかりで、中には何も封じ込まれていない。小角おづぬは眉まゆをひそめた。

「何だ、こりゃ？」

「小角さま、後ろです！」

　と、亜あ彌びが叫さけんだ。一羽の八や咫た烏がらすが小角の背中を狙ねらって急降下していた。小角はとっさに避よけたが、勢いのついた八咫烏は民家のコンクリート塀べいにぶつかり、大きな穴を開けた。

「きゃあ、うちの塀が！」住民らしき女性の悲鳴が響いた。

「すみません、修理費の請求書は草くさ薙なぎ魔法建専門築学校のほうに回しておいてくださいっ！」

　石いわ那なはぺこぺこ頭を下げて謝った。小角は八咫烏がぶつかったコンクリート塀の穴をあらためる。死し骸がいなどはそこになく、ただ黄金の羽根が一枚落ちていた。

「なるほど、これか。謎なぞが解けたぜ」と、小角はつぶやいて、路上に目を移した。

　先ほど東つ日が流るが斬きった八咫烏の死骸があるはずの場所に落ちていたのは、縦にまっぷたつに斬られた一枚の羽根だった。東日流は冷静な表情で、斬られた羽根を拾い上げる。

「……敵も憑より坐ましを使っているというわけか」

「どうりでさっき、俺おれたちがその八咫烏の気配に気づかなかったわけだな」

　小角は東日流の手の中の羽根に目を向けた。伽きや羅らは両目を？ハテナマークにしてたずねる。

「自分たちばっか納得しないで欲しいにゃ。猫の頭にもわかるよう説明するにゃ！」

「敵は一羽だけで、残りは自分の羽を憑坐にして霊力をこめた分身だってことさ」

「……つまり、孫そん悟ご空くうの髪の毛みたいなもの？」石那が大きな目をぱちくりする。

「ま、そういう事だ。そうと決まれば話は別だぜ、本物をあぶり出してやる！」

　小角の右手に炎が渦まく。彼はサイドスローで、それを高く投げ上げた。

「神カム火ホ火ホ出デ見ミ！」

　激しい炎が、上空を群れ飛ぶ八咫烏を包みこむ。もとが羽根なので、紙のようにあっという間に燃え尽きてしまって、灰すらも残らなかった。

「伽羅も焼き鳥、手伝うにゃ。紫し電でん一いつ閃せんにゃ！」

　伽羅は体をブルブルッと細かく震わせて、体内で電気を発生させる。全身の体表からバリバリッと青白い電光が走ると、八咫烏を十羽ほどまとめて真っ黒焦げにした。灰と化した羽根が、パラパラと降ってきた。

　東日流にとっては、八咫烏など敵ですらなかった。右手の人差し指と中指をそえて上げ、左手は制服のポケットに突っこんだままで、淡々と九く字じを切った。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん」

　銀色の格こう子しが上空に飛び、八咫烏を数十羽まとめてさいの目切りにした。

「狐コ狗ク狸リ狸リ！」

　亜彌も、全力を出してはいない。両手で忍者のように印いんを結ぶと、拳けん銃じゆうを撃つように両腕を伸ばして、指先から暗あん紅こう色しよくの炎の球、狢むじな火びを放った。狢火は、彼の狐こ狗く狸り術の中でもっともパワーが弱い術で、炎の温度も低く、木を燃やすていどだ。それでも八や咫た烏がらすの分身を倒すには十分で、紙のように燃え上がり、灰となって舞い散ってしまった。上空を飛び回っていた千羽の八咫烏がどんどん減っていくのを見て、石いわ那なは志し摩まに目を向け苦笑した。

「みんな、さすがレベルが違うわよね。これじゃ、あたしたちは役に立たなさそうね。因いな幡ばなんて、もし八咫烏と戦わせたら、あっという間に餌えさになっちゃうわ」

「そうですか？　わたし、いちおう善処してみます」

　志摩はそう言うと、比ころ禰ねを両手で支えて上空に顔を向けさせ、腹部をぎゅっと圧迫した。

「ころねっと、発射！」

　志摩が叫さけぶと同時に比禰の口から白い糸がブゥーッと滝のように吹き出し、ネット状になって、八咫烏を二十羽ほどまとめて絡めとった。ネバネバした糸に動きを封じられた八咫烏はバタバタと地面に落ち、もとの羽根に戻ってしまう。

「存在感ねえくせに、なかなかやるな」

　小角おづぬが志摩に目を向け、感心して言った。石那はびっくりして、目をまん丸にする。

「す、すごい。志摩ちゃんとあたしって、同レベルだとばかり思ってたのに……」

「ふふふ、任せてください。ころねっと、連射！」

　志摩の手の中で、比禰は小さな大砲のように糸を吐きつづける。八咫烏の数は、ますます減っていった。石那は黄金の羽根が降り散る中、呆ぼう然ぜんとして立ち尽くしてしまう。

「この状態ってもしかして、あたし一人が足手まとい状態？」

　志摩の果敢な戦いぶりを見て、石那は焦あせってしまう。その時、一羽の八咫烏が石那めがけて急降下してきた。石那が気づいた時には間に合わず、鋭い爪つめで肩を掴つかまれて上空高く持ち上げられてしまった。

「きゃああ！」

「石那っ！」小角は顔を上げたが、その瞬間、はためくスカートの中にちらりと白い物が見えたため、慌あわててうつむいた。

「わ、悪い」

「今はそんなことより助けてっ！」

　石那は地面から二十メートルも持ち上げられていた。家々の屋根が、はるか下に見えている。石那の肩を掴んでいる八咫烏が、冷酷な笑い声を立てた。

「そう騒ぐな。女子高生は遊園地の絶叫マシンを好むものだろう？」

「だからって、安全ベルト無しのフリーフォールはまっぴらよ！」

　叫んでから、石那はカラスがしゃべったことにギョッとした。八咫烏はいつの間にか、翼の端から端まで五メートルを超える巨大な黄金の鳥と化していた。

「あいつが本物にゃ！　紫し電でん一いつ……」

　攻撃しようとした伽きや羅らの口を、小角おづぬが慌てて手でふさいだ。

「落としてどうする！　石いわ那なまでペチャンコになっちまうぞ！」

「石那はもともとペタンコにゃ」

「伽羅！　あんた後で絶対に殺すからねっ！」

「とにかく撃つなって！」

　小角はどなった。伽羅は不服そうに頬ほおをぷうっと膨らませる。巨大な八や咫た烏がらすは笑った。

「この小娘の命が惜しければ、余計な手出しをせぬことだ。わたしの分身たちにもな」

　分身の八咫烏たちがぐるぐると輪になって飛び回り、小角たちを取り囲んだ。

「おい。何をする気だよ」

「そこの男二人、きさまらの特上の霊力をいただく。抵抗すれば娘を八つ裂きにするぞ」

　因いな幡ばは耳の翼で必死に羽ばたいて、石那を助けようと八咫烏に体当たりする。八咫烏は、そんな因幡に面倒くさそうな目を向けた。

「……きさまにも言っているのだぞ、ウサギ。目ざわりだ、主人を殺されたいか」

　その言葉を聞いて因幡はビクッとし、石那のセーラー服の胸もとに潜りこんで隠れた。小角は眉まゆをひそめ、八咫烏に向かってどなった。

「霊力だと？　鳥のぶんざいで贅ぜい沢たく言うな、餌えさが欲しいなら時間を守らずに出されてる生ゴミでもあさってやがれ！」

「わたしを愚ぐ弄ろうすることは許さんぞ。わたしの名は飯いい縄づな、きさまらの霊力を吸い取って力をたくわえ、この東京を支配する偉大なカラスの王だ！」

　飯縄は強く羽ばたいた。黄金の羽根が何十本も抜け、一本一本があらたな八咫烏と化す。

「まいったな。環境問題は専門外だぜ」と、小角は軽く肩をすくめた。

「害鳥ごとき、駆除すれば良いことだろう」冷ややかに言った東つ日が流るに、志し摩まが反論する。

「だめですっ！　石那ちゃんが死んじゃいます！」

「……さあ、ディナータイムだ。体の芯しんにしがみついている霊力を引きはがしてやるぞ」

　飯縄が言うと同時に、八咫烏たちがいっせいに小角たちを襲った。

「外げ道どうが！」

　小角は悔しげに顔を歪ゆがめた。八咫烏のくちばしが小角の肩をかすめ、パッと血の玉が飛び散る。伽羅は素早くよけたが、亜あ彌びは翼に頬を打たれてあっと叫さけんで倒れた。

　だが東日流は、自分に向かってくる八咫烏をじっと冷たい目で見つめ、五ご鈷こ剣を抜いた。

「南な無む遍へん照じょう金こん剛ごう！」

　銀色の光の刃がしなやかな軌跡を残した。東日流に襲いかかった八咫烏たちは、紙吹雪ふぶきのようにこま切れになって散った。小角はハッとして、信じられないように東日流を見る。

「このド外道、話を聞いてなかったのかよ！　石那が殺されちまってもいいのか！」

「どうやら、そちらの男はただの脅しだとでも思っているようだな……見るがいい！」

　飯いい縄づなは石いわ那なの両肩を爪つめで掴つかんだまま、くちばしで彼女の耳を引っぱった。引きちぎられそうな痛みに、石那は悲鳴を上げた。

「きゃああっ！」

「やめろっ、この外げ道どう！」

　小角おづぬはどなった。だが東つ日が流るは眉まゆひとつ動かさず、感情のない声で飯縄に言った。

「愚かな化け物め。俺おれに脅しは通じん、俺はただ与えられた課題を遂行するだけだ」

　東日流は飯縄に向かって右手を上げる。人差し指と中指をそえている……九く字じの術を放つつもりだ。小角は慌あわてて、東日流の右手を掴んだ。

「やめろっ！　石那まで巻きこんで、トコロテンにする気かよ！」

「何をする、小角！　手を離せ！」

　東日流は小角ともみ合った。小角は必死にこらえるが、一歳年上で背も高い東日流のほうが、どうしても力が強い。逆に腕を後ろ手にひねり上げられてしまった。

「いててててっ！」

「いいか、小角。浅あさ間まがどうなろうが、それは自業自得だ。弱い事は、罪だからだ……」

「じ、自業自得だと？　てめえには、クラスメイト愛ってものがねえのかよ！」

「魔法建築士として、任務に命をかけるのは当然だ……それはおまえとて同じのはずだ、小角。その結果、力が及ばなければ死ぬ。嫌なら、自分が強くなるしかない……」

　東日流の冷たい目には確かな信念の炎が燃えていた。その迫力に小角は思わず息をのむ。

「わかったら俺の邪魔をするな、小角」

　東日流は低い声で言うと、小角の腕をねじったまま突き飛ばした。小角はドッと倒れる。石那は耳を引っぱられ、まだ悲鳴を上げていた。その彼女に向けて東日流は九字を放った。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

「やめろっ、このバカ野郎ーっ！」小角の叫さけびも届かず、銀色の格こう子しが無情に飛んだ。

「東日流の人でなしっ、化けて出てやるから！」

　石那は両手で顔をおおう。小角は何とかせねばと焦あせるが、何をするにも間に合わない。

「外道が……！」小角は、苦しげにうめいた。



　その時、小角の横をザアッと風が吹き抜けて、竜巻となった。竜巻は飯縄を巻きこんで、凄すさまじい遠心力によって石那と引きはがし、別々の方向にはじき飛ばしてしまった。

　その直後、何もなくなった空間を九字が通過し、そのまま飛び去って消えた。

「……外げ法ほう使いか」

　東日流が、ピクリと片眉を上げた。外法とは、仏教の他ほかの教法を意味する言葉だ。

　飯縄から引き離された石那は、そのまま落下した。因いな幡ばが慌てて石那の胸もとから飛び出し、セーラーカラーの後ろをくわえて必死に羽ばたき彼女を救おうとしたが、いかんせん馬力不足で屁へのつっぱりにもならない。

「きゃああーっ！」

　石いわ那なは悲鳴を上げた。二十メートルを自由落下するのにかかる時間は一秒半。いちかばちか、小角おづぬは風ふう神じんの呪じゆ言げんをとなえた。

「神カム志シ那ナ津ツ！」

　彼の口から出た呪言は風と化す。もともとは、単独の敵を倒す火ホ火ホ出デ見ミに対して、カマイタチをふくんだつむじ風によって複数の敵を同時に倒すための呪言である。

　石那が地面に激突する寸前、呪言が間に合った。石那の体が空気のクッションにはじかれて、ふわっと舞い上がる。そこからもう一度落下した石那の下に小角が滑りこんで、彼女の体を受け止めた。

　石那はドキドキして小角の顔を見つめた。地面に激突しかけたショックもあるし、お姫様抱っこされて小角の顔を間近で見たせいもあった。

「へへ。ぎりぎりセーフだぜ」

　小角は自分でもちょっと得意なのか、いたずらっぽい笑みを浮かべた。言葉遣づかいがあまりにぞんざいなのでたまに忘れかけるのだが、小角の顔立ちというのは綺き麗れいに整っていて、非常に上品な印象のある美少年なのである。このまま時間が止まれば……と、石那は思った。そのとき、飯いい縄づなの悲鳴が聞こえた。

「やめろっ、やめろおおおぉーっ！」

　石那たちはハッと顔を上げる。上空の飯縄を風が取り囲み、包囲の輪を狭せばめていた。飯縄は逃げられない。最後に、断末魔の叫さけびのように小さく黄金の閃せん光こうがはじけた。とたんに数百羽の八や咫た烏がらすがもとの羽根に戻って、黄金の花びらのようにひらひらと降りそそいだ。

「うわあ。綺麗にゃあ」

　伽きや羅らは目を輝かせて喜ぶ。そのとき、きらめく羽根のまにまに、羽根よりも軽やかに、一人の少女がふうわりと舞い降りてきた。

　年のころは小角たちと同じか、少し下ぐらいだ。小柄で色が白く、黒目がちの大きな目をしたおとなしそうな顔立ちである。白地に赤い色糸を飾った狩かり衣ぎぬの下に赤い袴はかまをつけ、腰には桑の木で作った小さな弓をさしていた。巫み女この服に似ているが、デザイン自体は亜あ彌びの狩衣に近い……すなわち男装である。長い黒髪は腰にかかっていて、軽い絹糸のようにわずかな風にもふわふわとなびいていた。

「誰だれにゃ？」

　伽羅は警戒して背中の毛を逆立てた。だが、謎なぞの少女はそよ風のように伽羅の敵意を受け流して、静かに微笑ほほえむ。

「わたしはただの、歩き巫女です」

　そう言って少女は、小指ほどの大きさの天然水晶の結晶を伽羅に手渡した。結晶の中には飯いい縄づなが閉じこめられ、焦あせって翼をばたつかせている。志し摩まが驚いてのぞきこんだ。

「あんなに霊力の強い飯縄さんを憑より坐まし込ごめしてしまうなんて、ただ者ではありませんね」

「歩き巫み女こって何にゃ？　巫女さんが走ったり歩いたりするにゃ？」

　首をかしげる伽きや羅らに、亜あ彌びが噛かんでふくめるように説明した。

「歩き巫女というのは、決まった神社を持たず、村から村へ旅をして、雨あま乞ごいや風かぜ鎮しずめ、豊作祈願などのために祈ったり神楽かぐらを舞ったりする巫女のことですよ。源みなもと義よし経つねの恋人だった静しずか御ご前ぜんも、白しら拍びょ子うしという歩き巫女だったそうです」

「にゃるほど！　つまり、野の良ら巫女かにゃ」

「あ、あの、もう少し言いかたというものが……」

　亜彌は、少女に聞こえなかったかと気をつかって、しどろもどろになった。

「何が悪いにゃ。のらねこ。のらみこ。似てるにゃ」

「野良猫じゃありません！　歩き巫女というのは、山やま伏ぶしや修しゆ験げん者じやの女性版のことです」

　亜彌は一生懸命説明するが、伽羅には今ひとつ通じずきょとんとしていた。そのとき、

「……その桑の弓。風と語る巫女が持つものだよな」

　小角おづぬは呆ぼう然ぜんとしていた。そのあまり、知らず知らず石いわ那なを取り落としていた。

「きゃっ！」

　お姫様抱っこから落とされた石那は、アスファルトにしこたまお尻しりをぶつけてしまう。

「痛ーい！　小角、もうちょっとていねいに扱ってよ！」

　石那は顔をしかめてうったえたが、小角は聞こえないようすで、怪け訝げんそうな顔をしながら謎なぞの少女に近づいていった。少女も不思議そうに小角を見つめた。

「なぜ、この弓のことをご存知なのですか？」

「昔知ってた女の子が持ってたからさ。……いや、正確にはその子のひいばあちゃんが持ってたんだけど」

　小角は少女の顔をしげしげと見つめた。少女もハッとして、大きく目を見開いた。

「あなた……もしかして、小角ちゃん？」

「やっぱり祝はふりちゃんか！」

　二人は目を輝かせて手を取りあった。周囲にいた石那たちはわけがわからないまま、呆然と立ち尽くす。少女……祝は、小角の顔を懐かしそうに眺めた。

「何となくどこかで見たような気はしていたの。透きとおった目だとか、綺き麗れいに整った顔だちだとか……でも、まさかそんな偶然って思っていたのよ。懐かしいわ……」

　彼女はほろほろとこぼれるようなはかない笑顔を浮かべて、小角にそっと抱きついた。小角は中背だが、祝は小柄なので、抱きつくと小角の胸に頭がくっつく高さになる。小角から顔は見えないが、抱きしめて髪を撫なでるにはちょうどいい高さだった。

「俺おれもまさかって思ったよ。もう十年も前に別れたきりだし、そんなに小さいころのことってほとんど覚えてないから、どこへ行けば祝はふりちゃんに会えるのかもわからなくて……」

　小角おづぬのそんな優しい笑顔を石いわ那なは今まで見たことがない。石那の姉で葛かつ飾しか浅あさ間ま神じん社じやの巫女、小角が憧あこがれている咲さく耶やに対してすら、これほど屈託のない表情を見せたことはなかった。

「十年じゃないわ、十二年よ」と、祝は小角を見上げて言った。

「十二年？　ってことは、俺おれが五歳で祝ちゃんはまだ四歳だったってことか？　それで俺の顔を覚えてたなんて……女の子はしっかりしてるって言うけどほんとだな」

「顔を覚えていたのは、しっかりしてたからじゃないわ……」

　そう言うと、祝は透きとおるように白い頬ほおをふと赤らめた。小角は彼女の言葉の意味がわからなくてきょとんとしていた。しかし石那にはピンと来た。そして同時に、なんとも言えない胸さわぎを覚えた。

「あ、あのっ、助けてくれたお礼を言わなくちゃ」

　と、石那はあたふたしながら小角と祝に近づいてきた。小角はギャラリーがいたことを思い出し、慌あわてて祝から手を離す。志し摩まがニヤリと笑って、小声で石那にささやいた。

「ふふふ。焦あせってますね……」

「な、何も焦ってなんかないわよ！」

　石那は慌てて志摩にどなってから、なるたけ冷静をよそおって、祝に右手をさしだした。

「あたしは浅あさ間ま石那、助けてくれてありがとう。あなたが助けてくれなかったら、薄情な東つ日が流るのせいでサイコロステーキみたいになるところだったわ」

　石那はそれとなく東日流をにらんだが、彼は興味なさそうにそっぽを向いていた。

「それで、なにかお礼をしたいんだけど……」

　石那は祝に言った。だが、祝は静かに首を横にふった。

「わたしの名前は三み輪わ祝、人を助けるのは歩き巫み女このつとめですから当然のことです。どうぞお気になさらないでください」

「祝ちゃんは偉いなあ。そう言えば思い出してきたぞ、祝ちゃんのひいばあちゃんも、いつもそんなこと言ってたっけ……」

　小角は感嘆と敬意をこめて祝を見ていた。石那はまたもや心臓がドキドキしてきて、胸を押さえながら大きく深呼吸をした。

「そんなに深呼吸したら過呼吸になりますよ、石那ちゃん」

　志摩がからかうような調子で言いながら、好奇心むきだしで小角にたずねてきた。

「十二年前に別れたきりということは、それきり祝さんとは会っていらっしゃらないということですよね？」

「ま、まあふつうはそうだろ。たしか、半年ほど一緒にいたけど……」

「すごい！　それじゃ正真正銘のおさななじみキャラじゃないですか！」

　志し摩まはメガネの底の目をキラキラと輝かせた。

「キャラって何だよ」小角おづぬは志摩の視線にあやしいものを感じて、硬い声でつっこんだ。

　志摩はそれには答えず、祝はふりのもとにやってきた。志摩もあまり背が高いほうではないが（頭の上に比ころ禰ねが乗っかっているぶんを考慮しても）、祝はそれよりさらに小さい。

「ああ、ほんとうに本物のおさななじみキャラなんですねえ。本物を見るのは初めてです、さわってもよろしいでしょうか？」

　まったく理解不可能な志摩の申し出にとまどっている祝の返事を待たず、志摩は彼女の肩や背中をさすさすとさすりながら、何やら悦えつに入はいっていた。

「ああ……おさななじみの手ざわりです……」

「あ、あの、わたしがそんなに珍しいのでしょうか？」

　祝は困ったようにたずねた。志摩は力をこめて、はっきりとうなずく。

「もちろんです！　おさななじみというのは、王道パターンのわりに実在数の少ない希少生物なんです！」

「こいつは放っとけ、祝ちゃん。存在感がねえくせに、何かとマニアックなんだ。もんじゃ屋にはマイへら持参だし、秋葉原の店を熟知してるし」

　小角が、困惑している祝から志摩を引きはがした。志摩はムッと眉まゆをひそめて、

「アキバです」と、訂正する。

「だから秋葉原をアキバって呼ぶなっ！」

「ともかく世の男性の理想とする女性は、意外に妹でも眼鏡めがねっ娘こでもなく、おさななじみなんです。なので、一度でいいから本物のおさななじみを見たいと思っていたんです」

「理想の女性が妹……って、おかしくありませんか？　現代の日本の法律では、人間は兄妹では結婚できないはずですが……」

　亜あ彌びが不思議そうにたずねた。小角がふーっと疲れたため息をつく。

「あんまり深く考えるな。脳が腐るぜ」

「だ、だけど志摩ちゃん！　それで言うなら、あたしだって小角のおさななじみだわ」

　理想の女性と聞いた石いわ那なは、焦あせってうったえた。志摩は淡々と答える。

「たしかに五年間も同居していますから、古くからの知り合いではありますね」

「でしょでしょ？」

「けれど五年前というと、もう中学一年生ですよね。おさななじみの定義というのは、せめて小学生以前に出会っていること……さらに、その後であるていど長いあいだ会えなかった期間がなければいけないんです。だって五年間ずっと同じ家に住んでいていつでも会えるなんて、萌もえませんでしょ？」

「萌える？」耳慣れない単語に、石那は眉をひそめた。

「……どうでもいいが、その下らないおしゃべりは、いつになったら終わるのだ……？」

　東つ日が流るが低い声でつぶやく。凍りつくように冷静だが、その手には五ご鈷こ剣が握られていた。こっそり怒っているようだ。小角おづぬは慌あわてて東日流の腕を掴つかんだ。

「てめっ、いきなり五鈷剣発動させてんじゃねえよ！」

「と、とにかく飯いい縄づなを封じたのですから、次の野の良ら式神を探しに行きませんか？」

　亜あ彌びが必死に話題を変えようとしたが、

「そう焦あせるなよ。うろうろしてりゃ向こうから霊力を狙ねらって襲ってくるさ」

　と、小角は言って、祝はふりにたずねた。

「それより祝ちゃん、いつ東京に来たんだ？」

「ええ。何日か前から……」祝は、小さな声で小角に答えた。

「ひとりで？　ばあちゃんは？」

「覚えてないの？　一緒にいたころ、死んじゃったでしょ？」

「そうだったっけ？　よく覚えてねえけど、そういえばいつも体の調子が悪そうでよく横になってたな。死んじまったのか……ばあちゃんのメシ、もう一度食いたかったなあ」

　小角はため息をついた。

「それじゃ、祝ちゃんはばあちゃんの跡をついで歩き巫み女こをしてるってわけか。どうして東京に？」

「え、ええ……その」祝は一瞬とまどい、言葉をにごした。

「ええと……とくに用はないの。ただの通り道」

「じゃあ、せっかく会えたのに、ゆっくりできねえのかな」

　小角は残念そうに眉まゆを下げた。それを聞いて、祝はプルプルッと首を横にふる。

「い、いいえ。急ぐ用事じゃないの、だから東京に何日かは滞在する気だったの」

「滞在？」小角の目が輝いた。石いわ那なはドキッとした。

「宿はもう決まってるのか？」と、小角は熱心にたずねた。

「ううん。昔と同じ、誰だれもいなくなった古寺や古い神社で寝ているんだけど……」

「やっぱりのらみこにゃ」伽きや羅らが小さな声でつぶやく。小角は心配してうったえた。

「そんなのだめだって、このコンクリートジャングルの東京砂漠で女の子が一人で野宿なんて！　都会には悪い狼おおかみがいっぱいいるんだぜ、家出少女だと思われて誘拐されたり恐喝されたり援交させられたりしたらどうすんだ！」

「エンコウ……って何？」

　祝はあくまでも汚けがれを知らない目でじっと小角を見つめた。小角はぐっとうめいた。

「は……祝ちゃんがそんなだから、一人で都会に置いとけねえんだよ。石那、うちの神社に泊めてやれないかな」

「う、うちに泊めるのっ？」

　小角に話を振られて、石那はギクッとする。祝は遠慮して、小角のそでを引っぱった。

「小角おづぬちゃん、ご迷惑だからかまわないわ。野宿はいつものことなんだし……」

「だって野宿するってのに、放っとけないじゃん。いいだろ、石いわ那な？」

　小角は軽くたずねた。石那はドキドキしながら、うかがうように彼に言った。

「あたしだって放っとけないけど……でもうちに泊まるの？　小角と同じ屋根の下で？」

「同じ屋根の下って……まあ俺おれが泊まってる同じ社務所に泊めてもらえるんならそうなるかな。もし部屋が足りなくて迷惑なら、俺と同じ部屋でも……」

　小角の答えに、石那は慌あわてふためいた。

「お、同じ部屋っ？　そそそそんなの絶対だめよ、男女七しち歳さいにして席を同じゅうせずでしょっ！　部屋なら用意するから、遠慮しないでっ！」

　石那は祝はふりの手を両手でガシッと握った。その勢いに祝は心もち退きつつ、断るに断れない雰囲気になってしまう。

「で、ではお言葉に甘えてお世話になります……」

「よし決まりっ！　じゃああたしは一足先に祝ちゃんを家に連れてくから、式神狩りのほうは頼んだわよ」

　石那は一方的にまくしたてて、祝の手を引っぱった。志し摩まが心配して石那に声をかける。

「あ、あの、石那ちゃん。何となくテンパってる感じがするんですが、大丈夫ですか？」

「なに、あたしのどこがテンパってるってのよ？」

　振り返って言った瞬間、石那は電柱に激突した。ごいんっ、と鈍い音がした。

「だ、大丈夫ですか、石那さん……」祝が心配して青くなる。

「ら、らいりょうぶ、行きまひょ」

　石那はフラフラしながら祝の手を引いていった。小角は見ていられなくて額を押さえた。

「足に来てるじゃねえか、バカ……」

「やっぱりテンパってますね」志摩も、ふうっとため息をついた。

　そのとき小角は東つ日が流るが自分をじっと見ているのに気づいて、ぶっきらぼうにたずねた。

「なんだよ、俺に見とれてるのか？」

「……別におまえなど見たくもないが……」と、東日流は小角に冷たい視線をくれた。

「情けは人を弱くする。失えないものが増えるほど人は弱くなる……気をつけることだ」

「は？　どういうことだよ。おまえ、ときどきわけわかんねえこと言うな」

　小角は眉まゆをひそめた。東日流は何も答えなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

二章　風の巫み女こ





　その日の夕方、小雨が降りだしたころ……葛かつ飾しか浅あさ間ま神じん社じやの社殿のとなりにある母おも屋やの台所からは、えも言われぬ良い香りがただよっていた。

「はい。できました」

　祝はふりは白しら拍びょ子うしの着物のそでにきりりとたすきをかけ、料理を乗せた大きなお盆を持って居間に入ってきた。

　その後から、伽きや羅らがおひつを運んでくる。私服に着替えた小角おづぬと石いわ那なは食器をちゃぶ台の上に並べていたが、祝の料理を見ると同時に目をまん丸にした。

「す、すごい！　これ全部、祝ちゃんが作ったのっ？」

　色鮮やかな天ぷらは赤いもみじで、赤だしの田舎味噌汁いなかみそしるにはオレンジやクリーム色などさまざまな種類のキノコが入っている。淡いピンク色のみょうがは甘酢に浸けられて、山さん椒しようの芽を飾られていた。ゴボウのように見えるのは森アザミの根の味噌煮だ。おひつの中は、粟あわやひえなどの雑穀を混ぜこんだおこわである。

　石那はもみじの天ぷらを、しげしげと物珍しそうにながめた。

「この天ぷらって、もしかしてもみじ？　もみじなんて食べられるの？」

「なんだ、知らないのかよ。もみじの塩漬けで作るんだ、俺おれの大好物だぜ」

「石那さんが知らないのは当然よ。もみじの天ぷらがあるのは、西日本の一部だけなの」

　祝が小角に説明した。小角は驚いて、目をぱちくりする。

「そうだったのか？　よくねぎばあちゃんが作ってくれたから、全国区かと思ってた」

「ねぎ？　のらみこはネギから生まれたにゃ？」

「だから野の良ら巫女とか言うなっ！　『祈いのる』って書いてねぎだ、祝ちゃんのひいばあちゃんの名前だよ」

　小角が伽羅をどなりつけた。祝が小角に説明した。

「ひいばっちゃは歩き巫女として日本じゅうの山から山を渡り歩いていたから、いろんな地方の料理を知ってたのよ」

「そうだったのか。でもうれしいな、祝ちゃんってばあちゃんと同じ料理を作れるんだ」

　小角は幸せそうに、もみじの天ぷらの匂においをかいだ。そんな小角を、石那は不安そうに見つめて言った。

「あの……そんなに好きなら、作り方さえ教えてもらえたら、祝ちゃんがいなくなった後でも、あたし作ってあげるわよ」

「おまえが？　絶対無理だって、料理レベル『毒』のくせに」

　小角はいつものように気軽にからかった。だが石那は小角の言葉にズキッと傷ついて、黙りこんでしまった。

　そこに、麦茶の入った冷たいやかんを持って石いわ那なの姉の咲さく耶やがやってきた。咲耶はちゃぶ台の上の豪華な料理を見ると、驚いて目を丸くした。

「まあ、祝はふりさんはとてもお料理がお上じよ手うずなんですね。まるで一流料亭みたいです」

「そんな。お恥ずかしいです」

　祝はほんとうに照れくさそうに頬ほおを染めた。咲耶はちゃぶ台の横にやかんを置く。

　咲耶はわずか十八歳ながら、富士の本宮に仕えている両親の跡をついで、この葛かつ飾しか浅あさ間ま神じん社じやを一人で切り盛りしている巫み女こである。そのためか、物静かでおとなしい中にも毅き然ぜんとしたところがあって、小角おづぬも彼女に憧あこがれと尊敬の念をいだいていた。

「麦茶も冷えています。では、いただきましょう」

　咲耶が座ると、小角たちもちゃぶ台の周りに座った。全員で手を合わせ、まず咲耶が食物の女神である稲魂女うかのめに祈る。

「粮くらいものの名をば厳稲魂女いづのうかのめ、畏かしこみて戴いただき奉たてまつります」

「いただきまーす！」

　小角たちも祝も元気に言って、おひつからごはんをつぎ、麦茶を入れはじめた。

　石那がついだごはんを、咲耶は祝に手渡しながらたずねた。

「祝さん。姓が三み輪わということは、あなたは奈良の三み輪わ山やまの大おお神みわ神社に関係があるのですか？」

「ええ、曾そう祖そ母ぼがもと大神神社の巫女でした」

「そうでしたか。たしか三輪山をまつる大神神社は神代に建てられた日本最古の神社のひとつで、わが神社の本宮である富士山の浅間神社と同じく、山そのものを神体としていると聞きます」

「それってつまり、うちの神社と祝ちゃんの神社が似てるってこと？」

　神社のことには少しうとい石那が、首をかしげながら咲耶にたずねた。咲耶はうなずく。

「似ているといえば似ていますね。ただ浅せん間げん信仰は古来の富士信仰と修しゆ験げん道どうが合わさったものですが、三輪神しん道とうは古来の三輪山信仰に真しん言ごん密みつ教きようと、さらに陰いん陽よう五ご行ぎよう説せつが合わさったものなんです」

「神道と仏教と陰おん陽みよう道どう？　何かすっごいチャンポンにゃ」

「っていうか、それって小角の術そのものよね」

　石那は小角に目を向ける。それを聞いて、祝がうれしそうに目を輝かせた。

「じゃあ小角ちゃん、今もひいばっちゃが教えてくれた、地祇くにつかみと語る呪じゆ言げんと真言密教と陰陽道を使ってるのね？」

「ああ、おかげで一人で放浪してるあいだも、家や霊れいと仲良くなれて助かった。ばあちゃんには感謝しなくちゃな、細かいことは覚えてねえけど術の事と料理の味だけは覚えてる」

　小角おづぬはもみじの天ぷらを箸はしでつまみ、口に運んだ。サクサクした衣の中にパリパリしたもみじの歯ごたえがあって、薄焼きせんべいのように軽い。小角は感動してうなずいた。

「うん、ねぎばあちゃんが作ってくれたのと同じ味だ！　東京で、よく材料があったな」

「この神社の森を探せば、昔ながらの山菜がたくさん生えていたわよ」

「うちの神社の中で採ったのか？　さすが祝はふりちゃんだなあ」

　小角は喜んでパクパクとごはんをかきこんだ。石いわ那なはそんな小角を横目で見ながら、そっとうかがうように、森アザミの味み噌そ煮を口に運んでみる。

（うちの境けい内だいに生えてたような物が、そんなにおいしいのかしら……？）

　口に入れた瞬間、石那はウッとうめいて動きを止め、こぼれそうなほど目を大きく見開いた。伽きや羅らが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「毒草にゃ？」

「ちがうわ！　ものすごくおいしいのよ」

　石那は次々に料理に手をつけ、そのたびに信じられないように首を横に振った。

「これもこれも最高においしいわ。一見田舎いなか風とも思える甘辛い味つけの調和が、一口食べた瞬間に新鮮な驚きとなって口の中に広がるの。素材の下ごしらえも山菜特有の野や趣しゆを残しながらも、ていねいな仕事によってまるで京野菜のような繊細な味わいに仕上げてあるわ。全体として、素朴ながらも奥深く、まったりとしていながらはんなりとした……」

「石那、料理ヘタなくせにやたら語るにゃ。おいしいものはおいしいでいいにゃよ」

　伽羅はジト目で石那をにらみながら、お茶ちや碗わんを片手にカパカパとごはんをかっこんだ。

「うーん！　最高にゃあ！」

　咲さく耶やも上品に箸を口に運びながら、幸せそうにほほえんで祝に言った。

「ええ、ほんとうにおいしいです。祝さんはお料理がお上じよ手うずなんですね」

「ただの田舎料理です。皆さんみたいな、都会の人の洗練された舌に合うかどうか心配でしたが、良かったです」

　祝は恥ずかしそうに言った。小角は口の中に物をいっぱいに詰め、米粒をほっぺたにつけたまま、箸を振り上げて力説した。

「何言ってんだよ、祝ちゃん。この味なら、小エビのかきあげ一個で八千円も取る目め黒ぐろの高級料亭にだって勝ってるぜ！」

「それは無理だろうけど……小角ちゃんが喜んでくれたなら、うれしいわ」

　祝はにっこりほほえんだ。石那は呆ぼう然ぜんとして、目をぱちくりとした。

「すっごい可愛かわいいセリフ。あたしなんて、逆立ちしても思いつきもしないわ」

「やっぱ女は愛あい嬌きようにゃね」

　伽羅の言葉がとどめをさした。祝のやることなすことに感嘆すればするほど石那は差を感じて、ずーんと落ちこんでしまった。

「ほんとに感動だぜ。ずっと食いたくて食いたくてたまらねえ味だったけど、祝はふりちゃんには二度と会えねえだろうって思ってたから……」

　小角おづぬは三杯めのごはんをおかわりしてなお食欲にセーブがかからない。ちゃぶ台の上でもみじの天ぷらをかじっていた因いな幡ばが、呆あきれたように小角を見つめている。

「ええ、わたしも二度と会えないと思ってたわ。会えてうれしいわ、小角ちゃん」

　祝はにっこり笑った。その美しさとつつましさ、奥にひそんだ深い知性、全すべてが何となく咲さく耶やに似ているように石いわ那なには思えた。

　いや、咲耶のほうが祝に似ているのかも知れない。だから小角は、咲耶に心ひかれているのかも……だとしたら、咲耶にだってかなわない自分はもう絶望的だと石那は思った。

　モソモソと祝の料理を食べながら、石那はなんだか、砂を噛かんでいるような気がした。



　夕飯がすむと、石那は祝を自分の部屋に連れていった。

　母おも屋やの部屋はどれも和風だが、石那の部屋だけは勉強机を入れるためにフローリングにしたついでに、土塗りの壁にもクロスを貼はって、洋風に改造されていた。ベッドカバーはポップなピンク色のストライプで、壁には中学校の家庭科で作ったウォールポケットが飾られている。いちおう学校で配られたプリントを挟んだり、因幡のベッドになったりして、役に立っているようだ。

「狭くてごめんね。社務所の客間を使えたら良かったんだけど、月末に行事があるからいろいろ物を置いてるみたいなの」

　石那は部屋のすみに置いていた折りたたみソファをぱたぱたと開いてマットレスに変形させ、布団ふとんをしいた。祝は邪魔にならないよう、ベッドの上に正座している。

「いえ、わたしこそすみません。ご迷惑をおかけして……」

　祝はどこまでもつつましく、おとなしい。石那は危機を感じてはいたものの、祝本人にはどちらかと言えばかなり好感を持っていた。というより、嫌いになれなかった。小角が好きになっても当然……という気はしていた。そこが少し、辛つらくもあった。

「遠慮しなくていいのよ、ほかに部屋がないんだから。女の子を小角と同じ部屋に入れるのも、道徳的に良くないし」

「わたしはかまいませんのに……よく、一緒にお風ふ呂ろに入ったりしていましたし」

「一緒にお風呂っ？」

　石那はすっとんきょうな声を上げる。祝は彼女の驚きようにとまどいつつ、うなずいた。

「え、ええ……十二年前の話ですけれど」

「あ、そ、そうよね……あーびっくりした」

　石那は胸を押さえてふーっとため息をつき、気を落ちつけてから、あらためて祝に言った。

「祝はふりちゃん。十二年前はともかく、今はもう子供じゃないんだから、一緒にお風ふ呂ろとか同じ部屋で寝るとかはやっぱり問題あるわよ」

「でも、伽きや羅らさんは小角おづぬちゃんと同じ部屋で寝ているそうですけれど……」

「あれは女の子じゃなくて式神だからいいの。っていうか動物だし」

「そ、そうですか。わたし、山から山へ渡り歩く生活で、あまり人と会って話すことがないので、一般常識が少し弱いみたいなんです。男の子と女の子が同じ部屋で寝たらおかしいなんて知りませんでした、すみません」

　祝は恥ずかしそうに肩をすぼめた。小角にはあんなに人ひと懐なつっこいのに、小角がいないところでは極端に内気なので、石いわ那なは気をつかって、めいっぱい親しみやすく話しかけた。

「べ、別に謝ることないわよ。一般常識が弱くても術はすごいじゃない、おかげであたし、助けてもらったんだし。そうだ、一般常識のお勉強じゃないけど、しばらくここにいられるんだったら、あたしあちこち案内するわよ」

「案内……？」

「うん。江戸川区は葛か西さい臨海公園ぐらいしかないけど、川を越えれば東京ディズニーランドとかあるし」

「でぃずにい……？　それ、どういう漢字を書くんですか？」

「うそっ！　ディズニーランド知らないのっ？」驚く石那に、祝は頬ほおを赤らめた。

「す、すみません。わたし、ほんとに世俗のことにはうとくて……」

「それでも、親とかに連れてってもらわなかった？　遊園地とか……」

「わたしの両親はわたしが生まれてすぐ亡くなって、ずっと曾そう祖そ母ぼに育てられてたんです」

「あっそうか、おばあちゃんじゃ遊園地は無理よね。だけど小角は、土つち蜘ぐ蛛もに育てられたとか言ってたわりには、ちゃんと服を着たり人間語話したりしてるけど……まあそれぐらいなら、おばあちゃんでも教えられるかしら。五歳からの人間教育って大変そうだけど」

「いえ、小角ちゃんに人間の生活を教えたのは……」

　祝は途中まで言いかけて、ふと黙りこんだ。思わず口がすべってしまった、という感じだったので、石那は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「どうしたの、祝ちゃん？　とちゅうで黙ったりして、気になるじゃない」

「い、いえ、何でもありません」と、祝はひたすら首を横に振った。ますます怪しい。

　そのとき、伽羅が石那の部屋の扉を勢いよく開いた。

「のーらみこっ、お風呂に入るにゃっ！」

　因いな幡ばは伽羅の顔を見ると、慌あわててウォールポケットの中にもぐりこんだ。食われると思って警戒しているようだ。伽羅は洗面器にタオルと石けんとシャンプーを入れたものを祝にさし出した。祝は不思議そうな表情で、シャンプーを取り上げる。

「タオルと石けんはわかりますが、この薬は何なんですか？」

「シャンプー知らないにゃ？　のらみこ、江戸時代からタイムスリップして来たにゃ？」

「失礼なこと言わないの！　あと、祝はふりちゃんのこと野の良ら巫み女こって呼ぶのやめなさいよね」

　石いわ那なは怒って腕組みする。伽きや羅らは屁へでもないように笑って、祝のえり首を引っぱった。

「とにかくのらみこ、一緒にお風ふ呂ろ入るにゃよ。レツゴー！」

「き、伽羅さん、わたしは最後でけっこうです。ほんとにけっこうなんです！」

　遠慮する祝を、伽羅はずんずん引きずっていった。石那は呆あきれてため息をついた。

「まったくもう。祝ちゃんはまだ疲れてるんだから、ゆっくりさせてあげればいいのに。それに祝ちゃんの着替えはどうするのよ、あの考えなし猫ったら……」

　石那はたんすを開けて、祝が着られそうな服はないか、探しはじめた。

「祝ちゃんの身長って百四十センチちょっとぐらいだから、あたしが中学生の時の服で大丈夫よね。ただ、問題は……」

　石那はきちんと畳まれたブラジャーを取り出した。きちんと畳める……ということは、平面的に裁断されているということである。ジャージ地のスポーティなブラジャーをしげしげと観察しながら、石那は悩んだ。

「お姉ちゃんもそうだけど、和服の人ってけっこう着やせするのよね。祝ちゃんも見た目Ａカップなんだけど、もしＣカップぐらいあったら……」

　ブラジャーが貸せない、という問題点以上に、石那の胸に不安な気持ちが去来した。

「おとなしいし、素直だし、術はすごいし、ちっちゃくて可愛かわいいし、おさななじみだし、そのうえＣカップ？　神様、そんなの不公平すぎるわよ！」

　石那は深く嘆たん息そくして、手に持ったブラジャーに顔をうずめた。

　そのとき、タイミング悪く小角おづぬが部屋に入ってきた。彼はブラジャーに顔をうずめていた石那を、呆ぼう然ぜんとして見つめた。

「……おい、石那。下着泥棒の変態ド外げ道どうがするならまだしも、自分で自分の下着の馥ふく郁いくたる香りを愛めでるってのは、いかがなものかと思うぜ」

「お、小角っ！」

　石那は慌あわてて顔を上げ、Ａカップのブラジャーをたんすに突っこむ。公称Ｂカップなので、本能的に証拠隠滅したのだ。

「ちょっと！　レディの部屋にノックもせずに入ってくるなんて、失礼よ！」

　石那は真っ赤になって怒った。小角はしれっとした表情で肩をすくめる。

「ノックもクソも、開けっぱなしだったぜ。レディなら戸ぐらいちゃんと閉めろよな」

「おたくのドラ猫が開けっぱなしてったのよ」

「そう言えば伽羅を見てねえな。それに祝ちゃんもいないようだけど、どこに行ったんだ？　おまえの部屋で寝るんだったよな？」

「伽羅が祝ちゃんをお風呂に連れてったのよ。それで祝ちゃんの着替えを探してたってわけ。わかった？」

「風ふ呂ろか……じゃ、しばらく戻ってこないな」小角おづぬは困ったように頭をかいた。

「何か用だったの？」

「咲さく耶やさんに祝はふりちゃんのことを話してたんだ。歩き巫み女こは祈き祷とうのほか神楽かぐらも踊る、とくに祝ちゃんはねぎばあちゃんに仕込まれた舞の名手だって……そしたら、夏な越ごしの祓はらえで踊ってもらえないかって聞かれて」

「ナゴシのハラエって？」石いわ那なはきょとんとした。小角は呆あきれ半分、苦にがい顔になる。

「おまえなあ、いくらアルバイト巫女でも自分の神社で毎年やってる神しん事じぐらい覚えとけよ。毎年、チガヤの葉っぱ集めを手伝ってるだろ」

「ああ、あれがナゴシのハラエっていうんだ」石那はポンと手を打った。

　ちなみに夏越の祓えとは、毎年六月三十日に鳥居の前に大きなチガヤの輪を作り、参拝客がこれを三度くぐることによって暑い夏を乗りきれるよう祈願する行事である。

「境けい内だいでつんだ葉っぱを社務所に山ほど積んでるせいで、祝ちゃんが泊まる部屋がなかったのよね」

「で、せっかくだから祝ちゃんに神楽を舞ってもらえねえか頼んでくれって言われてさ。風呂なら仕方ねえ、また出直すぜ」

　と、小角は去ろうとした。石那は慌あわてて呼びとめる。

「あっ、小角！　待って！」

「何だよ、憑より坐まし込ごめの宿題なら手伝わねえぜ。自分でマスターしろよな」

「心狭いわね。そんなことじゃなくて、祝ちゃんと話してて気になったんだけど、小角って土つち蜘ぐ蛛もに育てられたんでしょ？　誰だれに人間語を教えてもらったの？」

「人間語？」小角は眉まゆをひそめて、頭をポリポリかいた。

「ガキのころのことだから覚えてねえな。祝ちゃんたちだと思うけど」

「祝ちゃんは、違うって言ってたわよ」

「ほんとか？　でもそう言えば、祝ちゃんとは初対面からちゃんと日本語で喋しやべってた記憶があるような気もするなあ」

「狼おおかみ少女の話で、人間は赤ちゃんのころに言葉を憶おぼえないと一生言葉が理解できないって読んだことがあるわよ。祝ちゃんに会う前に、誰か別の人に習ったんじゃないの？」

　石那の言葉を聞き、小角も首をかしげて考えこんだ。

「別の人って言っても、親の記憶は全然ねえし……土蜘蛛に育てられてたのは漠然と覚えてるんだけど、はっきり記憶があるのって祝ちゃんたちと出会ったころぐらいからだな」

「祝ちゃんよりさらに古い付きあいの、もっと可愛かわいいおさななじみって線はない？」

　石那は心配そうにうかがうような目でたずねた。小角は呆れて目をぱちくりする。

「何だよ、それ」

「な、何でもないわよ。レディの部屋に長居するのはエチケット違反よ、出てって！」

　石いわ那なは小角おづぬの背中を押して、部屋から追い出し、バタンと扉を閉めてしまった。小角はわけがわからなくて、もう一度扉を開ける。

「おまえ、なに怒ってんだよ」

「怒ってなんかないわよっ、出てって！」

　石那はどなって、小角に子豚の貯金箱を投げつけた。貯金箱は小角の頭にスコーンとクリティカルヒットした。



　母おも屋やの風ふ呂ろ場では、伽きや羅らが大きなスポンジで祝はふりの背中をごしごしこすっていた。白い湯気がもうもうと立ちこめ、クリームのような泡がむくむくしていた。

　伽羅は服は全部脱いでいたが、守り水晶の首輪だけは肌身離さず着けていた。祝は背中を出すために、長い髪をアップにしている。

「のらみこ、すっごい色白にゃ。それに、伽羅に比べるとはるかにつるぺただけど、石那よりは胸あるにゃ」

　伽羅は祝の肩をしげしげと観察する。祝は恥ずかしそうに、小さな声で言った。

「あの、伽羅さん。あまり見ないでください」

「どうしてにゃ、こんだけ美肌なら自慢しまくれるにゃよ。そっか、のらみこはずっと山にいて、海とかプールで日焼けしてないからにゃね。シミひとつないきれいな肌にゃ、うらやましいにゃあ……」

　伽羅は感心しながら背中をこすった。祝は困って、恥ずかしそうに黙りこんでいた。

「にゃ？」伽羅はふと、祝の肩にくっつくぐらい顔を近づけた。

「どうしました、伽羅さん？」祝は不審そうに振りかえった。

「シミひとつあったにゃ」

　伽羅は祝の左の肩けん甲こう骨こつの上にある、小さな黒いシミを指でつついた。祝は不思議そうに首をかしげる。

「わたし、シミなんてありました……？　ホクロではありませんか？」

「ホクロとは違うにゃ、もうちょっと大きいにゃ。薄い灰色で……なんだか蜘く蛛もみたいな形してるにゃ。気持ち悪いにゃあ」

「何でしょう。そういえば少し前から、このあたりがちくちく痛むんですけど……」

　祝は不思議そうに肩をさする。伽羅は祝に泡いっぱいのスポンジを渡して背を向けた。

「たぶん虫さされか何かにゃ。伽羅もときどき茂みの中で寝ちゃったら、後でちくちくするにゃよ。そんなことより交代にゃ」

「は、はい。わかりました」祝は伽羅の背中をごしごしこすった。

「うーん、気持ちいいにゃ。のらみこ、背中流すのうまいにゃ」

　猫である伽きや羅らはもともと、ブラッシングされたり撫なでられたりするのが大好きで、幸せそうに目を細めた。祝はふりは左肩がかすかに痛むのが気になって、何度も振りかえっていた。



　その夜、石いわ那なは開いた折りたたみソファの上で、祝は石那のベッドで寝ていた。

　石那はパジャマを着ていたが、祝は洋服は苦にが手てだということで咲さく耶やの浴衣ゆかたを借りていた。

　夜よ更ふけからまた雨が降り出した。電気の消えた部屋の中で、石那は祝に話しかけた。

「ねえ祝ちゃん、昼間の話だけど……明日はあたしたち学校に行くから祝ちゃんは留守番しててもらわなくちゃいけないけど、明後日あさつては土曜だからどこか遊びに行かない？」

「遊びに……ですか？」祝は驚いているようだった。

「だって全然遊園地とか行ったことないんでしょ？　だから東京の観光案内ってどうかな。おのぼりさんしても面白いわよ。ギャグではとバスとか……浅あさ草くさ花やしきも渋くていいかも。帰りに浅草の仲なか見み世せに寄ったら焼き立ての人形焼き食べながら歩くの楽しいし、修学旅行のお土産みたいなのいっぱい売ってて笑えるし……」

「修学旅行……とは、何ですか？」祝はきょとんとしてたずねる。石那は驚いた。

「えっ！　修学旅行も知らないの？　小学校とかで行かなかった？」

「わたし、曾そう祖そ母ぼと死に別れてからもいろんな人のもとに身を寄せて学校を転々としていて……その学校もほとんど行きませんでしたから」

「そっかぁ……」石那は同情して、ため息混じりにつぶやいた。

「大人の都合で振り回されちゃ迷惑よね、子供って安定した環境が必要じゃない。あたしもこの三月に両親が富士山本宮に転勤で静しず岡おかに行って、一緒に行くかって言われてたんだけど転校するのも友達と別れるのも嫌だし、小角おづぬは魔法建築士を目指してて学校を変わる気なかったし、あのトロいお姉ちゃんを置いてくのも心配で結局ここに残ったのよ」

「いえ、その……わたしの場合は、事情が違って……」

　説明しあぐねて、祝の語尾は先細りになり、激しい雨音にかき消されて聞こえない。

「よし、決めた！　明後日は修学旅行のメッカである東京タワーに行きましょ！」

　石那は固く決意をし、力をこめて言った。祝は困ったような笑顔を浮かべて、そんな石那に目を向けていた。

　そのとき稲妻が光り、遠い雷鳴がとどろいた。まるで怪物の咆ほう哮こうのようだ。祝は左肩に小さな痛みを感じて起きあがった。

「どうしたの、祝ちゃん？」と、石那は枕まくらもとのスタンドをつける。

「いえ……その、お手水ちょうずへ」石那に心配をかけまいと、祝はごまかして言った。

「おちょーず？　……ああ、トイレのことか」

「すみません。電気、消しておいてくださっていいですから」

　祝はあわただしく部屋を出て行った。石那はスタンドをつけたまま、枕に頭を沈める。

（電気ぐらい遠慮しなくていいのに……祝はふりちゃんって、ほんとに遠慮深くて可愛かわいくておしとやかでいい子で、でも何だか薄幸で、放っとけないのよね。だけど小角おづぬも同じように感じてるかもって考えたら、ちょっと複雑だな……）

　石いわ那なはふうっとため息をついて、うつらうつらしながら考えた。

（そう言えば、今まで知らなかったけど、小角は山菜とかが好きなのよね。そして祝ちゃんが、うちの境けい内だいに山菜が生えてるって言ってたっけ……）

　ぱちり、と石那は目を見開く。いいアイディアが浮かんだ。

「そうだわ。このままじゃ差をつけられるばっかりだもの、あたしもがんばろう。明日の朝は一時間早起き決定、山菜料理に挑戦よ！」

　石那は枕まくらもとに置いてあった目覚まし時計の針を合わせると、やっと気持ちが落ちついて、そのまますやすやと眠りこんだ。



　夜が深まるにつれて、雨は激しくなっていった。

　西新宿の高層ビル群の中に、諫いさ早はや魔法建築会社の本社ビルが建っている。五十階建ての黄金のミラービルは、稲妻を反射して不気味に光っていた。

　ビルの屋上には寝殿造りの大きな神社が建てられている。中央にある建物が神社の本殿で、東つ日が流るの兄、二代目社長であり宮ぐう司じでもある出雲いずものオフィスでもある。

　本殿の西対には東日流の、東対には兄の出雲の寝室があり、本殿の裏にあたる北対には台所や納なん戸どや使用人部屋が置かれていた。使用人といっても人間ではない。出雲は何匹も式神を所有していて、首からかけた数じゆ珠ずの中に一匹一匹を封印しているが、それとは別に迦か楼る羅らという名の若い烏からす天てん狗ぐを式神として従えていた。迦楼羅は社長のボディガードとして、また世話係や料理人として、かいがいしく仕えていた。

　本殿の南には大きな人工の池が作られ、釣つり殿どのと呼ばれる壁のない小さな屋根つきのあずまやが東西に、それぞれ東対と西対から南に伸びる廊下の先に作られている。雨が激しく降りしきる中、東日流は寝室を出て西の釣殿に向かった。

　東日流は寝ね間ま着きである白地の浴衣ゆかたに身を包み、西の彼方かなたをじっと見つめている。開いた浴衣の胸もとには、銀の鎖に吊つるされた水晶球の魔除けアミユレツトが光っていた。

　式神である亜あ彌びは迦楼羅と同じ北対に一部屋を与えられていたが、東日流の起き出した物音に気づいて障子を開けて廊下に出た。いつも狩かり衣ぎぬと袴はかまを着ている亜彌は、寝る時にも白い小袖そでに水色の袴できちんと正装している。亜彌は釣殿まで足をのばして、激しい雨ととどろく雷鳴の中、たたずんでいる東日流を見つけた。彼の表情があまりに厳しいので、亜彌は声をかけるのをためらった。

「……亜彌か」

　東日流は静かな目を亜彌に向ける。亜彌は数歩進んで、東日流のそばに立った。

「こんな真夜中に、どうされたのですか」

「富士が見えないのだ」

　東つ日が流るは静かな声で言った。江戸時代には東京からも富士山が見えたが、今は林立するビルの陰に姿を隠し、見ることはできない。この五十階のペントハウスからなら、西新宿の高層ビル群の彼方かなた、関東山地の山並みの彼方にいつも、富士山が小さく浮かんで見えるのだが、いかんせん今は夜で、しかも雨が降っている。

「そ。それはその、天気や時間からして無理もないこととぞんじますが……」

　亜あ彌びは遠慮がちに口をはさんだ。

「感じないか。富士の『気の流れ』が見えないのだ」

　東日流は鋭く凛りんとした目で雷雲の彼方を見つめ、低い声でつぶやいた。亜彌はハッとして、精神を集中させてみる。たしかに、いつもは西風が吹き降ろすように富士山から流れてきていた気が、今はまったく感じられない。

「僧・天てん海かいは徳とく川がわ家いえ康やすの命により、風水の呪じゆ術じゆつを駆使して江戸の町を作った。その中には、日本一の高さを誇ほこる霊峰・富士からの気の流れを江戸に導くよう、富士と江戸を繋つなぐ線上に寺社を建こん立りゆうすることも含まれていた。おまえも知ってのとおり、この屋上の神社も富士からの気を会社内に導くために兄この上かみが設計したものだ……おかげでこの不況下だというのに、諫いさ早はや魔法建築の株価は父の時代の数倍にまで跳はね上がっている。だが最近、どうも富士からの気の流れが止まっているようなのだ……」

「それは我が社だけではなく、東京そのものに気が流れこんでいないということですか？」

「そうだ。富士からの清浄な気の流れが止まり、この雷雲のように東京上空の気がよどんでしまっている」

「ではもしかして、最近、野の良ら式神がいろいろと問題を起こしているのも……？」

　亜彌の質問に、東日流ははっきりとうなずく。

「富士からの清浄な気がせき止められたことで、魔ま障しようが力を得たり、式神たちの精神が影響を受けたりしているのだ」

「……では、もしかしたら、わたしもそのうち……？」亜彌は不安そうにたずねた。

「この状況が長く続くようなら、ありえないとは言えないだろうな」

　東日流は冷たく答える。亜彌はすがるような目で東日流を見上げた。

「わたしがあの八や咫た烏がらすのように、東日流さまに逆らったり、東日流さまを攻撃して傷つけたりするかも知れない……ということですか？　そんなこと耐えられません！　東日流さま、もしわたしがおかしくなったら、そのときはどうかわたしを殺してください」

「おまえを殺す？」

　ただならぬ亜彌の言葉に、さすがの東日流も柳のような形の良い眉まゆをピクリと動かした。

「はい。東日流さまのためになら、東日流さまになら、わたしは殺されても本ほん望もうです」

　亜あ彌びは祈るように東つ日が流るにうったえる。東日流はそんな亜彌をしばらく複雑な表情でじっと見つめていたが、振り切るように顔をそむけて言った。

「当然だ。おまえは俺おれの式神なのだから」

　東日流の言葉はいつも冷たかった。それでも亜彌は「俺の」式神だと言ってもらえる、それだけで満足だった。

「しかしこのまま東京に富士の気が入ってこなくなれば、式神どもが狂うどころの問題ではない。我が社は兄この上かみが敷いた完かん璧ぺきな風水陣が機能しなくなり、大きな打撃を受けることになるだろう。兄上も富士の気が止まった原因を探るために、式神を放って調査させているようだ」

「式神に調査を？　それなら、わたしにもお手伝いを命じてくださればよろしいのに」

「そんなことはありえない。兄上が俺に弱みを見せたり何かを頼んだりすることが今までにあったか？」

「いえ……」と、亜彌は首を横に振る。

「兄上が俺やおまえに協力を頼むことなどありえない。今回にかぎらず、兄上は一度も俺に弱いところを見せたことはない……誰だれよりも強い人だからだ」

　東日流はそう言って、遠くを見つめた。東日流が兄を深く尊敬し憧あこががれていることは、亜彌も気づいている。東日流が強くなろうとしているのも、ただひたすら兄の背を追っているのだということも。

「だからこそ俺は、兄上よりも先にこの問題を解決する。そうすれば兄上も俺の力を認めてくれるはずだ……頼るに足る人材として見てくれるはずだ。兄上も兄上の会社も、この俺が守ってみせる……」

　東日流はかたく拳こぶしを握って立ち尽くしていた。その目は鋭く、亜彌は近寄りがたい空気を感じた。

「し、しかし問題を解決するといっても、何か手がかりはあるのですか？」

「昼間の歩き巫み女こだ」東日流の答えを聞いて、亜彌は不思議そうに目をぱちくりする。

「小角おづぬさまのおさななじみというかたですか？　三み輪わの祝はふりさまとかいう……なぜ、あのかたが手がかりなのですか？」

「あの娘、土つち蜘ぐ蛛もの匂においがした」

「まさか。彼女は風を操っていましたから、土の属性ではないはずです」

「だから妙なのだ。それに小角と十二年も出会わなかったものが、この異変のときにたまたま出会った……これを偶然ですませるほど俺は楽天家ではない」

「出雲いずもさまには、そのことはもう？」

「お忙しい兄上をわずらわせるわけにはいかん、あの巫女が関わっているという証拠を探すのが先決だ。亜彌、彼女から決して目を離すな。何かあればすぐに俺に報告するのだ」

「わかりました、東つ日が流るさま……でも、小角おづぬさまはきっと祝はふりさまをかばわれます」

「それがどうした。小角が俺おれの前に立ちはだかると言うのなら倒すだけだ。奴やつと俺と、どちらが正しいのか力で証明してやろう」

　東日流はむしろ小角と戦いたがっているようだった。彼が信じる力の論理は、他ほかでもない出雲いずもの持論だ。出雲に認められるために、東日流はわが身を危険の中に投じつづける。留年の原因になった実習中の事故も、そのために起こったのだ。

　亜あ彌びには、東日流にとって出雲の存在がどれほど大きいのか、痛いほどわかっていた。だから彼にできることはただ、東日流にどこまでも従って守りつづけることだけだった。

（わたしがどんなに命をささげて東日流さまにお仕えしても、しょせんわたしは狐きつね……どんなにしても人間にはなれない。どうしても出雲さまにはかなわない）

　ひらめく稲光に、東日流の横顔が大理石の彫刻のように美しく映えていた。亜彌はじっとその横顔を見つめる。

（かなうことなら人間になりたい。東日流さま、あなたと同じ人間に……）

　亜彌は切なく痛む胸を押さえた。



　そのころ、小角は不思議な夢を見ていた。

　白く長い絹糸の髪、蜘く蛛もの巣の模様の錦にしきの衣……まるで能の衣装のような艶あでやかないでたちで、すべるように目の前を、歩いてくる者がいる。

　周りは金きん襴らんの屏びよう風ぶに囲まれ、篝かがり火びがともされて、暗い中にも幽ゆう玄げんの明かりが揺れていた。

　しなやかな手に、頭を撫なでられた感触がある。小角は自分がまだ三歳ぐらいの幼おさ子なごになっている気がした。昔の子供のようなかすりの着物を着せられている。着物の手触りはやわらかくしなやかで、小角はそれが蜘蛛の糸で織られたものだと、なぜか感じていた。

『小角。吾われの名を呼んでみよ……』

　品のいい少年の声だった。白い手に、真っ赤に熟うれた柿かきを持っていた。

『人間にとって一番大切なものは言葉じゃ。それがあれば言こと霊だまも使える、そなたの持っておる霊力を最大限に引き出すことができる。さあ小角、柿が欲しいなら呼んでみよ』

　輝く柿を見て、幼い小角はごくりとつばを飲みこんだ。ぎこちなく開いた唇から、我知らず言葉がもれた。

『ふ……こ』

　夢を見ながら小角は、奇妙な語感だと思った。少年は小角の顔の前に柿をさし出す。小角はあたりまえのように、彼の手の上の柿にかぶりついた。甘く熟れた汁が少年の白い手を伝う。夢中で食べる小角を見て、少年はわずかに笑ったようだった。



　ふと、小角は目を覚ました。

　社務所の二階にある小角おづぬの部屋は、パイプベッドと古い机と本棚と洋服ハンガーぐらいしか置かれていない。殺風景な部屋の中で、小角は起き上がって窓辺に立った。

「雷の音がうるさくなってきたな」

　小角はカーテンを閉めたが、あまり音は小さくならなかった。時間は午前二時過ぎ、草木も眠る丑うし三みつ時どき、起床には少々早すぎる。小角はひとつ、大きなあくびをした。

「それにしても、変な夢だったなあ。あの柿かきはうまかったけど……」

　思い出すだけで、熟うれきった濃厚な甘さが口の中によみがえってくる。柿の味を考えれば考えるほど、小角は喉のどが渇いてきた。

「甘いジュースでも飲みたい気分だな。母おも屋やの台所をあさってくるか……」

　小角は押入れをそっと開ける。伽きや羅らはいつも、ここの上の段で寝ているのだ。小角としては落ちつかないので別の部屋で寝て欲しいのだが、「式神はいざという時のため、術者のそばにいないといけない。それに、テレビによく出ている青くて丸い猫も、ここに寝ている。押入れの上段は居候いそうろう猫の定位置」にゃ、と妙なところで伽羅がこだわりを見せるため、仕方なく押入れを明け渡していた。

　その夜も、伽羅は雷鳴がどんなにとどろこうがおかまいなしで、すやすや安眠していた。熟睡しすぎて、女の子だというのに、かなり寝乱れている。

「ちっ。伽羅が起きてたら取ってこさせようと思ったけど甘かった、自分で行くか」

　小角はあまりにも寝乱れている伽羅の掛け布団ぶとんを整えてやってから、押入れを閉めた。



　小角は社務所の玄関に出、ビニール傘がさをさして母屋に移動した。パジャマがわりのタンクトップとショートパンツ姿で、ポケットの中では母屋の鍵かぎがチャリチャリと鳴っている。

　ショートパンツからすらりと伸びた左の太ももに、先月の校外実習で受けた傷がまだ残っていた。同様に怪け我がをした東つ日が流るとともに校医の薬やく師し瑠る璃り子こによって心しん霊れい治ちり療ようをほどこされて、常人よりはるかに治ち癒ゆ速度は速く三日ほどで自力で歩けるようになったものの、皮膚表面の傷は比較的長く残ってしまう。痛みはないが、薄皮のはった小さな星のような形の傷がふたつ、まだ癒いえないままだった。

「ふこ……」

　小角はさっき見た妙な夢を思い出して、実際に口に出してみる。やはり奇妙なひびきだ。人名とは思えない。何語かもわからない。

　母屋に入ろうとしたとき、小角は軒先で誰だれかがうずくまっているのに気づいた。

「……あれ？」小角は雷光に目をこらした。

　それは、浴衣ゆかた姿の祝はふりだった。小さくなってうずくまり、右の手で左肩を押さえている。

「祝ちゃん。何してんだ、濡ぬれるぜ」

　小角は祝の上に傘をさしかけた。祝は顔を上げたが、青ざめて脂あぶら汗あせを浮かべていた。

「小角おづぬちゃん……」

「どうしたんだ、肩でも痛いのか？　その若さで五十肩ごじゆうかたもねえだろ、肩たたいてやろうか？」

「い、いえ。大丈夫よ、たいしたことないの」

　祝はふりは無理に作り笑いを浮かべながら、立ち上がった。白い浴衣ゆかたが濡ぬれて、細い体の線がくっきりと出ている。その左肩に、小角は小さなふくらみを見つけた。

「ほんとうに大丈夫か？　ここ、ハレてるぜ」

　肩に触ろうとした小角から、祝は敏感に身を引いた。小角は驚いて目をぱちくりし、それから、ああと苦にが笑わらいした。

「そ、そうだな。小さいガキじゃねえんだから、あんまりなれなれしく触るのも問題あるよな。うっかりしてた、ごめん」

「いいの。そうじゃないの、そうじゃなくて……」

　祝は何かうったえようとしていた。だが、ためらうように黙りこんでしまう。ようすがおかしい彼女に、小角は心配して声をかけた。

「祝ちゃん、何か変だぜ。気になることがあったら、何でも相談してくれよ。俺おれたち、おさななじみだろ」

「え、ええ……もちろんよ」

　祝はそう言いながら、逃げるように小角から離れる。

「わたし、部屋に戻るわ。石いわ那なさんが心配するし、浴衣も着替えなくちゃ……じゃあ」

「あっ、祝ちゃん！」

　母おも屋やに入ろうとした祝を、小角が呼び止めた。祝は振りかえる。

「なに、小角ちゃん」

「いや、その……全然たいしたことじゃねえんだけど。変な夢見てさ」

「変な夢？」

「うん。ただの夢かも知れねえんだけど、妙にリアルでさ。俺は小さいころのこと、あんまり覚えてねえけど、祝ちゃんならと思って……『ふこ』って何のことかわかるかな」

「ふこ……？」

　祝の顔が、わずかにこわばった。彼女の顔色が変わったので、何か知っているのだろうかと小角は期待し、身を乗り出した。

「髪が白くて、蜘く蛛もの模様の着物を着てて、歳としは今の俺と同じぐらいなのかな。そいつの名前が『ふこ』みたいなんだけど……」

「……いいえ。ごめんなさい、心当たりがないわ」

　祝は硬い表情で、首を横に振った。期待していた小角は、がっかりして肩を落とす。

「じゃあ、ただの夢だったのかな」

「きっとそうよ。気にすることなんてない、ただの夢だわ」祝はふりは無理に笑顔を作った。

「じゃあ、おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　祝は母おも屋やに戻っていった。傘かさをさしたまま、小角おづぬは雨の中でたたずむ。

「……なんだか、ジュース飲む気、なくなっちまったな」

　小角はきびすを返し、社務所に逆戻りした。紫色の空を切り裂く稲妻は、まるで蜘く蛛もの糸のように見える。夢の中の少年の着物の柄を思い出して、小角は嫌な気がした。

　だから社務所に戻った小角は、すぐにベッドにもぐって眠ってしまった。もう、あの「ふこ」のことも、幼いころのことも、夢には見なかった。



　雨は翌日、金曜日の朝になっても降りつづいていた。

　夏が近いというのに肌寒い空気の中、葛かつ飾しか浅あさ間ま神じん社じやには、奇妙な香りがただよっていた。小角はその何とも言えない微妙な香りに、思わず目が覚めてしまった。

「何だ、この匂においは？」

　小角は外に出ると、ビニール傘をさして母屋に向かう。いつもは咲さく耶やが朝食を作ってくれるのだが、何かがおかしい。咲耶が起き出してくるには時間が早すぎるし、何より窓から出ている煙が蛍光グリーンをしている。

「石いわ那な、おまえまた一人で料理してるだろ！」

　迷いなく小角は言って勝手口を勢いよく開いた。エプロン姿の石那が硬い笑顔を向けた。

「えーと、その。お姉ちゃんが起きてきたら、台所使えないじゃない。その前に、今日はあたしがお弁当を作ろうと思って……」

　石那は鍋なべの中で、何やらグツグツ炊きこんでいる。小角はぞっとしてどなった。

「っていうか、なんで弁当の材料から蛍光グリーンの煙が出るんだよ！」

「だ、だから小角の好物の山菜料理。早起きして境けい内だいを探してたら、雨の後だからか綺き麗れいなキノコがいっぱい生えて光ってたから、栄養ありそうって思って……」

「それはツキヨタケだっ！　おまえって冗談抜きで料理レベル『毒』だな」

「で、でも今回、味付けは自信あるのよ。かつおぶしの一番だしを使ったし……」

「たとえバルサミコで味つけしても、毒キノコは毒キノコだって。因いな幡ばなんか体が小さいから毒が回って死にかけてるじゃねえか」

　石那がエプロンのポケットの中に入っていた因幡のようすを見ると、腹を上にして動かなくなっていた。

「きゃーっ！　因幡、大丈夫っ？」

「やっぱり毒だ。これ以上犠牲者が増えないよう、誰だれかが間違って食う前に処分するぜ」

　小角は蛍光グリーンの光を放つ鍋の中身を、ごっそりゴミ箱に捨てた。石那は因幡の体をさすりながら、もったいなさそうにゴミ箱をのぞきこんだ。

「味つけは良かったのに……」

　そこに、祝はふりが入ってきた。竹のかごを小脇わきに抱え、その中にはよもぎが入っていた。

「おはよう、小角おづぬちゃん、石いわ那なさん」

　祝は昨晩とはうってかわって、明るい元気な笑顔を見せていた。小角はホッとした。

「おはよう、祝ちゃん。ゆうべは調子悪そうだったけど、元気そうで良かった」

「ゆうべ……？」

　石那の耳がピクッと動く。小角はそのピリピリした空気に気づかず、祝にたずねた。

「その草は何なんだ？　まだ寝てるんだと思ってたのに」

「石那さんが早起きされてたから、わたしも寝てちゃいけないと思って、朝ごはんのお手伝いをしようとよもぎをつんできたのよ。おひたしにすると爽さわやかでおいしいでしょ」

「よもぎのおひたしか！　覚えてるぜ、よくばあちゃんが作ってくれたよな」

　小角はニコニコしている。石那は横目で、じーっと小角を見つめていた。

（……ゆうべって、何のこと……？）

　本当は声に出してたずねたいのだが、勇気が出ない。石那は何度も口を開いては閉じた。

「何だ。金魚のモノマネか？」

　口をパクパクしている石那に、小角が不審そうな目を向けた。彼のあまりの鈍感さに、石那は疲れ果ててガクッと肩を落とした。

　そこに、巫み女この衣装に着替えた咲さく耶やも慌あわててやってきた。

「祝さん、朝ごはんならわたしが作ります。ゆうべも作っていただいたんですから、お客さまはどうぞごゆっくり……」

「いいえ、お世話になっているんですからこれぐらいお役に立たないと！　良かったら朝食の準備は全すべてわたしにお任せください、咲耶さんはお一人で神社のお仕事を切り盛りされてお忙しいのですから」

　祝は白しら拍びょ子うしの着物のそでにたすきをかけて、てきぱきとよもぎを洗いはじめた。咲耶は遠慮してとまどっていたが、夏な越ごしの祓はらえの準備で何かと忙しいのもまた事実だった。

「そ、それでは厚かましいですが、お願いします。祝さんのお料理はとてもおいしいうえ、自然の山菜を使っているので気も清浄になって、本当にお料理のお勉強になりますわ」

「じゃあまずお弁当を作ります。それから朝ごはんを作らせていただきます」

「だけど悪いわ。祝ちゃんはお客さんだし、あたしも手伝うわよ」

　このままではどんどん差がつきそうなので、石那は焦あせってうったえた。その横から、小角がからかうように口をはさんだ。

「祝ちゃん、気をつけろよ。石那に手伝われたら、蛍光グリーンのおひたしができるぜ」

「何ですって！」石那は小角をにらんだ。

「あ、あの、喧けん嘩かはやめてください！」

　祝はふりは慌あわてて石いわ那なと小角おづぬのあいだに割って入った。小角に掴つかみかかろうとしていた石那は不服そうに頬ほおをふくらませ、小角もベロベロッと舌を出す。それを見て、

「お二人、ほんとに仲がいいんですね」と、祝は呆あきれて半笑いになった。

「仲がいいっ？　こいつとっ？　冗談っ！」

　小角と石那が異い口く同どう音おんに叫さけんだ。あまりにも綺き麗れいにハモったので、祝はたまらなくなってクスクス笑い出し、小角と石那は恥ずかしくなって黙りこんだ。



　その日の朝食は、塩ジャケと、よもぎのおひたしと、だしまき卵と、焼きノリと、白いごはんだった。祝の料理の腕に伽きや羅らはすなおに舌つづみを打っていたが、石那はますます差のひらきを感じてため息をつきっぱなしだった。

　朝食のあと、小角と石那は学校に向かうため、神社の前のバス停でバスを待った。

　祝はかいがいしく、バス停まで見送りに来ていた。小角の学生カバンを両手で抱えるように持って、ビニール傘がさもカバンが濡ぬれないようにさしている。そんな姿が可愛かわいくてつつましくて、石那はちらちら横目でうかがってしまう。

（あたしは一度も小角にあんなことしたことないし、思いついたことすらないわよね。可愛い女の子っていうのは、そのへんの心がまえの違いもあるのかなあ……）

　ちょっと参考にしようと思って、石那はじっと祝を観察しつづけていた。

「祝ちゃん、返してくれよ。カバンぐらい、自分で持つって」

　小角は傘しか持っていないのが手もち無ぶ沙さ汰たで、困惑しながら祝にうったえた。

「いいのよ、持たせてちょうだい。小角ちゃんはこれから学校でお勉強しなくちゃいけないんだもの、朝から疲れちゃだめでしょ」

「傘とカバンを持つぐらいで疲れやしねえって。年下のくせにおせっかいなところは昔のままだな、俺おれはもう祝ちゃんにあれこれ世話を焼かれるような年じゃねえんだって」

　小角は照れくさくて、真っ赤になっている。そんな二人のやり取りが、お互いをよく知っている恋人どうしの痴話げんかっぽく見えて、石那は一人で焦あせりを感じていた。

　そのとき、鳥居の上で仰あお向むけに寝ていた伽羅が、大きなあくびをした。

「のらみこ、世話焼きついでに小角の式神になればいいにゃ。伽羅は超眠いから、学校行くの嫌にゃ」

「猫のくせに登校拒否かよ」

「だってもともと猫は夜行性の動物にゃ。昼間は弱いにゃよ」

「おまえは単にサボり根性だろ。有ゆう閑かんマダムじゃあるまいし、昼の連ドラなんかビデオで見てりゃいいだろうが」

「うぐ。バレてたにゃ？」伽羅はギクッとする。それから、今度は泣き落としに入った。

「だって～！　今日が最終回にゃ、拓たく郎ろうが妻と母親のどっちを選ぶか気になるにゃ～！」

「しかも嫁姑よめしゆうとめ系かよ！　せめてメロドラマにしとけ！」

　小角おづぬはどなった。石いわ那なも、伽きや羅らに教えさとすように言った。

「式神は毎日連れて行かなきゃいけないのよ、学校に行かなきゃ小角が困るでしょ？」

「お断りにゃ。式神忘れました～って言えば、先生が貸してくれるにゃよ」

「おまえなあ、式神は体操服じゃないんだぜ？」小角は呆あきれて額を押さえる。

「とにかく伽羅は学校行きたくないにゃ。雨が気持ちいいにゃあ～」

「下りてらっしゃいったら！　雨に打たれてちゃ風か邪ぜひくわよ」

　石那が心配して声をかけても、伽羅は無視している。小角たちが困っているようすなので、見かねた祝はふりが口を開いた。

「あの、伽羅さん。学校に行かれたらいかがですか？　わたし、伽羅さんのぶんまでお弁当作っておいたんですけれど……」

「お弁当っ？」伽羅の目がきらんっと光り、鳥居の上でガバッと身を起こした。

「は、祝ちゃん、伽羅のぶんまで作ってくれたのかよ？」小角が驚いて目を丸くする。

「二つ作るも三つ作るも一緒ですもの」

「超料理うまいのらみこの、超うまいお弁当にゃ？　伽羅も食べてオッケーにゃっ？」

　伽羅は目を輝かせ、ドキドキしながらたずねた。

「はい。でもお弁当ですから、もちろん学校に行かれないと食べていただくわけには行きませんが……」

「むう。のらみこ、意外に駆け引き上じよ手うずにゃ」伽羅は迷って、鳥居の上でうなっている。

「いつもは、式神は学校から霊力増強した給食もらえるにゃ。あれって霊力はたっぷりだけど、全然おいしくないんだにゃあ……」

「お弁当には、冷たいデザートも添えてますよ」と、祝はにっこり笑った。

「冷たいデザートって？」

「池にジュンサイが生えていたので、きれいに洗って甘いイタドリのソースとあえたんです。酸味がきいて、のどごしがツルツルしていて、とても爽さわやかなんですよ」

「すっごくおいしそうにゃ！　小角って、ほんとにいいおさななじみ持ってるにゃ！」

　伽羅は幸福の絶頂と言わんばかりの満面の笑みをうかべて、ひらりと飛び降りた。

「のらみこ、伽羅学校に行くにゃ！　そしてのらみこのお弁当食べるにゃ！」

「……おまえの価値観の全すべては食欲かよ」小角は呆れて、ふーっと深いため息をついた。

　祝は楽しそうに、そんな小角たちを見つめていた。だが石那は、伽羅まで祝の料理のファンになっていることで、味方が減ったような気がしてますます焦あせりを感じるのだった。



　雨は昼近くになってもやむ気配はなかった。天あま野のは出席簿を見て、眉まゆをひそめる。

「諫いさ早はや。式神の出席記録がついていないようだが？」

「……はい」東つ日が流るは低い声でつぶやく。言い訳をする気もなさそうだ。

「なんだ。おまえんちも昼ドラの最終回を見てるのかよ」

　小角おづぬがたずねると、東日流は軽けい蔑べつするような流し目をくれて、ふっとため息をついた。

「……相変わらず、ばかなことを言う奴やつだ」

「冗談だろっ、ジョークをそういう受け方すんなっての！」小角は東日流に噛かみついた。

「まあ伽きや羅らと違って、亜あ彌びの場合は心配なかろう。諫早、明日は出席させるように」

　と、天あま野のは出席簿を教卓の上に置いて東日流に言った。東日流は無表情で答えた。

「……はい。すみません」

「よろしい。では、今日は魔法建築の着工日に関して学んでもらう」

　と、天野は黒板に向かい、チョークで大きく「三さん隣りん亡ぼう」「土ど用よう」と書いた。

「三隣亡はよく言われるように、この日に工事を行うと自分の家と両隣の三軒を滅ぼす忌いみ日びだ。だいたい月に一度前後、一日だけある。それに対して土用は季節の終わりごとに十八日間存在する。なぜ、この土用にも工事をしてはいけないのか……」

　石いわ那なが熱心にノートを取っていると、近くの席から志し摩まがささやきかけてきた。

「石那ちゃん。きのうの方は、結局石那ちゃんのところにいらっしゃるんですか？」

「うん。少なくとも三十日の、夏な越ごしの祓はらえまではいるみたい」と、石那は小声で答える。

「じゃあ一週間ぐらいじゃないですか？　長いですね、心配じゃありませんか？」

「し。心配って？」石那はギクッとする。

「だって、おさななじみキャラですし……」

「べ、別に、小角のおさななじみだからって、あたしが焦あせったりする必要ないじゃない」

　口ではそう言いながらも、石那の目は泳いでいて、明らかに焦っていた。

「そうなんですかあ～？」

　志摩は人の心の奥底までのぞきこもうとするように、メガネを正した。

「も、もちろんよ。ちっとも焦ってないって、むしろ料理は上じよ手うずだしとってもいい子で好感度抜群よ。明日一緒に東京タワー行こうって誘ったぐらいだもの」

「なーるほど……友達になってしまえば、女の子にとっては恋より友情のほうが大事だから、友達の片思いの相手は奪いにくい、と……抜かりない布ふ石せきですね、石那ちゃん」

　志摩はニヤリと笑った。石那は焦って首をブルブルッと横に振る。

「それは考えすぎ！　あたしそこまで性格悪くないわ、旅ばっかで友達いないみたいだから、かわいそうだと思って誘ったのよ。疑うなら、志摩ちゃんも一緒に来たらっ？」

　石那は興奮して、つい声が大きくなってしまった。気づいて、天野が鋭く指さした。

「そこっ！　なぜ土用に工事をしてはいけないか、説明してみろ！」

「は、はいっ！」

　石いわ那なが慌あわてて立ち上がる。困っている石那を見て、志し摩まが小さくささやく。

「きっと脂っこいうなぎを食べたあとで運動すると、消化に悪いからですよ」

「……志摩ちゃん。助け舟のつもりなら大きなお世話よ、食べ物から離れて」

　石那は低い声で志摩にささやくと、しどろもどろながら一生懸命に答えはじめた。

「ええと……その。陰いん陽よう五ご行ぎよう説せつでは、春夏秋冬に木火金水を当てはめます。で、それぞれの季節の終わりにある十八日間には土を当てはめたから土ど用ようで……この期間に植物は土の気を吸って育ちます。家の土台を盛ったり、かまどを作ったりという工事をすると、土の気を乱してしまうので……」

「ほう。なかなかわかっているようだな、座っていいぞ。だが、授業中に私語はするな」

「はい、すみませんでした」

　石那は席につく。志摩は驚いて、目をぱちくりしていた。

「すごいですね、石那ちゃん」

「きのうの比ころ禰ねの大活躍を見て、あたしもがんばらなくちゃ志摩ちゃんに置いてかれると思って、ちょっと予習に力入れてきたの。何とか答えられて、良かったあ……」

　石那はホッと胸を撫なでおろした。



　生徒たちがそうやって授業を受けている間、式神たちは校舎の二階にある結界室ケージルームに入っていた。

　そこでは物置きほどの広さの部屋の中に、一クラスぶん、三十個のオリが床に積み上げられていた。霊力の弱い生徒たちが所持している式神は大きくてもせいぜい犬ほどの大きさだから、あまり広い部屋は必要ない。このケージルームが各学年五クラス、四学年ぶんで二十部屋あるのだ。

　他ほかのクラスでは「式神係」が決まっていて、生徒が休み時間に世話しに来るが、二年Ａ組には神格の高い式神が二人もいるため、この二人が式神係を押しつけられているのだった。

「はあ。退屈だにゃ、お外に遊びに行きたいにゃあ～」

　伽きや羅らはうんざりした顔で、椅い子すに座ったままのびをした。いつもは亜あ彌びがかいがいしく世話をしているので、伽羅はけっこうサボって屋上で日光浴などできるのだが。

「亜彌ちゃん、どうして休んでるのかにゃあ」

　ケージルームの隅には、毎日配給される、小麦粉と霊力を練りこんだ式神フードが置いてある。鳥型式神用には粟あわ粒のように小さく、因いな幡ばのような小型式神にはハムスターフード形、狛こま犬いぬのような式神にはドッグフード形、そして神格の高い人間型の式神にはアルマイトのお皿に乗ったコッペパン形・瓶入り牛乳つきである。

「やっぱり欠席してる友達にはあとでパンを届けないといけないかにゃ。でも、亜彌ちゃんち西新宿だから遠いし、お金持ちなんだから、こんな懐かしの給食系のショボいコッペパンなんかきっと要いらないにゃ」

　他ほかにする事がないので、伽きや羅らは亜あ彌びのぶんの給食を早弁することにした。

「にゃるほど。ダチョウの卵はニワトリの卵の三十倍もあるんだにゃ」

　マーガリンの小袋に書いてあるミニ知識を読みながら、伽羅はコッペパンを二つに割って、マーガリンを先割れスプーンで塗りつける。

「さて、中にはさむ具はどれにするかにゃ……」

　伽羅はケージの中に入った式神たちをためつすがめつして、舌なめずりした。式神たちは怯おびえて、激しく暴れ、羽をバタバタさせた。

「ううん、みんなピチピチしてイキがいいにゃ。亜彌ちゃんも見てないし、やっぱり前々から狙ねらってた因いな幡ばを……」

「キュウウーッ！」

　因幡は殺気を感じてケージの中でバタバタと逃げ回った。伽羅はケージの中に腕をつっこみ、因幡を捕らえようとして追いまくる。

　そこにちょうど、校医の薬やく師し瑠る璃り子こが通りかかった。赤いマニキュアを塗った爪つめ先でメガネをそっと押し上げ、ケージルームをのぞきこむ。

「一人で何を騒いでるんですか、伽羅ちゃん？　悪い子には、思いっきり痛ぁいお注射しちゃいますよ？」

「ぎく。わ、悪いことなんてしてないにゃ、伽羅いい子ちゃんにゃ」

　伽羅は慌あわてて因幡のケージから手を引っこ抜いた。瑠璃子は甘ったるい声でたずねる。

「そうですか？　亜彌ちゃんがお休みで一人ぼっちじゃ退屈でしょう、一緒にいてあげましょうか？」

「い、いや。いいにゃ、伽羅は強い子だから一人で平気にゃ」

　伽羅は壁に背中をくっつけて、ぶるぶるぶるっと首を横に振った。薬師はその言葉を無視してケージルームの中に入ってくると、背中の後ろで扉をパタンと閉めた。

「まあまあ、そう遠慮しないで……うふふ」

「遠慮してないにゃー！　亜彌ちゃん、どうして休んだにゃ、一生恨むにゃー！」

「キュウキュウ！」

　今度は狙われる立場になった伽羅を見て、因幡が楽しげにピョンピョン飛び跳はねた。



　亜彌は、ハッと顔を上げた。

「今、伽羅さんに呼ばれたような……」

　気にはなったが、祝はふりを監視しろという東つ日が流るの命令を遂行しなくてはならない。亜彌は葛かつ飾しか浅あさ間ま神じん社じやの木の上で、枝葉にかくれながら神社の中のようすをうかがっていた。

　初夏とは思えない冷たい雨が降りしきる中、神社の本殿の隣に作られた神楽殿かぐらでんに祝はふりと咲さく耶やがいた。

　咲耶は六弦の和わ琴ごんを爪つまびき、祝はゆるやかに神楽を舞う。荘厳な音楽と華麗な舞に、亜あ彌びは知らず知らず目を奪われる。うつむき加減で琴をひく咲耶のかんばせの、月のように輝きを放つ美しさ。琴の弦つるの上をまさに白魚のように自在に泳ぐ、彼女の指のしなやかさ。また、まるで宙に浮くような祝の足取りの軽やかさ、そして白い蝶ちようのようにひるがえる白しら拍びょ子うしの衣のあでやかさ……亜彌は夢見るような心地で枝の上に座っていた。

　ふと、咲耶の手が止まり、神社はしんとした静寂に包まれた。雨の音が急に強くなったのを、亜彌は感じた。

「すばらしい神楽舞いでしたわ、祝さん。夏な越ごしの祓はらえに来るお客様も、きっと喜んでくださるでしょう」

「恐れ入ります。咲耶さんの和琴もすばらしいですね、どなたかにご師事を？」

「ええ、富士山本宮にいる母に……母も巫み女こで、和琴と神楽舞いの名手でしたから」

「そのためですね。この神社の中の草木が生き生きとしているのは」

　祝は神楽殿の端に立って、境けい内だいの景色をながめた。空は墨色に曇っているが、鎮ちん守じゆの森の木々の葉は濃い緑色をしていた。咲耶は琴の前に座ったまま、小首をかしげる。

「そのため……と言いますと？」

「音は空気を震わせます。とくに調和の取れた音は互いに共振し振動を増します。この世は光も音も波も原子も全すべて振動に支配されています。振動は力で、力は命の源なのです」

　そう語る祝の横顔は、わずか十六歳の少女とは思えないほど大人びていた。荘厳な気品に、咲耶ですら緊張感を抱いた。

「植物に音楽を聞かせると、生育が良くなる……と言うのは迷信ではありません。音波によって水の分子が振動し、植物の体内での流動性を増して、代謝を活発にするからです。われわれ巫女も歌や舞いによって、自らの内なる振動と外界の振動を共振させることで、自然の力と呼応することができるのです」

　祝の言葉に、咲耶はああとうなずいて答えた。

「そう言えば、わたしが舞ったり琴をかなでたりした次の日はよく、境内の木に花が咲くことがあります。わたしが生まれたときも、わたしの泣き声で花が咲いたと……それで咲耶と名づけたのだと両親に聞きました」

「それは生まれもって、咲耶さんの声質など体内の振動数が大自然のそれと呼応しているのです。わたしもあなたをひと目見て、強い力をお持ちだと思いました。だから小角おづぬちゃんもこれほど風水の乱れた東京にあって、あなたに守られた聖域の良い気の中で、正しく育っているのでしょう」

「まあ。小角くんはもともと良い子ですわ」

　咲さく耶やは弁護するように言った。祝はふりは表情を暗くして、うつむいた。

「……ええ、そうですね。もともと持っているものはとても良いんです。ただあまりにその力が強すぎて……」

　最後のほうは、祝の言葉はほとんど聞き取れなかった。咲耶は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「どうしました、祝さん？」

「えっ……い、いえ。すみません、お気になさらないでください」

　祝は無理矢理作り笑いをして、咲耶に言った。

「それより、もう一度神楽かぐら舞いの練習をしませんか。わたしも久しぶりに良い伴奏で舞えて、とても気分が良いんです」

「そうですか……？　何もなければ、それでいいのですが……」

　咲耶は祝に、優しく思いやり深い視線を向けた。

「でも、もし何か気になることがあれば、どんなことでもいいから話してくださいね。わたしたち巫み女こは神と人を結びますが、しかし神ではなく人の子です。人の子ですから弱いところがあって当然です、わたしも妹や小角おづぬくんのような家族にどれほど救われていることかわかりません。神ならぬ人ならば、一人で運命を背負わなくてはならないということはありません。人に頼り助けを求めることは、決して悪いことではないのですよ……？」

　咲耶はふだんはおっとりしているが、さすがに巫女だけあってカンが鋭かった。祝はドキッとして、ぎこちない笑顔を作った。

「ええ……でも、ほんとうに何もないんです。ありがとうございます、咲耶さん」

　そう言って、祝は再び踊りだした。咲耶は何も言わず、ふたたび伴奏をはじめた。

　亜あ彌びはそのままずっと見張っていたが、結局その日、祝はひたすら踊っていただけだった。重苦しく曇った雨空には風ひとつ吹かず、空気がよどんで息苦しいほどだった。ただ神社の境けい内だいの緑だけが、別世界のように美しく生い茂っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

三章　疾風妖怪・鳩槃荼くはんだ





　その翌日は土曜日、石いわ那なが祝はふりに東京タワーに行くと約束した日である。

　昨晩も激しく降っていた雨は、その日の朝になってひとまずやんだ。小角おづぬたちは連れ立って神社を出ると、志し摩まと待ち合わせをしている西にし葛か西さい駅に向かった。

「取りあえず雨やんで良かったわね。すごい曇ってるけど」

「っていうか、なんで俺おれまで来なきゃいけねえんだよ」

　伽きや羅らと石那と祝……美少女三人にはさまれて、小角は所在なさげにソワソワしていた。

　石那は夏らしい、つるりとしたワンピース姿で、お弁当と因いな幡ばが入ったバスケットを手に持っている。ちなみに当然のことながら、お弁当を作ったのは祝である。

　伽羅はいつものショートパンツ姿だが、観光客が集まる場所では式神が珍しいため人々が混乱する危険もある。そのため大きな帽子で耳を隠し、しっぽもショートパンツの中にねじこんでいた。祝は石那が服を貸すと言ったのだが、これが一番動きやすいからと言って白しら拍びょ子うし姿のままだったので、駅ではかなり目立った。

　小角はいつもの、Ｔシャツとダボッとしたズボンという格好だった。周囲を行き過ぎる人々から「どうしてあんな小僧が、とびきり可愛かわいい女の子を三人も連れているのに、ムスッとしているのか。不条理だし生意気」と言わんばかりの遠慮ない視線が浴びせられていたため、息苦しそうに顔を歪ゆがめていた。

「だって小角は祝ちゃんのおさななじみでしょ？　あたしと志摩ちゃんだけじゃ、祝ちゃんが話に置いて行かれたときかわいそうじゃない」

　石那はそう言ったが、本心は、小角と祝を引き離そうとしているように思われないかと心配で、小角をさそったのだった。

「女の中に男が一人状態の俺はかわいそうじゃねえのかよ？」と、小角はため息をつく。

「小角が出で不ぶ精しようなせいで、伽羅、電車でお出かけ初めてにゃ。楽しみにゃあ」

　伽羅は嬉うれしそうにクルクル回っていたが、ふと、顔を上げてくんくんと鼻を動かした。

「どうかしたのか？」と、小角が怪け訝げんそうにたずねた。

「匂においがするにゃ」

「匂い？」

「そこにゃ！」と、伽羅は毛を逆立てて、全身から薄紫色の静電気をスパークさせた。

「紫し電でん一いつ閃せんにゃ！」

「うっ！」

　伽羅の電撃が駅に置かれていた観葉植物を直撃した。観葉植物はボンッと金色の煙を吹き上げて雲うん散さんし、その中から狩かり衣ぎぬ姿の亜あ彌びが姿をあらわした。突然の攻撃によほどびっくりしたのか、ぺったりと尻しりもちをついていた。

「い、いきなり攻撃だなんてひどいじゃないですか、伽きや羅らさん！」

「うわあ、狐きつねってほんとに化けられるんにゃね。っていうか、なんでこんなとこで観葉植物に化けてるにゃ？　きのう亜あ彌びちゃんが学校休んだせいで、伽羅、瑠る璃り子こがあきらめるまで一時間も天井の通つう風ふう孔こうの中に逃げてたにゃよ！」

　伽羅は恨みをこめて亜彌の胸ぐらを掴つかむ。亜彌は目を白黒させてうめいた。

「い、意味がわからないんですけど、伽羅さん」

「とにかく伽羅は大変だったんにゃ！　さてはきのうは仮け病びようにゃね、許せないにゃ！」

「す、すみません、これには事情が……」

　伽羅にぶんぶん振り回されて、亜彌は頭がぐらぐらしていた。

「事情なんか関係ないにゃ、死んでわびろにゃ！」

「っていうか、怒りすぎだろ」

　と、小角おづぬが伽羅を亜彌から引きはがした。亜彌はホッとして小角に頭を下げる。

「あ、ありがとうございます、小角さま」

「伽羅の言うことにも一理あるぜ。なんできのう休んだ奴やつが、こんなとこでウロウロしてんだよ。それに、式神は術者に呼ばれたらすぐに駆けつけられるように、そばにいなくちゃいけねえだろ？　東つ日が流るはどこにいるんだ？」

「あ、いえ。その……」亜彌は、まさか見つかると思っていなかったので焦あせってしまう。

　亜彌がしどろもどろになっていると、天の助けか、志し摩まが慌あわてて駆けて来た。

「お、遅れてごめんなさい！　バスがなかなか来なくって……」

「いいわよ。あたしたちも今来たとこ」と、石いわ那なが答えた。

　志摩はチェックのジャンパースカートというおとなしめのいでたちだ。比ころ禰ねは、商品を梱こん包ぽうする取っ手のようなものをつけられて、小さなボストンバッグ状態で手から下げられ、居心地悪そうにうごうごうごめいていた。小角は気味悪そうに眉まゆをひそめる。

「こいつはいったい何のイヤガラセだ？」

「だって観光客の集まるところで式神を連れていると騒ぎのもとですけれど、比禰ちゃんは最近なぜか怒りっぽくって、外が見えないバッグの中に入れると不機嫌になるんです」

「イモ虫って怒るの？」と、石那は首をかしげた。志摩は困った表情でうなずいた。

「もともと比禰ちゃんはぜんぜん怒ったりしないおとなしい子なんですが、最近どうもようすがおかしいんです。まるで野の良ら式神みたいに言うことを聞かない日もあって、愛情はじゅうぶん与えているはずなんですが……」

「怒るって言っても、こんなイモ虫、表情が変わるわけでもどなるわけでもねえだろ？　なんで怒ってるってわかるんだよ」

　怪け訝げんそうにたずねる小角に対し、志摩は簡潔に答えた。

「黄緑色の汁をいっぱい吐くんです」

「ちょっと見たくねえな」小角おづぬは硬い声でつぶやいた。

「そういうわけで、これなら緑色のプチバッグに見えますでしょう？　比ころ禰ねちゃんの表皮の質感って、ビロードっぽいですし」

「見える見える。パリコレの最新ファッションでそんなのあったぜ」

　全く感情がこもっていない棒読みの小角に、石いわ那ながつっこんだ。

「小角。すっごく適当にコメントしてるでしょ」

「この状態にどうやって正気でコメントしろってんだよ！」小角は半ギレ状態でどなった。

「……あの。わたし、電撃をくらうだけくらって放ったらかしなのでしょうか」

　詳しく聞かれるのも困るが、完全に無視されているのも不安で、亜あ彌びがおずおずと口をはさんだ。志し摩まが、ハッと目を向ける。

「あら、亜彌ちゃん！　ということは、今日は諫いさ早はやさんもご一緒なさるんですか？」

　志摩は両手を胸の前で組み、目を輝かせた。小角が眉まゆをひそめて志摩をにらむ。

「存在感ねえくせに、なんでそんなに嬉うれしそうなんだよ。東つ日が流るなんかいたって、無愛想で無口で生意気で気難しくて、疲れるだけじゃねえか」

「でもお二人のカップリングが見られますから」

「カップリングとか言うなっ！」

　小角が激怒して志摩をどなりつけた。亜彌は慌あわてて首を横に振る。

「い、いえ。今日はわたし一人で……その、みなさんとご一緒したいと思って来たんです」

「亜彌ちゃんお一人ですか？　ううむ、これは残念」志摩は難しい顔で腕組みをした。

「東日流と喧けん嘩かでもしたの？」と、石那は心配そうに、亜彌にたずねる。

「そ、そんな深刻な問題ではありません。本当に、ちょっと気がむいただけです」

　亜彌は必死に説明した。志摩はそんな亜彌に、疑わしそうな目を向けた。

「……もしかして、わたしが諫早さん×榎えのきさんなんてこと言ったから、式神としては心配になって探りに来られたんですか？」

「どうでもいいけど、なんでいっつも俺おれが東日流の後ろなんだよ。気が悪いぜ」

　小角は志摩をにらんだ。志摩はニッコリとほほえんで、爽さわやかに答えた。

「正確には諫早さんが榎さんの背後です」

「背後……？」小角は意味がわからず、眉をひそめる。

「何でもありません。どうぞ忘れてください」

　志摩は小角に背を向け「くすっ」と笑った。小角はカンがいいので嫌な予感がしたが、くわしく聞くともっと嫌なことを聞きそうな予感がしたので、あえて追及しなかった。

「まあ、男が増えるぶんには俺は大歓迎だぜ。いっそこのまま亜彌と交代して……」

「そうはいかないでしょ、祝はふりちゃんがいるんだから！」

　帰ろうとした小角おづぬの耳を石いわ那ながぐいっと引っぱった。小角は悲鳴を上げた。

「痛い痛い痛い！　何すんだっ！」

「帰っちゃだめだって！　ほら、周りが知らない人ばっかだから祝はふりちゃん、さっきから全然ひとことも喋しやべれてないじゃない！」

　石那が祝を指さす。呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた祝は、話をふられて慌あわてて言った。

「い。いえその、わたしは皆さんの話を横で聞いているだけで楽しくて……」

「ま、この超高速で回転する縄跳びみてえに他人の横入りを許さないマシンガントークにはなかなか入ってこれねえよな」

　そう言った小角を、石那はジロリとにらんだ。伽きや羅らは亜あ彌びに声をかけた。

「それより、ついて来たいなら伽羅みたいに耳としっぽどうにかしとくにゃ。金髪碧へき眼がんに和服って、かなり目立つにゃよ」

「は、はい」

　亜彌は両手で印いんを結び、北に向かって北ほく斗との七しち星せいの名をとなえる。

「貪どん狼ろう・巨こ門もん・禄ろく存ぞん・文もん曲こく・廉れん貞てい・武ぶ曲こく・破は軍ぐん！」

　たちまち亜彌の体を黄金の煙が包み、耳と九本のしっぽが消えた。狩かり衣ぎぬは、白いブラウスと黒いズボンにといういでたちに変わった。

「かっわいい！　さすが洋装も似合うのね、外国の王子様みたい！」

　石那が感動して目を輝かせる。小角は苦々しい顔をした。

「……よけいに目立ってるだろ」

「す、すみません。近世の服飾に疎うといもので、いちおうポスターを参考にしたのですが」

　と、亜彌は駅に貼はってあった東京宝塚劇場のポスターを指さす。

「っていうか、お手本を間違えてるぜ」小角は呆あきれて、ため息をついた。

「いけませんか。ではもう一度化けなおしますが……」

「だめよ、もったいない！　その格好すごく可愛かわいいわよ、ねえ？」

　石那がほかの女子たちに賛同を求める。全員、こくこくとうなずいた。

「うん、とっても似合ってるにゃ！」

「ええ。『サナトリウム』みたいでいいと思います」

「祝さん。それってもしかして『ギムナジウム』のことですか？」

　志し摩まが硬い声でつっこんだ。祝はハッと赤くなって、頬ほおを押さえた。

「す、すみません！　わたし、横文字に弱くて……」

　そのとき、石那がハッと気づいて、天井から吊つられた時計を見上げた。

「大変、そろそろホームに行かないと電車が来ちゃうわ！」

「あ、そうですね。門もん前ぜん仲なか町ちようで乗り換えでしたっけ？」と、志摩も少し慌てた。

「急ぐにゃ！」

　伽きや羅らが先頭を切って走り出し、一行はドタバタと自動改札機の中に駆けこんだ。



　葛か西さいから東京タワーに行くには、営団地下鉄で門もん前ぜん仲なか町ちよう駅へ、そこから都営地下鉄に乗りついで、全部で半時間ほどで赤あか羽ばね橋ばし駅に到着する。

「やった、まだ雨降ってないわ」

　駅を出た石いわ那なは、どんより曇った空を見上げてホッとした笑顔を浮かべた。祝はふりは天を刺すようにそそり立つ巨大な塔を見上げて、圧倒されていた。

「あ、あれがその東京タワーですか？」

「そうよ。小学校の遠足で来て以来だわ、懐かしい～！」

　石那はさっそくおのぼりさんモードにギアチェンジしていて、盛り上がっていた。祝の観光案内をしているのか、自分が楽しみに来ているのかわからない。

　小角おづぬは東京タワーの足もとまでやって来て、物珍しそうにきょろきょろした。

「エッフェル塔と違って、東京タワーの下って実はビルなんだな。東京に住んでると東京タワーなんか来ることねえから、知らなかったぜ」

「この塔は、何のためのものなの？」

　祝はなぜか、やけに感動して、両手を胸の前で固く握りながら小角にたずねた。

「ただの電波塔さ。てっぺんに東京のいろんなテレビ局の送信アンテナを置いてるんだ」

「ただの……ってことはないわ。家いえ康やすに仕えた僧・天てん海かいは、江戸城を中心にして江戸の風水守護を配置したでしょ」

「だから何だってんだ？」

「この東京タワーは江戸城の真南にあるのよ。つまりただのアンテナじゃない。南からの太陽の気を東京に取りこむための、巨大な鳥居の役目を果たしてるんじゃないかしら」

　祝は目を輝かせて自説を主張した。それを聞いて、小角も何となく納得した。

「なるほど……ほんの五十年前に作られたもんだけど、そう言われれば戦後、東京の復興のために風水を利用したのかも」

「ええ、きっとそうよ。この塔が赤いのも、南に配置されているから、南の色である赤に塗ってより強く気を取り込めるようにしているんだわ。きっと天海亡きあとも、風水の知識を持つ人々によって、風水による東京の守護は続いているのよ」

「さすが祝ちゃんだな。東京タワーが陽ようの気を取りこむゲートだったなんて、今まで気づかなかったぜ」

　小角はすなおに感嘆する。そのとき、志し摩まがにっこり笑ってデジカメを手にした。

「はい、ここで一枚記念写真を撮らせていただきます。皆さん並んでください」

「し、写真っ？　俺おれはいいぜ、遠慮する」小角は嫌そうに顔を歪ゆがめる。

「何言ってるのよ、小角。祝ちゃんに思い出作りさせてあげなきゃ！」

　おのぼりさんモードになっている石いわ那なが、逃げようとする小角おづぬの腕を引っぱった。周りの観光客が、写真を撮っているのに遠慮して遠巻きに歩きながら、ひそひそ囁ささやきあった。

「ねえ。あの子たち、すっごい可愛かわいい。ダンスユニットか何かかな？」

「外人の子も混じってる。顔きれーい」

「サインもらってみる？　実は有名だったりして」

　こっそりカメラつき携帯で盗み撮りされたりして、亜あ彌びは恥ずかしそうにきょろきょろしながら、志し摩まにうったえた。

「あ、あの、志摩さま。どうかお写真、急いでください」

「待ってください、タイマーかけてるとこです」

　志摩は比ころ禰ねを地面に置くと、その背中の上にデジカメをポンと乗せて走ってきた。

「はいっ、準備ＯＫです！　ポーズポーズ！」

「何がポーズポーズだよ」小角は苦々しい顔で志摩をにらんだ。

「小角、こういう写真って変に気取っても逆にカッコ悪いわよ」と、石那が言った。

「そうにゃ。思いっきりおのぼりさんしてポーズにゃ！」

　そう言って伽きや羅らがダブルピースをし、石那と志摩は祝はふりをはさんでポーズを取った。小角はムスッとしてそっぽを向き、亜彌は恥ずかしそうに顔を真っ赤にしてうつむいている。

　パシャッとシャッターが切られて、志摩はすぐにデジカメの液晶画面で写真を見せてくれた。伽羅は驚いて目をまん丸にする。

「わあ！　現像に出さなくてもすぐに写真が見られるなんて、すごいにゃあ」

「お約束どおりのカルチャーショックだな」と、小角はぶっきらぼうにつぶやく。

「小角ちゃんすごくふくれっつらに写ってるわ」祝はくすくす笑った。

「ほんとだ、逆にカッコ悪いって言ったのに」石那もデジカメをのぞきこんで笑った。

「じゃあこれプリントアウトして、月曜日に学校でお配りしますね」

　そう言った志摩に、石那は感嘆してたずねた。

「すごい。志摩ちゃんち、パソコンあるんだ？」

「ええ。しがない自作ですけど」志摩の言葉に、小角は驚いて声をひっくり返した。

「自作？　……って、つまり自分で作ったのかよ？　パソコンだぜっ？」

「たいしたことはありません。秋ア葉キ原バのジャンクショップを回れば、一万円でそこそこ材料が揃そろいますもの」

「……俺おれにはやっぱ、今ひとつおまえの人物像が掴つかみきれねえぜ」

　小角は硬い声でつぶやいた。そのやりとりを聞いて、祝はまた笑っていた。だが、その笑顔はどこか寂しそうでもあった。



　東京タワーの下のビルの中に入ると、制服姿の修学旅行生たちでごった返していた。伽羅が切符を買いに行った。

「あ、ほらほら！　祝はふりちゃん、あれが修学旅行よ！」

　石いわ那なが指をさした。祝はお土産品売り場に行って、彼らがためつすがめつしていたお土産をしげしげと眺め、不思議そうに石那にたずねた。

「あの、石那さん。皆さんが買われているこの置物は、何なのでしょうか？」

　それは、金色の東京タワーが透明なブロックの中に封入されて温度計がついている……という、典型的な観光地のお土産品だった。石那は答えた。

「何って、ただの温度計よ」

「ただの温度計ではありません、さしている温度が全すべてまちまちです。一人で五個ぐらい買われているかたもいらっしゃいますし、よほど値打ちのあるものなのでしょうか？」

「えーと……どう説明していいのかな。お土産品ってそういう物なのよ、実用性なんかなくていいからノリで買うの。この東京タワーつき金の耳かきとか、ペナントとかね」

「はあ。ノリ、ですか……」祝はまだよく飲みこめず、きょとんとしていた。

　お土産売り場にいる二人を見て、亜あ彌びが小角おづぬに話しかけた。

「あの、小角さま。祝さまというのは、意外に純朴で普通っぽいかたなのですね」

「まあな。術者としては俺おれよりすげえけど、ここじゃただのおのぼりさんだしな」

「これなら、東つ日が流るさまが心配なさるほどのことはないのかも……」

　亜彌はホッとした表情で、小角に聞こえないよう、口の中で小さくつぶやいた。

「意外と言えば、石那ちゃんが祝さんと仲よくしているのも意外でした」

　志し摩まが意味ありげな笑みを浮かべて小角を見つめた。小角は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「どこが意外だよ。石那ってもともとおせっかいで、転校生とか一番に友達になるタイプじゃねえか」

「転校生ならいいですが、今回はおさななじみですからねえ」

「おさななじみだから何だってんだよ？」

「いえ、別に……石那ちゃんは活発っぽいわりに、他人に遠慮するっていうか世せ間けん体ていを気にするっていうか、案外押しの弱いところがありますからね。本来ならテニスラケットのガットに切り目を入れたり、トゥシューズに画が鋲びようぐらい突っこむべきところですのに……修羅場を期待していただけに、ちょっと物足りない気分です」

「おまえ、無表情で怖いこと言うなよな」小角がちょっと退ひき気味につっこんだ。

「小角、展望台の切符買ってきたにゃー！」

　伽きや羅らが嬉うれしそうにタタタッと駆けてきた。



　東京タワーの展望台は、百五十メートルと二百五十メートルの二ヶ所にある。

　小角たちは二百五十メートルの展望台に上がった。上空は風が強く、ガラス張りの展望台がぐらぐら揺れていた。

「揺れてますよ、小角おづぬさま！」

「折れるにゃ！　落ちるにゃ！」

　亜あ彌びと伽きや羅らが怯おびえて、小角の両側にぴったりとしがみついた。展望台にいた男子校の修学旅行生たちが「一人で可愛かわいい女の子何人も連れてるあのナンパ野郎は何だ」とざわめきながら、嫉しつ妬とと憎悪の目で小角をにらむ。一般人の目から見れば亜彌は、金髪碧へき眼がん男装の美少女にしか見えないのだ。

「暑苦しいからひっつくなって！　鉄塔なんだから、折れるわけねえだろ」

　小角は二人を引きはがす。祝はふりは窓辺に立って、不安そうな目でじっと空を見ていた。

　雲はどんよりと重々しく立ちこめ、風はさまようように同じところをぐるぐる回っている。そのせいで排気ガスが雲を抱きこんで、フライパンの蓋ふたのように東京上空を分厚く覆っていた。西の彼方かなたに見えるはずの富士も、深いもやに姿を隠されて見えなかった。

「何だ、こりゃ？」

　小角も窓辺にやってきて、ガラスに顔をくっつける。

「東京の空気がまるで動いてないじゃねえか、なんでだ？」

「西風が吹きこんできていないのよ」祝は小角に目を向け、緊張した表情で言った。

「地上からでは、上空がここまでのことになってるなんて気づかなかったわ」

「ここまでのことって……どういう意味だ？　何か気になることがあったってことか？」

「ごめんなさい、小角ちゃんたちに心配をかけたくなかったから言わなかったの。人々が異変に気づいてパニックを起こす前に事態をおさめて、何も知られないままに去るのがわたしたち風の巫み女この使命だから……」

　祝の横顔は凛りんとして厳しかった。異変と聞いて、小角の胸によぎったものがあった。

「……もしかして。最近、野の良ら式神たちが凶暴化してる理由もこれか？」

「そう。日本の空は偏西風が吹いてるから、いつも西風が吹いてるの。なのに東京上空は空気がよどんで外気が吹きこんでこない……つまり、富士山からの気の流れが止まっているのよ。わたしはその原因を探すために、東京に来たの」

　祝の言葉を周りで聞いていた石いわ那なたちが、よく意味がわからなくて首をかしげた。

「西風と野良式神に、どんな関係があるの？」と、石那はたずねた。

　亜彌はすでに東つ日が流るに聞いて、そのことは知っていた。だが、祝たちの話を聞けば何か東日流に役立つ新しい情報が手に入るかと思って、あえて聞き役に徹することにした。

「徳とく川がわ家いえ康やすが風水の呪じゆ力りよくで江戸を守ろうとしたことは知ってるだろ」

　と、小角は石那に説明をはじめた。

「江戸の町を設計した僧・天てん海かいは、天てん下か人びとになった強運を持つ家康の呪力も利用したんだ。それで、最初は静しず岡おかに葬られていた家康の遺体を日につ光こうに移して、日光東とう照しよう宮ぐうを建てた」

「日につ光こうって東京からずいぶん遠いのに、そんな場所で東京の守りになるの？」

　石いわ那なは怪け訝げんそうに首をかしげた。小角おづぬは答えて言った。

「電車なら百五十キロほど離れてるけど、日光は江戸の真北にあるんだよ。家の真北は清浄にたもっておかねえと、家の人間が病気になったり、逆上しやすくなったりするんだ」

「逆上？　あっ、じゃあ式神の凶暴化っていうのも……！」石那はポンと手をたたいた。

「そうだ、北の守りが弱まってる印さ。日光のサルが凶暴化してるのも無関係じゃねえってことだ。サルは山さん王のうって神様の使いだからな」

「サンノウ……って、江戸三大祭りの山王祭のサンノウのこと？」

「ああ。山王祭は日ひ枝え神社の祭り、つまり江戸の裏鬼門を守ってた神社ってことだ。天てん海かいは、江戸の北と裏鬼門をサルに守らせたってわけだ」

　小角の説明に、伽きや羅らは納得いかないようすでたずねた。

「どうしてサルに守らせるにゃ？　龍りゆうとか虎とらとかのほうが、絶対強そうにゃ」

「裏鬼門ってのは申さるの方角だからさ。それに日枝神社は日ひ吉え神社とも言い、天海もこの日吉神道をおさめてたんだ」

「そうか！　つまり天海がおサルの神様を崇あがめてたから、おサルに守らせたんにゃね」

「それに日枝は『ひえだ』って読めるけど、古事記を暗あん誦しようしてた語かたり部べの稗田阿礼ひえだのあれは、天あまの岩いわ戸とを開いた天鈿女命あまのうずめのみことの子孫の猿女君さるめのきみ氏の出身なんだ」

「ふうん。サルが偉いのは、芸をするからだけじゃないのねえ……」

　石那は心から感嘆して言った。志し摩まも深くうなずいた。

「日光のサルが凶暴化したのは自然破壊のせいですよね。人間が自然を破壊したせいで猿の神様に見放され、その守りで風水の防護を固めていた東京がますます魔都になってしまった……ということですか」

「じゃあ人間の自業自得にゃね」伽羅がひとごとのようにあっさり言った。

「それでも東京が持ちこたえてたのは、富士山からの気の流れのおかげだったんだ。ぎりぎりのところで持ちこたえてた、そのあやういバランスまで崩れかけてるってこった。それでもまだ、この東京タワーのおかげで南からの陽ようの気が流れこんでるから、最悪の状況には至らずにすんでるんだな」

　そのとき、窓の外を何かがサッと飛んだ。小角がハッと目を向ける。

「今の何だ？」

「なんか、鳥っぽくなかった？」石那が信じられないように目をこする。

「まさか。ここは地上二百五十メートルだぜ、近くにそれほど高いビルもないし……」

「でも、カラスが東京タワーのてっぺんに巣を作ってるって聞いたことがありますよ」

　志摩が口をはさむ。石那は首を横に振った。

「カラスって大きさじゃなかったわ」

「じゃあトンビにゃ？」

「そんなものじゃねえ。もっともっと大きかったぜ」

　小角おづぬがそう言った瞬間、展望台のガラスが内側からいっせいにパリーンと割れた。

「きゃああ！」凄すさまじい風に煽あおられて、体重の軽い祝はふりが吹き飛ばされた。

「祝ちゃん！」

　小角がとっさに手を伸ばして、祝の手首をとらえた。祝は真っ青になって叫さけんだ。

「わたしが飛ばされるなんて、これは自然の風じゃないわ。小角ちゃん、気をつけて！」

　石いわ那なの手から引きはがされたバスケットは床にぶち当たり、弁当と因いな幡ばが飛び出した。因幡は風に逆らって必死で飛び、床にへばりついている石那にしがみついた。

　修学旅行生たちも互いに抱きあって、吹き飛ばされまいとこらえていた。風は展望台の中から全すべてを吹き飛ばそうとするかのように吹き荒れ、青い軌跡をわずかに残していた。床に伏せていた亜あ彌びが、ハッと顔を上げた。

「鳩槃荼くはんだだ！」

「こんな時に早口言葉なんて超余裕にゃね」伽きや羅らは床に爪つめを立てながら言った。

「違います！　青い馬が見えませんか？」

　亜彌に言われて伽羅は目をこらした。超高速で移動しているためにふつうの人間の目ではとらえられないが、たしかに紺こん青じよう色をした馬がそこにいた。たてがみは炎のように揺らめき、目は血よりも赤くらんらんと光っている。口から白い泡を吹き出して、激しく逆上しているようすだ。

　馬は小角に目を向けると、足を止めてカッと大きく口を開いた。

「こいつ、俺おれを食う気だ」小角は緊張して息をのむ。

「馬はニンジン食べるんじゃないにゃ？」伽羅の疑問に、亜彌が答えた。

「鳩槃荼は人の精気を吸い取る悪鬼です、ひどく腹を減らしているので霊力の強い小角さまを狙ねらっているんです」

「詳しいな、亜彌」と、小角が感心して言った。

「当然です……だってこの鳩槃荼は、東つ日が流るさまの兄上、出雲いずもさまの式神なんです！」

　亜彌は苦しげに叫んだ。小角は驚いて目を丸くする。

「東日流のアニキの？」

「ブルルッ！」

　鳩槃荼は激しく首を振ると、小角めがけて突進してきた。小角は床にしがみつきながら、右手を高く上げる。

「食われてたまるかよ。神カム志シ那ナ津ツ！」

　小角が呪じゆ言げんをとなえたとたん、展望台の中を吹きすさぶ風と逆向きに強い風が吹いた。風は鳩槃荼を展望台の外に吹き飛ばし、同時に風の流れを相そう殺さいしてしまう。

「風が止んだ……？」

　石いわ那ながおそるおそる立ち上がり、修学旅行生たちも何が起こったのかわからないままきょろきょろしていた。小角おづぬは鋭い声で叫さけんだ。

「石那、みんなを下に連れてけ！」

「わ、わかったわ！」

　石那は慌あわてて修学旅行生たちのもとに駆けつけ、志し摩まと二人で手分けして、エレベーターへ誘導した。吹き飛ばされた鳩槃荼くはんだは、空中で体勢を整えると、ブルルッと体を震わせてふたたび突進してきた。小角がもう一度風の呪じゆ言げんを放とうとした、そのとき、

「わたしも手伝うわ！」と、祝はふりが腰にさしている桑の弓を引きぬき、弦つるを指ではじいた。

　ピイイィンという、ハープのような音が鳴る。音は祝の精神を一瞬にして最高のレベルまで集中させる。そして祝は澄みきった声で、風の神歌を唱えた。

「嵐あらし吹く戸と山やまの風に痼しこりなす向こう悪魔を吹き返せけり！」

　彼女の神歌は大きなうねりとなって押し寄せた。鳩槃荼は渦に巻かれる木この葉のようにあえなく巻きこまれ、姿が見えなくなるほどはるか遠くへ吹き飛ばされてしまった。

「すげえ。さすが祝ちゃんは、格が違うぜ」小角は驚いて、目をぱちくりした。

「今のうちです、急いでください！」

　避難誘導をしている石那に、祝が叫んだ。石那が心配そうに小角を振りかえった。

「小角たちも来て、エレベーターまだ乗れるわよ！」

「非戦闘員は先に行ってろ、俺おれは先にあいつを始末していくぜ。奴やつのお目当ては俺みたいだからな」

　小角の言葉に、石那は心配半分、ムッとしてどなった。

「非戦闘員ですって？　失礼ね、あたしだって魔法建築学校の生徒よ！」

「でも鳩槃荼の姿は見えねえだろ？」

　小角の言葉に、石那はグッと言葉に詰まった。志摩が心配そうに石那に声をかける。

「そうです、見えない相手とは戦えないんですから逃げていましょう」

　石那は後ろ髪を引かれながらも、力になれないのは事実だったので、しぶしぶエレベーターに乗りこんだ。

「伽きや羅らは見えるから手伝ったげるにゃ。倒したら、馬ば刺さしにして食べていいにゃ？」

「のんきなことを言わないでください、鳩槃荼はそんな甘い相手じゃありません！」

　亜あ彌びが伽羅をいさめた。石那と志摩は、最後のエレベーターに乗って展望台を離れていった。一緒にエレベーターに乗っていた修学旅行生たちは、誰だれも鳩槃荼の姿が見えなかったため、展望台でいったい何が起こっていたのかさっぱりわからないようすだった。

「まだ展望台に残ってる人がいるけど大丈夫なんでしょうか？」

　修学旅行の引率の教師たちが話しあっている声が、石那たちの耳に聞こえてきた。

「それにしても、どうしていきなりガラスが割れたんだろう？」

　生徒たちも不安そうにざわめいていた。展望台で何が起こっているのかもちろん石いわ那なたちは知っているが、彼らに説明してもよけいに混乱を生じそうだったので、あえて何も言わないでおくことにした。

「志し摩まちゃん、携帯持ってるよね。取りあえず、学校に連絡したほうが良くない？」

　石那はひそひそと志摩に耳打ちする。

「そうですね。かけてみます」

　志摩は、ポケットから携帯電話を取り出した。ストラップは、小さな人形が二つついたものだ。片方はサッカーユニフォーム、もう片方はゴールキーパーの服を着ている。石那は珍しそうにのぞきこんできた。

「わあ、可愛かわいい人形。志摩ちゃんもふつうにミーハーな、Ｗ杯のあと雨後のタケノコみたいに出没したにわかサッカーファンだったのね。それってベッカム？」

「いえ。気にしないでください」

「あ、ゴールキーパーだからベッカムじゃなくて、オリバー・カーンね。でも、カーンって帽子かぶってたっけ？　それにこの人形、けっこう長髪だけど……」

「どうぞ気にしないでください」

「こっちのサッカー選手の人形は、髪が黒くて色が黒いからロナウド？　でも目つき悪いわね。それに、どうしてユニフォームのそでを肩までめくり上げてるの？」

「ですから、気にしないでください」

「でも、こんなストラップ見たことないなあ。どこで買ったの？」

「……ビッグサイトです」

「ビッグサイトって、東京ビッグサイト？　企業の展示会とかやってるところでしょ？　Ｊリーグの展示会でもあったの？　ここに書いてる『Ｃ翼』っていうのがチーム名？」

「ええまあ……いろいろです」

　志摩はあくまで明言をさけながら、無表情に、淡々と携帯電話のボタンを押した。



　展望台では鳩槃荼くはんだが、二度までも風の攻撃をくらってすっかり頭に血がのぼり、展望台の周囲をグルグル走り回っていた。

「ヒヒーン！」恐ろしい鳴き声とともに、鳩槃荼の姿が消えた。

　小角おづぬはハッとしてまばたきする。次の瞬間、小角は強い衝撃を受けて吹っ飛ばされた。

「うわっ！」

「小角ちゃん！」小角に近づこうとした祝はふりも、背後から衝撃を受けて床に叩たたきつけられた。

「うっ！」

「い、いったいどうなってるにゃっ？」伽きや羅らは焦あせっておろおろする。

「動きが速すぎて、術が間に合わないんです」と、洋装の亜あ彌びが厳しい表情で唇を噛かんだ。

「じゃあみんなでいっぺんにやるにゃ！　紫し電でん一いつ閃せんにゃ！」

　伽きや羅らは耳を隠す帽子を脱ぎ捨て、尻尾しつぽも出して、体を動かしやすくしてから、フルフルッと細かく体を振動させて静電気を起こした。薄紫色の電撃が伽羅の全身から放たれ、空中を駆け回っている鳩槃荼くはんだを狙ねらう。だが、動きが速すぎて当たらない。亜彌は念をこめて印いんを結び、拳けん銃じゆうのように両手の指先を合わせて、暗あん紅こう色しよくの狢むじな火びを放った。

「狐コ狗ク狸リ狸リ！」

　しかし狢火は、かろうじて鳩槃荼のたてがみをかすっただけだった。伽羅がどなった。

「何してるにゃ、亜彌ちゃん！　狢火なんかで勝てる相手じゃないにゃよ、狐きつね火びを使ってにゃ！」

「で、でも鳩槃荼は東つ日が流るさまの兄上であらせられる出雲いずもさまの式神ですから……」

「遠慮してる余裕はねえだろ、こっちが殺されちまうぞ！」

　どなった瞬間、小角おづぬは再び鳩槃荼の直撃を受けた。

「ぐあっ！」小角はもんどりうって床に倒れた。

「小角さま、大丈夫ですか！」

　小角を助けようとして亜彌が駆け寄ろうとするが、超高速で飛んできた鳩槃荼に弾はじき飛ばされてしまい、なかなか近づけなかった。小角は憎にく々にくしげに鼻び梁りようにしわを寄せた。

「こいつ、東日流のアニキの式神だって言ったよな。あのド外げ道どう、いくら俺おれが嫌いだからって、お兄ちゃんに言いつけて俺を亡き者にする気かよ！」

「誤解です！　鳩槃荼は恐らく野の良ら式神たちのように、穢けがれた気の影響でおかしくなってしまったんです」

　亜彌は必死に弁護した。小角はチッと舌打ちする。

「くそっ、またそれかよ」

　小角は左腕を高々と上げた。水晶の念ねん珠じゆが澄んだ輝きをたたえていた。

「憑より坐まし込ごめは、式神がその気でないかぎり、こっちとあっちの霊力にかなりの差がないと成功しねえけど……いちかばちかやってみるか。憑坐込め！」

　水晶の念珠から清浄な波動が発し、鳩槃荼を包みこもうとした。だが鳩槃荼は素早く術から逃れて、小角の頭上から襲いかかり、硬いひづめで彼の頭を殴りつけた。

「わっ！」

　小角は脳のう震しん盪とうを起こして倒れた。気を失ってしまえば抵抗されることがないので、霊力が吸い取りやすくなる。鳩槃荼は小角に覆いかぶさって、大きく口を開いた。小角の体の表面から白く光る粉のようなものが浮き上がって、鳩槃荼の口の中に吸いこまれていく。

「やめるにゃ！」

　と、伽羅が鳩槃荼の真横から襲いかかり、横腹に取りついて、鋭い牙きばを突き立てた。

「ブヒヒーン！」

　鳩槃荼くはんだは後ろ足で立ち上がり、伽きや羅らは投げ出されて倒れた。そのすきに祝はふりが小角おづぬを抱き起こす。小角の脳のう震しん盪とうは軽かったようで、ブルブルッと頭を振って目を覚ました。

「いてて……何があったんだ？」

「伽羅さんが助けてくれたのよ」

　祝が言った。小角は伽羅の姿を探す。伽羅は猫ならではの素早さで、鳩槃荼に近づいて鋭い爪つめで引っかいては去るというヒット＆アウェイの戦法を取っている。肉弾戦の伽羅を、背後から亜あ彌びが呪じゆ言げんでフォローしていた。

「狐コ狗ク狸リ狐コ！」

　伽羅から受けたダメージで動きが鈍くなっている鳩槃荼に、亜彌がすかさず淡うす紅べに色いろの狐きつね火びを叩たたきつけた。

「ヒヒーン！」鳩槃荼は淡紅色の炎に全身を包まれて、激しく暴れた。

「効いてるみたいだな、俺おれも仕返しだ！　神カム火ホ火ホ出デ見ミ！」

　小角の手の平から真っ赤な炎がうねり飛び、鳩槃荼を叩きつけた。鳩槃荼は紅ぐ蓮れんの炎に包まれ、苦しげに前足を折る。

「よーし、伽羅もお手伝いにゃ！　落ちるにゃーっ！」

　伽羅はパワー全開で、全身の毛を逆立て最高出力の電撃を放った。ふつうの式神なら一瞬にして真っ黒焦げになるところである。だが鳩槃荼は、ぐっと足を突っ張ってこらえた。そのとき、小角はハッと気づいた。

「やべえ。術が効いてんじゃねえ、あいつ俺たちの術を吸収して自分の霊力にしてやがるんだ！」

　小角は右手の炎を握りつぶし、亜彌も慌あわてて狐火の術を止めた。だが時すでに遅し、鳩槃荼の全身は青白く光り輝き、鬼火のようにゆらめいていた。

「ヒヒーン！」鳩槃荼は高くいなないて、展望台の小角たちに突進してくる。

「向こう悪魔を吹き返せけり！」

　祝が風の神歌を唱えたが、霊力をたくわえた鳩槃荼には効かなかった。大きくうねる風は鳩槃荼に切り裂かれ、千ち々ぢに飛び散る。鳩槃荼はそのまま祝に体当たりをした。

「あーっ！」祝は吹っ飛ばされて展望台から落ちた。

「神カム志シ那ナ津ツ！」

　祝を助けようとして、小角が風の呪言を唱える。だが、鳩槃荼はスウーッと大きく息を吸いこんで、その呪言を飲みこんでしまった。

「何しやがる、この外げ道どうが！」小角は鳩槃荼に向かってどなった。

「伽羅が行くにゃ！」

　伽羅の姿が白く光り輝き、光に溶けるように服が消えた。やがて体の輪郭も光に溶けてじょじょに猫の形となる。そして白く輝く霊れい猫びようは、展望台から飛び降りた。



　祝はふりは二百五十メートルの高さから落下していた。追った伽きや羅らが鋭い声で叫さけんだ。

「のらみこ、間に合わないにゃ！　なんで風の呪じゆ言げんで飛ばないにゃ！」

　伽羅はなかなか距離を縮められない。あまりスピードを出しすぎれば、自分も地面に激突してしまうからだ。

　祝は鳩槃荼くはんだの体当たりのショックで息がつまり、気を失っていた。そのまま、百五十メートル展望台の外を落ちていく。石いわ那なと志し摩まは鳩槃荼との戦いに巻きこまれないよう、そこにいた人々をさらに下へ避難誘導していたが、祝が落ちる姿を見て窓ガラスにへばりついた。

「祝さん！」

「だめだわ、気を失ってる！　誰だれか、助けてあげて！」

　志摩と石那はガラスを叩たたいて叫んだ。地面は祝のもうすぐ目の前までせまっていた。

「だめにゃ、のらみこ死んだら伽羅が小角おづぬに怒られるにゃーっ！」

　白く光る猫は、思わず前足で両目をおおった。



　だが、祝の体が地面に叩きつけられる寸前。

　祝の体が、グイッと強い力で引き戻されるように跳はね返った。まるでバンジージャンプのときに、一度落ちたあとゴムの弾性でふたたび放り上げられるように、彼女の体は宙に舞い上がっていた。せいいっぱい加速していた伽羅は、慌あわてて制動した。

「あれっ、のらみこ飛んだにゃ？」

　白く輝く猫はきょとんとして祝を見上げる。祝はそのまま、ゆっくりと地面に着地した。

「はあ……腰が抜けたあ」石那はホッとして、思わず床に座りこんだ。

「のらみこっ！　大丈夫にゃっ？」

　伽羅が地面に降り立ち、人間の姿にもどって駆け寄ってくる。その声に祝はハッと目を開いて、起き上がった。

　何か、体にまとわりついているような気がして、祝は腕や背中をまさぐった。目には見えないほど細い糸が体に巻きついている。いったいその糸がどこから出ているのか確かめようとすると、糸はワタアメの繊維が溶けるように空気に溶けて消えてしまった。

「……いったい、どうして助かったのかしら？」

　祝は不思議そうに自分自身を眺めた。そこに、伽羅が駆けこんでくる。

「のらみこ、良かったにゃ。冷や冷やしたにゃよ！」

　降り立つやいなや、伽羅は祝の首にキュッと抱きついた。祝はびっくりして、目を白黒する。石那と志摩もエレベーターで地上に駆けつけた。

「祝はふりちゃん、大丈夫？　怪け我がはない？」

「ほんとに心配しましたよ。無事で良かった」

　石いわ那なの肩の上では因いな幡ばも嬉うれしそうに跳はね、志し摩まは比ころ禰ねのバッグを腕から下げていた。祝は伽きや羅らにしがみつかれたまま、心から嬉しそうな石那と志摩に言った。

「え、ええ、ありがとうございます。でも、どうやって助かったのかわからなくて……」

「きっと日ごろの行いが良かったにゃよ、結果オーライにゃ」伽羅は軽く笑いとばす。

「じゃあのらみこ助かったし、伽羅また小角おづぬのお手伝いに行ってくるにゃ」

　と、伽羅は言った。石那は、二百五十メートル展望台ふきんに激しく風が渦巻いているのを心配そうに見上げて言った。

「いちおう学校に天あま野の先生がいたから、こっちに向かってくれてるの。だから伽羅、無理しないでね」

「大丈夫！　馬ば刺さしのためならへっちゃらにゃ」

　伽羅はまるでリスのように、両手両足を使って東京タワーの鉄骨を一気に駆け上がった。しかし、展望台の周囲を渦巻く風に弾はじき飛ばされて、あえなく落下してしまった。

「きゃー！」

「伽羅さん、危ない！」

　祝はとっさに地上につむじ風のクッションを作った。伽羅はその上に落ちてポヨンと跳ね、なんとか無事に着地した。

「あー、びっくりしたにゃ。これじゃ近づけないにゃよ」

「エレベーターで行くしかありませんね」

　祝はすっくと立ち上がる。伽羅もこくりとうなずいた。そんな祝を石那は呼び止める。

「あっ、待って、祝ちゃん！」

「はい、何でしょうか？」祝は不思議そうに振り返った。

　石那の心の中には、さまざまな思いが渦巻いていた。今まで、祝と小角の関係を案じたりうらやんだりしてきた。祝と自分の差を感じて落ちこんだり、何とかその差を縮めようとがんばったりしてきた。でも今はもう、そんなことを言ってはいられない。小角はあきらかに危機に面している。そして石那にはあきらかに、それを助ける力はない。あきらかに……今小角を助けられる力を持っているのは、祝なのだ。

「あたしの分までがんばって。お願い、あたしの分まで小角を助けてあげて！」

　石那は全すべてをささげる気持ちで、祈るように祝に言った。祝は驚いて石那を見つめていたが、彼女の目に悲痛な覚悟と小角を案じる強い気持ちを感じると、優しく微笑ほほえんだ。

「……はい、わかりました。安心してください、石那さん」

　祝ははっきりうなずいてそう答えると、伽羅とともにエレベーターに乗って、二百五十メートル展望台目ざして上がっていった。



　二百五十メートル展望台では、小角おづぬと亜あ彌びがなお鳩槃荼くはんだとの戦いを続けていた。

　鳩槃荼の激しい攻撃のために、展望台を取り巻くガラスは全すべて割れ、鉄の窓枠だけになっていた。割れた破片は、展望台の床や東京タワーの下の地面に飛び散っていた。

　鳩槃荼は狙ねらいをさだめるタカのように、展望台の周囲をぐるぐると飛び回っていた。超高速で回転しているため、すさまじい風が渦となって展望台を包む。少しでも風に巻かれれば、そのまま遠心力で渦に吸いこまれて外に放り出されてしまいかねず、うかつに身動きができない。小角は半なかば絶望的になって、洋装の亜彌にたずねた。

「おい、おまえんちで飼ってるやつだろ。どうにかできねえのかよ」

「鳩槃荼はずっと出雲いずもさまの憑より坐まし珠だまの中に封印されていた妖よう魔まです。わたしだって、外に出たのを見るのは初めてですから、どうやって戦えばいいのかわかりません」

「封印されてただと？　なんでそれがこんなとこで放し飼いになってんだよ」

「いえ。それはその……」亜彌は言葉をにごす。小角はそんな亜彌を鋭くにらんだ。

「おまえ、どうもさっきから何か隠してるな。俺おれたちにくっついてきたのも、何か目的があるんじゃねえのか？」

「そ、そんなことより小角さま！　鳩槃荼が！」

　亜彌が叫さけんだ瞬間、鳩槃荼が小角に突進してきた。小角はとっさに風の呪じゆ言げんをとなえて盾にする。

「神カム志シ那ナ津ツ！」空気の波紋が、小角の前に壁のように立ちふさがった。

　ところがその瞬間、鳩槃荼の姿がスッと消えたのだ。

「なっ？」小角はまばたきした。

　目くらましの幻まぼろしだ……と気づいた瞬間、小角は背にドンと強い衝撃を受けた。

　鳩槃荼の首が、小角の胴体を突き抜けていた。小角の胸から突き出した鳩槃荼の口には、青白く光る炎……小角の体の芯しんにまとわりついていたはずの霊魂がくわえられていた。

「ぐぅ……」鳩槃荼が小角から首を引き抜くと、支えを失った小角は床にくずおれた。

　鳩槃荼は炎をごくりと飲みこんで、あまりのことに呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている亜彌にちらりと目を向けると、ぺろりと舌なめずりして低い声で言った。

「最上の術者の霊魂とは、霊力に満ち満ちて何とも美び味みなものだ」

「く、鳩槃荼！　話せるのですか？」亜彌は驚いて、大きく目を見開いた。

「この術者の霊力を食って神格が上がったのだ。そなた……衣は違うが、諫いさ早はや東つ日が流るに飼われている狐きつねだな。今ならそなたにも負けぬぞ」

「小角さまの霊魂を返しなさい！　式神が人間に刃向かうなど許されぬことです！」

「人間など弱く脆もろいエサにすぎぬ。先ほどの風の巫み女こ、そして術者どもと比べて味や霊力ははるかに落ちるが、外界にはたくさんの人間がうごめいている。百人や二百人食ったところで問題はなかろう、とにかく気の流れが止まってわたしは空腹なのだ」

「だから狂ったのですか。良心を失い、手段を選ばず欲求を満たそうと言うのですか！」

「しのごの言うな。そなたにも負けぬと言ったはず、その霊力もわがものとしてやる！」

　鳩槃荼くはんだは亜あ彌びに突進してきた。術は吸収されてしまうので使えない。亜彌は北に向かって印いんを結んだ。

「貪どん狼ろう・巨こ門もん・禄ろく存ぞん・文もん曲こく・廉れん貞てい・武ぶ曲こく・破は軍ぐん！」

　黄金の煙が亜彌の体を包みこみ、その中から黄金に輝く九きゆう尾びの狐きつねが現れた。狐は鳩槃荼に負けず劣らず巨大だった。

「ケーン！」

　神聖な輝きを放つ妖よう狐こは鳩槃荼に飛びかかり、喉のど笛に噛かみついた。鳩槃荼の体じゅうにたくわえられた霊力が白く輝いてほろほろとほとばしる。鳩槃荼は振り払おうと暴れたが、亜彌は決して離れない。怒り心頭に発した鳩槃荼は、狐きつね霊れい降ごう伏ぶくの呪じゆ歌かを唱えた。

「夏は来きつ根ねに鳴く蝉せみの唐から衣ごろも、おのれが身の上に着よ！」

　この歌には「狐」の言葉を「来つ」と「根」に分け、羽化のときに背中がぱっくり開く蝉にかけて、狐霊をまっぷたつに裂くという呪じゆ詛そが込められている。本来は狐に化かされないよう身を守る呪じゆ文もんだが、今の鳩槃荼の霊力をもってすると、亜彌のような狐きつね神がみにまで害を成す力を持った。

「ああーっ！」

　呪歌のとおり背中を裂かれて、亜彌は倒れた。真っ赤な血が黄金の毛皮を染め、霊力が血とともに流れ出す。亜彌は狐神の姿を保ちきれず、狐の耳と尻尾しつぽを持ち狩かり衣ぎぬを着た人間の姿に戻った。うつ伏せに倒れている彼の背中は、大きく裂けて血に染まっていた。

　鳩槃荼は倒れている亜彌の脇わきにゆっくりとやって来て、冷たい目で見下ろした。

「哀あわれな狐め、動けぬほど痛みが激しかろう」

「鳩槃荼。式神のぶんざいでこんなことをして、東つ日が流るさまがただではおきませんよ」

　亜彌は苦しげに声を絞り出す。鳩槃荼は笑った。

「ただでおかないならどうする？　人間などエサだ。わたしを狭い珠たまの中に閉じこめ自由を奪った諫早出雲いさはやいずもも、全すべてエサだ。そしてきさまもな、狐！」

　鳩槃荼は亜彌の霊力を奪うため、とどめを刺そうと前足を高く振り上げた。恐らく次の瞬間、亜彌の頭は卵のように踏み割られているだろう。

「東日流さま、申しわけありません……！」

　亜彌は覚悟を決めて、固く目を閉じた。



　そのとき。

「向こう悪魔を吹き返せけり！」

　鋭い声とともに凄すさまじい風が巻き起こり、油断していた鳩槃荼くはんだを亜あ彌びから引きはがした。鳩槃荼は展望台から吹き飛ばされ、エレベーターから伽きや羅らと祝はふりが飛び出す。

「小角おづぬちゃん、しっかり！」

　祝は小角を抱き起こした。心臓は動いていたが、小角は目を開かなかった。

「どうして小角は目を開かないにゃ？」伽羅は心配のあまり、半泣きになってたずねた。

「鳩槃荼に霊魂を食われたんです」と、背中に大怪け我がを負った亜彌が声を絞り出した。

「れーこんって何にゃ？」

「精神力のようなものです」伽羅の質問に、祝が緊張した声で説明する。

「人間には魂こん魄ぱくといって、精神をつかさどる魂こんと肉体をつかさどる魄はくがあります。魄を抜かれれば肉体が死に、魂を抜かれれば精神が死にます。肉体と精神は共存しているのだから、どちらかを失えば、もう片方もいずれ滅びる運命……」

「そんな！　馬っ、小角のれーこん返すにゃ！」

　伽羅は怒って空中にいる鳩槃荼に飛びかかる。だが鳩槃荼は前足を高く振りあげていきり立つと、伽羅の顔を殴りつけた。

「きゃっ！」伽羅は展望台に弾はじき返され、亜彌に受け止められた。

「うっ！」亜彌は背中の激痛にうめいた。

「あっ、亜彌ちゃん怪我してたにゃ、ごめんにゃ。あいつ妙に強くなってないにゃ？」

「小角さまの霊力を食べて強くなったんです」

「ってことは、ヤバいってことにゃ？」

　伽羅の顔から血の気が引く。鳩槃荼は低い笑い声を立てた。

「そういうことだ。先ほどは不意打ちをくらって油断しただけだ。わざわざ来てくれて礼を言うぞ、きさまらの霊魂も食ってやる！」

　展望台の周囲を駆けまわる鳩槃荼の姿が、たちまち十二体になった。

「増えたにゃ！」伽羅はびっくりして目を白黒させた。亜彌が鋭く叫さけぶ。

「小角さまがやられたのと同じ目くらましです。惑わされないで、正体は一匹です！」

　十二匹の鳩槃荼は、包囲の輪を一気にせばめて突進してきた。

「向こう悪魔を吹き返せけり！」

　祝が風の盾を張って防御しようとしたが、鳩槃荼の本体は彼女の背後から迫っていた。

「危ないにゃ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、気づいた伽羅が祝を押し倒す。鳩槃荼は伽羅の肩の上をかすめ飛び、大きくＵターンしてふたたび狙ねらってきた。

「やばっ、間に合わないにゃ！」

　祝の上から起き上がろうとして、伽羅は一瞬手間取った。鳩槃荼は高らかに笑い、

「小娘ども、二人まとめて霊魂を食ってやるぞ！」

　と、ハヤブサのように急降下する。伽きや羅らは悔しげに鳩槃荼くはんだをにらんだ。



　だがそのとき、伽羅の視界にパッと光が散った。すぐ目の前で、鳩槃荼が縦にまっぷたつになっていたのだ。

「き。貴様は……」

　鳩槃荼は振り返ろうとしたが、その動きのせいで、左半身と右半身がズルッとずれてしまう。

「うぎゃあ！」

　断末魔の声を上げて、鳩槃荼の左半身と右半身は白い光を吹き出しながら二つに分かれ、展望台の上にドサッと落ちた。切断された体の下から血のように流れ出した白い光が、ゆっくりと小角おづぬのほうへ流れていき、倒れている彼の口の中に流れこんだ。

「大変にゃ！　小角の体の中に何か入ろうとしてるにゃ！」

　慌あわてて止めようとした伽羅を、祝はふりが制止した。

「待ってください、伽羅さん。小角ちゃんの波動を感じます……この光は、鳩槃荼に吸い取られた小角ちゃんの霊力や霊魂なんです」

「ってことは、鳩槃荼がまっぷたつになったから、小角の体の中に戻ってるとこにゃ？」

　伽羅はじっと白い光の流れを見守る。光が全すべて小角の口の中に入り終えた瞬間、小角はぱちりと目を開いた。祝は泣きそうになりながら、小角にしがみついた。

「小角ちゃん！　目が覚めたのね！」

　小角は照れ隠しなのか、気分が悪そうに顔を歪ゆがめた。

「馬の胃袋の中って最悪だな。霊魂状態だったから、まだ体がベタベタにならずにすんだけど……あのまま消化されて馬ば糞ふんになるのかと思ったぜ」

「でも、さすが伽羅にゃ。絶体絶命の一瞬、自分も知らなかった未知の能力が発動して敵をやっつけたにゃ」

　伽羅は得意満面でガッツポーズする。そのとき、バサッと黒い翼の影が視界をよぎった。

「愚か者。鳩槃荼を倒したのはわたしだ」

　ハスキーな声とともに、ひとりの女性が展望台に降り立った。人間ではない。背中に黒い翼を持つ烏からす天てん狗ぐだ。人間の年齢で言えば十九歳ぐらいだが、背が高く、ザッと見たところ九十・六十・九十ぐらいの完かん璧ぺきなボディラインの持ち主である。透き通るように色の白いきめ細こまやかな肌を誇ほこるように、身に纏まとった黒いレザーのボディスーツは最小限の面積を覆うのみだった。それに対して黒レザーのブーツは太ももまで、手袋もひじまでを覆っている。燃えるような真紅の髪をきっちりと一本の三つ編みにまとめ、腰に巻いたベルトに日本刀をさしている姿は凛り々りしかった。

「うわ。伽羅、人間界うつしよに来てはじめて劣等感を感じたにゃ」

「ずいぶん神格の高そうな烏からす天てん狗ぐだな。何者だ？」

　小角おづぬは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。傷ついた亜あ彌びが、弱々しい声で言った。

「迦か楼る羅ら……出雲いずもさまの式神です……」

「また東つ日が流るのアニキの式神だって？　やめてくれよ、もうバトルする体力ねえぜ」

　疲れ果ててうったえる小角に、迦楼羅は冷たく首を横に振って言った。

「わたしは鳩槃荼くはんだとは違う。これしきの気の乱れで心を乱されはせぬ。出雲さまが放った式神どもが狂ったので、処分して回っていたのだ。鳩槃荼が最後になったが……」

　ふと迦楼羅は傷ついた亜彌を見下ろして、軽けい蔑べつしたような表情を浮かべた。

「情けないことだ。仮にも神霊の身でありながら、鳩槃荼ごとき眷けん属ぞくに傷を受けるとは」

　亜彌は心の辛つらさと傷の痛みのために、何も答えられずうずくまっている。小角は亜彌が気の毒になって、迦楼羅をにらんだ。

「怪け我がしてるやつを鞭むち打つのが趣味かよ、クソ阿あ魔ま。その露出度高いチャカついた服装といい、ほんとにどっかで鞭を打つバイトでもしたほうが似合ってるんじゃねえのか？」

「……貴様が榎えのき小角か。思っていたよりはるかに俗物のようだな」

　迦楼羅は侮ぶ蔑べつをこめた目で小角を見下ろす。そのせつな、彼女の背後に真っぷたつに割れた状態の鳩槃荼が立ち上がった。

「貴様ァァァァァァァっ！」

「危ないにゃ！」

　伽きや羅らは悲鳴を上げる。だが迦楼羅は眉ひとつ動かさず、腰の日本刀に手をかけた。

　シュッ、と風を切る音がする。動きが速すぎて刃が見えない。気がつくと迦楼羅は片ひざを地についてしゃがみ、刀を鞘さやにおさめていた。チン、とトライアングルのような澄んだ金属音がした。

　迦楼羅に襲いかかろうとしていた鳩槃荼の動きが、ぴたりと止まった。次の瞬間、鳩槃荼は壊れたパズルのようにボロボロと崩れ、地面に落ちると灰となって風に舞い散った。

「い。今、何があったにゃ？」

「鞍くら馬ま八はち流りゆうってやつか」小角は息をのむ。迦楼羅はフンと鼻で笑った。

「よく知っていたな。そうだ、わが鞍馬八流は、刀を抜いた瞬間に敵を斬きり伏せる居い合あい抜ばつ刀とう術じゆつ……そのためこのような、動きを妨げぬ衣を身に纏まとっているのだ」

「鞍馬八流って、鬼き一いち法ほう眼げんが鞍馬寺の八人の僧そう侶りよに伝えた剣術のことですか？」

　祝はふりがたずねる。伽羅は耳慣れぬ単語に首をかしげた。

「きーちほーげんって何にゃ？」

「平安時代末期に京都にいた陰おん陽みよう師じで、文武両道の達人です」と、祝が説明した。

「鞍馬山の天てん狗ぐから武術を教わった源みなもと義よし経つねは、鬼一法眼から盗んだ兵へい書しよで兵ひよう法ほうを学び、武術兵術ともに秀でた大将になったんです。では迦楼羅さん、あなたは……鞍馬の天狗たちの長おさなのですか？」

「その通りだ、今は出雲いずもさまの式神としてお仕えいたしているがな。それを知っているあなたは？」

「わたしは三み輪わ山やまの巫み女こ、祝はふりです」と、祝は答えた。

「ほう……では、わたしと同じ外げ法ほう使いか」

　迦か楼る羅らは感心したように言った。伽きや羅らが祝の袖そでをつんつんと引っぱって、たずねた。

「げほーって何にゃ？」

「仏教の他ほかの教法のことです。とくに、自然の精せい霊れいを祖先とした術のことを言うのです。わたしの風の呪じゆ術じゆつや、天てん狗ぐや狐きつねなどの妖術が、それに当たります」

　祝は答えた。小角おづぬは倒れている亜あ彌びに心配そうな目を向けて、迦楼羅に言った。

「狐って言えば、亜彌がかなりヤバそうだぜ。迦楼羅とやら、自分で自慢するほど強いなら何とかできねえのかよ」

　言われて迦楼羅は亜彌に目を向けた。亜彌は傷の痛みに声も出せず、肩で息をしていた。

「わたしには関係のないことだ。トラブルを起こした式神どもを全すべて処分したことや、鳩槃荼くはんだが東京タワーを襲撃したむね、すぐに出雲さまに報告せねばならぬのでな」

　迦楼羅は断言して翼を広げ、飛び上がろうとした。小角は慌あわてて、その足首を掴つかむ。

「ちょっと待てっ！　亜彌を見捨てて行くのかよ、この阿あ魔ま！　東つ日が流るのアニキの式神なら亜彌とは親しん戚せきみたいなもんじゃねえのか！」

「ここにいたところで、わたしは治ち癒ゆ術を会え得とくしてはいない。役には立たぬ」

　迦楼羅は足をつかまれたまま、冷たい声で言った。小角はなおもくいついて言った。

「それにしたって、ハイさよならはねえだろ。亜彌が心配じゃねえのかよ！」

「同じ屋敷で寝起きし、東日流さまやこの狐の食事もわたしが作っている。全て仕事上のつきあいだ。わたしの主人は出雲さまなのだから、他の者に何をかまうことがある？」

「それだけつきあいがあれば、じゅうぶん心配して当然だろうがよ！」

「わたしは忙しいのだ、弱い者にかかわっている暇はない。ともかく出雲さまにお伝えせねばならないのだ。東京タワーの破壊で、ますます東京の気の状況が悪化したことを」

　迦楼羅は足首に掴まっていた小角を振りほどくと、高く舞いあがって、はるか西へ飛び去って行った。小角は床に尻しりもちをつき、チッと舌打ちした。

「気の状況だと？　なるほど、なんで東日流のアニキが式神を放し飼いにしてるのか、やっとわかったぜ。東京上空の気の流れが止まってることで、自分の金かね儲もうけに支障があるかもって原因を調べさせてたんだな」

「金儲けのためにゃ？　最低な奴やつにゃ！　だから式神も最低にゃ、亜彌ちゃん見殺しにするなんて信じられないにゃ」

　伽羅はぷんすか怒っていた。小角は亜彌に目を向ける。亜彌の状態はどう見てもかなり悪そうだった。

「まったくだぜ。どうすりゃいいんだ……」

　小角おづぬはイライラして、爪つめを噛かんだ。



　そのとき、エレベーターに乗って石いわ那なたちがやって来た。

「小角、大丈夫っ？　先生が来てくれたわよ！」

　エレベーターが止まり、石那と志し摩まに連れられて天あま野の先生が降りてきた。天野は周囲を素早く見回し、危険がないことを確認してから小角に声をかけた。

「もう終わったのか、榎えのき。いったい何があったのだ？」

「東つ日が流るのアニキが放し飼いにしてた式神が、俺おれたちの霊力を吸おうとして襲ってきたんだ」

「式神を放し飼いに？　それで東京タワーをこうまで破壊したというのか？」

　天野は厳しい顔つきで展望台を見回す。ガラスは全すべて割れてしまい、高空の風がびゅうびゅうと吹き抜けていた。伽きや羅らは大きくうなずいて、力説した。

「そうにゃ、おかげで今日からテレビ見れないにゃ。今夜のハンサム獣医さん特番、ずーっと楽しみにしてたのににゃ！」

「獣医なんか連れてく金ねえぜ。動物は保険がきかねえんだからな」小角が冷たく言った。

「テレビを見られなくなる程度で済めば、まだましだ」と、天野は硬い声で言った。

「テレビを見られないよりひどいことがあるにゃ？」伽羅は首をかしげて天野にたずねた。

「もちろんだ。東京タワーが破壊されたということは、東京に南からの陽ようの気を導いていた鳥居が消えたということだろう。そうでなくとも雨が続き、陰の気が立ちこめているというのに、陽の気がなくなればますます陰の気が強くなってしまうのだ」

　天野の言葉に、小角は驚いて目を大きく見開いた。

「先生も、東京タワーが鳥居の役目を果たしてるって知ってたのかよ」

「当然だ。東京タワーの設計にかかわった風水師の中に、わが校のＯＢである魔法建築士も何人か混じっていたのだからな」

　天野は、当然のように言った。伽羅はそれを聞いて、焦あせって言った。

「陰の気が強くなるってことは、人間は調子悪いし、式神はおかしくなっちゃうってことにゃ。大変にゃ、早く東京タワーを直すにゃ！」

「直すって、簡単に言うなよ」と、小角が伽羅に言った。

「ここまでブッ壊されてちゃ魔法改築の応急手当は通じねえ、国だか放送局だかに修理してもらわねえとな。それより俺たちが治さなくちゃいけねえのは亜あ彌びだぜ」

「亜彌か」と、天野は倒れている亜彌のそばに座った。

　亜彌はそれがわかったのか、うつ伏せて苦しそうにしていたのが、必死に顔を上げた。

「天あま野の先生……どうか東つ日が流るさまにはご内密に……」天野を見つめて、亜あ彌びは懇こん願がんした。

「そうはいくか。これほどの傷では……」

　天野は難しい顔をして、亜彌の背に手を触れる。傷口からどんどん霊力が流れ出しているのがわかった。このままでは、長くはもたない。天野は石いわ那なたちに言った。

「取りあえず、学校へ運ぶぞ」

「学校へ？　どうしてですか？」と、石那は首をかしげた。

　天野はポケットから憑より坐まし珠だまを取り出し、亜彌の上にかざしながら、答えて言った。

「集中治療室に入れるからだ」

「集中治療室？　そんなのあったっけか？」小角おづぬは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「ゲートルームだ。妖よう魔まにとって霊力は酸素のようなもの……かつては人間界うつしよにも、山さん野や草そう木もくに魑ち魅み魍もう魎りようが宿り霊力に満ち、式神や妖魔が暮らすことができた。しかし自然破壊が進み自然の霊力が乏とぼしくなった現在では、式神は慢性的な霊力不足に陥おちいっている。霊力に満ちた場所で治療する必要がある。亜彌、霊力の消耗を防ぐために憑坐珠に入ってもらうぞ」

「は、はい……」

　亜彌は苦しげに答え、黄金の煙となって天野の憑坐珠に吸いこまれていった。天野は小角たちに言った。

「おまえたちも一緒に来い、もしかしたら霊力を『輸血』してもらう必要が出るかも知れん。瑠る璃り子こにも連絡して来てもらおう、彼女の心しん霊れい治ちり療よう術が必要だ」

「ずいぶん深刻そうだな」小角は難しい顔をした。

「では、学校に向かうぞ」

　憑坐珠を手に、天野は歩き出す。祝はふりは、複雑な表情で空を見上げた。

「これで全すべての気が遮断されてしまった。大丈夫かしら……」

　東京タワーが破壊され、陽ようの気が入りこまなくなってしまった影響か、雲が重く垂れこめてきて、再び雨が降り出してきた。空は夕方のように暗くなり、稲妻が不気味にひらめいていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

四章　閉ざされたゲート





　小角おづぬたちは天あま野のが運転する赤いポルシェで学校に到着した。校門の前にはキャデラックが停とまっていて、天野に連絡を受けて飛んできた東つ日が流るが傘かさもささずに立っていた。雨はどんどん強くなり、嵐あらしのように横殴りに吹きつけている。東日流は、すっかり雨に濡ぬれそぼっていた。

「先生。亜あ彌びに何があったというのですか」

　東日流は天野のポルシェに近づいてきてたずねた。口調は必死に冷静さを保とうとしていたが、目は真剣だった。

「迦か楼る羅らとかいう式神が先に帰ったはずだが、何も聞かなかったか？」

「彼女はいつも兄のもとへ直行して報告します。俺おれには何も……」

「兄弟だというのに水くさいものだな」

　天野は呆あきれたようにつぶやく。かわりに、小角が半なかば責めるような目をして答えた。

「おまえの兄ちゃんが放し飼いにしてた式神がイカれたんだよ。鳩槃荼くはんだとかいう馬が東京タワーを襲って、二百五十メートル展望台の窓ガラスを割りまくったんだ」

　小角の言葉を聞いて、東日流は信じられないように眉まゆをひそめた。

「鳩槃荼が？」

「ああいう大きいガラスって高いんだよな。損害賠償、さぞかし出費だぜ」

「それしき、兄の会社からすればわずかなものだ。それより、亜彌が鳩槃荼ごときに傷つけられたというのか？」

　東日流は複雑な表情をしていた。天野は答えて言った。

「そうだ。応急処置として憑より坐まし珠だまに込めてあるが、治療のためにはゲートルームに連れて行く必要がある。諫いさ早はや、おまえにも治療用の霊力を提供してもらうぞ」

　それから、天野は後部座席にいる祝はふりに目を向けて、

「おまえはここで降りろ」と、言った。祝は驚いて、天野にうったえた。

「治療にはたくさんの霊力が必要になりそうなので、わたしもお手伝いしたいのです」

　だが、天野は頑固に首を横に振って、厳しく言った。

「校内には生徒とその式神以外は入れられない決まりだ。ここで待っていてもらおう」

「硬いこと言うなよ、先生。この雨の中、待てって？」小角がそう言っても、

「決まりは決まりだ、榎えのき」と、天野はあくまで首を縦に振らなかった。

「いいのよ、小角ちゃん。わたし、待ってるわ」

　祝は遠慮がちに言って、傘を手に車を降りた。石いわ那なも、すまなそうに眉を下げた。

「ごめんね、観光を楽しんでもらおうと思ったのにこんなことになっちゃって……もし時間がかかるようなら、遠慮せず先に帰ってね」

「ええ。ありがとうございます」祝はふりは微笑ほほえんで、車を降りた。

　天あま野のはポケットに入れたリモコンスイッチを入れて、校門の扉を開いた。東つ日が流るのキャデラックがその後に続く。そして、自動的に校門が閉められた。

　降りしきる雨の中、祝は傘かさをさして一人取り残された。彼女は校舎を見上げて、嘆たん息そくのようにつぶやく。

「亜あ彌びさん、大丈夫かしら。それに風が完全に止まってしまった。嫌な予感がする……」

　その瞬間、祝の左肩に、焼きごてを当てられたかのような痛みが走った。

「ああーっ！」祝は肩を押さえ、その場にうずくまった。

　傘が地面に落ち、濡ぬれた衣がぴったりとまとわりついて、体の線をあらわにする。左肩にできていた握り拳こぶしほどのしこりが、生き物のようにうごめいていた。袖そで口からのぞく腕には、まるで蜘く蛛もの巣のような血管が青く浮き出ていた。

「こ、これはいったい何？」祝は焦あせり、左肩のしこりを押さえようとして強く握った。

　そのとき、しこりから何かトゲのようなものが出て、グンッと体内に深くめりこんできたのを祝は感じた。

「うっ！」祝は悲鳴を上げて、大きくそりかえった。

　体の中を蛇へびがのたうち回っているような感触だった。肉の間にもぐりこんで進み、足や腕や頭にまで、ズキズキと熱い痛みをともなって侵入してくる。

「あああああ！」

　あまりの激痛に、地面に倒れてもんどりうった。

　そのとき、校門前のバス停にバスがキッと停とまった。白衣姿の薬やく師し瑠る璃り子こが降りてきて、ハイヒールで水を跳はね上げながらカツカツと走ってくる。

「ふう。せっかくの土曜日なのに、呼び出しだなんて……」

　強い風に傘を吹き飛ばされないよう両手でしっかり握りながら、薬師は校門の前にやってくる。バスが行ってしまうと、雨の激しい街角には人の姿がなくなってしまう。

　薬師は白衣の胸ポケットに手をつっこみ、校門の横につけられた通用口の前に立った。そのとき薬師は、校門の前に倒れてうめいている祝に気づいて声をかけた。

「どうしたんですか、あなた。どこか調子が悪いのですか？」

「来ないで……」

　うつむいたまま、ボソッと答えた祝の声はよく聞こえなかった。薬師はかがみこむようにして、聞きなおす。

「え？　何ですって？　胸が苦しい？　それではお姉さまが優しくさすってあげましょうか。あなたのように可愛かわいい子なら、いくらでも愛の心しん霊れい治ちり療ようをサービスいたしますわよ」

　その瞬間、祝は目を上げて薬師に飛びかかった。

「きゃあ！」ハイヒールのかかとが折れて、薬やく師しは水みず溜たまりの上に仰あお向むけに倒れこんだ。

　祝はふりはその上に馬乗りになり、彼女の肩を押さえつけた。しかし、その行動の凶暴さとはうらはらに、彼女の表情は悲しみと苦悩に歪ゆがんでいた。

「だから来ないでと言ったのに……わたし、何をするか自分でもわからないんです！」

「何をするかわからない、ですって？　あら、気が合いますこと。わたしもしょっちゅう、自分が何をするか責任の持てないことがあるんですのよ」

　薬師は眉まゆをひそめ、赤いマニキュアを塗った爪つめ先に気を集中した。

「このわたしを押し倒すなんて百万年早いですわ、お嬢さん！」

　薬師の爪先に薄青い光がともった。祝がそれに気づいた瞬間、薬師は鋭く叫さけんだ。

「吠瑠璃ベイルリ！」

　爪先から薄青い光線が、レーザーメスのように細く鋭く放出された。間かん一いつ髪ぱつ、祝は背転して避よける。空振りした光線は学校の塀へいに当たり、ドカンと爆発音を立てた。後には、直径五十センチほどの穴が開いていた。

「これは……大だい医い王おう術じゆつ！」祝は、ゴクリと息をのんだ。

「よくご存知ね。わたしはふだんは気き功こうによる治療を主としていますが、気を指先に集中することで心しん霊れい治ちり療ようをすることもできますのよ。その威力は建設現場で鉄骨を切断するアセチレンバーナー並み、たっぷり味わわせてあげましょう！」

　薬師は立ち上がり、祝に向けて光線を放つ。祝は風を身に纏まとって宙に浮かび、光線を避さけて飛び回った。薬師は気を高めていき、青白かった光線はどんどん濃い青に変わっていった。その強力な熱のために周囲の空気が熱せられて渦を巻き、煙突のように吹き上がる。薬師の長い髪が風に煽あおられて逆立ち、祝は歪んだ気流に煽られてバランスを崩した。

「きゃっ！」

　祝はおよそ五メートルほどの高さから、ドシャッと地面に落ちた。薬師は術をおさめ、汗と雨に濡ぬれて顔にはりついた髪をかき上げながら、かかとの折れたハイヒールでヒョコヒョコ歩いて祝に近づく。

「このフェラガモのハイヒールは、銀座の直営店で十二万円もした限定品なんですよ。報むくいは受けていただきますわ！」

　薬師は右手の指をそろえて手て刀がたなを作り、うつ伏せに倒れた祝の上にかざす。手刀が青白い光に包まれた。心霊治療の構えだ。

　だが薬師の手刀が祝の背中に突き刺さる直前、祝は素早く身をかわした。空振った薬師は前のめりになり、隙すきのできた腹部に祝は硬く握った拳こぶしを突き上げる。

「うぐっ……！」

　拳は薬師のみぞおちに深々とめりこんだ。詰まったうめき声は雷鳴にかき消され、薬師はそのまま地面にドサッと倒れた。祝は苦しげに、薬師を殴った拳を押さえる。

「か、体が勝手に……どうしてわたし、こんなことを……」

　祝はふりは操り人形のようにぎこちない動きで薬やく師しに近づき、彼女の胸ポケットからキーケースを引き出した。ルイ・ヴィトンのキーケースだ。開くと、いくつかの鍵かぎがついていた。片っ端から通用口の鍵穴にさすと、やがてカチッと開いた。

　祝は薬師の足を引っぱって、校門を入ってすぐ横にあるしげみの中に隠した。泥にまみれて雨に打たれている彼女の姿を見て、祝は良心の痛みを感じ、涙を流す。

「……だめだわ、こんなことをしては。どうにかしなくちゃ……」

　そのとき、ふたたび左肩のしこりがぐねぐねと動き、蜘く蛛もの巣のような青い血管が祝の細い首筋にまで張り出した。

「きゃああーっ！」

　祝は激痛に肩を押さえ、足もとがよろよろとふらついた。

「わ……わたし、どうしてしまったの……？」

　ハアハアと息を荒あららげ、祝はすがるように雨雲を見上げた。そして痛みにふらふらしながら、操られるように、校舎のほうに歩いていった。



　草くさ薙なぎ魔法建築専門学校の校舎は公称、地上三階、地下一階の四階建てである。

　地下一階には、学校をメンテナンスするためのボイラー室や給水施設、配電施設や倉庫などがあった。侵入者を監視するために、いたるところに監視カメラが仕掛けられている。

　入り組んだ廊下の奥深くに、黒い鉄の扉があった。扉には、八はつ卦けを描いた八角形の枠の中に二つの勾まが玉たまのような陰いん陽ようの図像を描いた校章が、封印のように大きく描かれていた。そこが、ゲートルームの入り口だった。

　天あま野の、東つ日が流る、小角おづぬ、伽きや羅ら、石いわ那な、志し摩まの六人が、扉の前に立った。

「ゲートルームか。来るの久しぶりだな」

「あたしはそうでもないわよ。因いな幡ばの前に飼ってた式神を伽羅に食べられちゃったときにも来たから」

「石那、さりげに執念深いにゃ」伽羅が低い声でつぶやいた。

「こまめに牽けん制せい球投げとかないと、あんた因幡のことも狙ねらってるでしょ」

「ぎく」石那の鋭い言葉にドキッとして、伽羅の尻尾しつぽがぷくっとふくらんだ。

「私語はやめろ。ゲートルームに入るぞ」と、天野はポケットから銀の鍵を取り出した。

　扉に描かれた陰陽の図像の、勾玉の穴にあたる部分に、小さな鍵穴がある。銀色の鍵を差しこんで回すと、鉄の扉がゆっくりと開き、その奥に階段があらわれた。

　階段といっても、学校のほかの部分のような近代的な鉄筋コンクリートの校舎とは全く違い、地獄の底に続くかのような深い洞どう窟くつの中に、岩を切って階段が作られていた。手すりも何もないので、壁ぎわを歩かないと、そのまま奈な落らくの底に落ちてしまいそうだ。

　暗い洞どう窟くつのはるか下に、七色に光る不思議な輝きが見えた。

　高山や海底や洞窟には、地殻均衡アイソスタシーによる重力場ジオイドの歪ゆがみによって次元の亀き裂れつが生じやすくなり、ゲートが開くことがある。そのため昔から山や湖や洞どう穴けつの中は神域とされるようになり、そこに別次元の異界とこよへの入り口があると神話や伝説の中に伝えられてきた。草くさ薙なぎ魔法建築専門学校は、まさにこの天然のゲートの上に建てられているのである。

　洞窟の底に降り立つと、そこは百坪つぼほどの空間で、地面に鳥居が貼はりつけられていた。鳥居の中には、七色に輝く空間が揺らめいている。伽きや羅らは大きく息を吸いこんだ。

「ううん、異界からの気がいっぱいにゃ。森林浴気分でリフレッシュするにゃ」

「おまえが吸うな。せっかくの気が薄まるだろう」

　天あま野のは伽羅をいさめて、憑より坐まし珠だまから亜あ彌びを出した。憑坐珠から地面に黄金の煙がゆっくりと落ち、うつ伏せに倒れた狩かり衣ぎぬ姿の少年の姿になった。背中に大きく開いた傷は、霊障による毒素のために黒紫色に変色していた。

　鳥居から七色の光が流れてきて、亜彌の体を優しく包みこんだ。しかし、彼の傷は治るどころか、むしろ悪化してきているようだった。

「いかんな……」

　天野はつぶやいて亜彌の横にひざをつき、傷に手を触れて気を注入した。しかし亜彌の傷は敏感になっていて、触れられると彼は苦しげに顔をしかめた。

「これは……」

　東つ日が流るは思わずうめいた。予想していたよりもはるかにひどい亜彌の容態を見て、さすがに動揺しているようだった。

「すみません、東日流さま……」苦しみながらも、亜彌の口からは謝罪の言葉が出た。

　その亜彌の言葉に対して、東日流は一瞬、何か言おうとして口を開いた。だが、ぐっと口をつぐむと立ち上がり、冷たい目で亜彌を見下ろして言った。

「……鳩槃荼くはんだごとき使い魔に手傷を負わされるとは情けないぞ、亜彌」

「申し訳ありません……」亜彌はうつ伏せたまま、辛つらそうに謝った。

　そのやり取りを見ていた小角おづぬはムッとして、東日流をにらみつけた。

「怪け我がしてる奴やつに、そんな言いかたねえだろ。それに、おまえのアニキが式神を放し飼いにしたり、亜彌が俺おれたちにくっついて回ったりしてたのって、東京の気が弱まってる原因を調べさせてたんじゃねえのかよ？」

「……大きなお世話だ」東日流は肯定はしなかったが、否定もしなかった。

「ってことは図星なんだな。つまり亜彌はおまえの言いつけた用事のせいで怪我したんだろ、ならもうちょっと優しい言葉かけてやれよ」

「余計な口をはさむな……弱い者にかける情けなどない」

　東日流の表情は氷のように冷たかった。亜彌は肩を震わせ、辛さに耐えている。そんな二人のようすを見て、小角おづぬは複雑そうに顔をしかめていた。

「東つ日が流る」ふと、小角は東日流に声をかけた。

「……何だ」東日流は冷ややかな視線を小角に向ける。

「ジャンケン、ポン」小角はパッとグーを出す。つられて、東日流はチョキを出した。

「グーだから俺おれの勝ち！」小角はそのまま、グーで東日流の横っ面つらを殴りとばした。

　予想外の攻撃に東日流はあえなく吹っ飛ばされ、地面に倒れこんだ。天あま野のはびっくりして、亜あ彌びの傷に手を置いたまま目をぱちくりしながら、小角に向かってどなった。

「おい、榎えのき。校内で喧けん嘩かをするな！」

「喧嘩じゃねえ。ただのジャンケンゲームだよ」と、小角はしれっとして言った。

「……チョキで勝っていたら、どういう攻撃をするつもりだったんだ」

　東日流はゆらりと立ち上がる。天野がハッとして叫さけんだ。

「諫いさ早はや！　こんなところで五ご鈷こ剣を振り回すな！」

「……当然です」

　低い声でそう言うと、東日流は腰にさした五鈷には手を伸ばさず、そのまま小角に近づいていってパンチを返した。小角はよろけて数歩あとずさり、東日流をにらんだ。

「……本気でやりやがったな。けっこう効いたぜ」

「喧嘩ではありません、先生……ただのジャンケンゲームです」

　東日流は涼しい表情で言ってのけた。天野は呆あきれてため息をついた。

「おまえら二人は成績こそいいが、まったく頭痛の種だな」

「それより探さぐ女めちゃん、亜彌ちゃんは大丈夫にゃ？」

　伽きや羅らが亜彌のそばに座って、心配そうにたずねた。天野によって気を注入されながらも、亜彌の苦しみは全くおさまらなかった。天野は険けわしい表情で、首を横に振った。

「難しいな。考えていた以上に傷が深い」

「東日流じゃないけど、亜彌ちゃんみたいに神格の高い子がこんなにやられちゃうなんて信じられないわ」

　石いわ那なも不安そうに見守っていた。天野は半なかば絶望しかけながら、ため息をついた。

「しばらく前から、東京上空の気の流れが止まって悪い気がよどんでいたせいだ。穢ケガレは力をつけ、清き者は損なわれる」

「先生。わたしと比ころ禰ねちゃんの気を使ってもいいですから、助けてあげてください！」

　志し摩まが、ハンドバッグ形態からふつうの芋いも虫むしに戻した比禰を腕に抱いて、天野に頼んだ。天野は首を横にふ振る。

「わたしも気は注入しているが、大がかりな気き功こう治療は瑠る璃り子こでなくては無理なのだ」

「そう言えばちょっと前、誰だれかが薬やく師し先生のスカートの中を盗撮しようとして、手て刀がたなで盲もう腸ちようの摘出手術をされてたっけな」

　小角おづぬはちょっとスプラッタなシーンを思い出した。天あま野のは当たり前のように言った。

「彼女は下着をつけない主義だからな」

「困った主義にゃ。っていうか、瑠る璃り子こが来るまで、伽きや羅らの気を亜あ彌びちゃんにあげるわけには行かないのにゃ？」

　伽羅は心配そうに、亜彌の顔をのぞきこんだ。天野は首を横に振った。

「第三者の気を多量に注入するには、患者とドナーの気の振動が同期している必要がある。それができるのは瑠璃子だけだ。彼女は気き功こうの呼吸法を使って自分の体内の振動数を自在に操り、コンバーターとしての役目を果たすことができるのだ」

　天野の説明を聞いて、伽羅はしばらく黙りこみ、それからニヤッと半笑いになった。

「……ごめん。ぜんぜんわかんなかったにゃ」

「つまり瑠璃子が来ない限り、おまえたちの気を亜彌に与えることはできないのだ」

「最初からそう言ってくれたらいいにゃ。伽羅がおバカと思われちゃうにゃ」

　伽羅はぷうっと頬ほおをふくらませる。

「今更だろ」と、小角が低い声でつぶやいた。

「薬やく師し先生、早く来てくれないかしら……」

　苦しそうな亜彌を見て、石いわ那なは気が気ではなかった。東つ日が流るは、少し離れた場所で黙って立っていた。



　そのとき、ゲートルームの扉がバタンと開いた。

「薬師先生か？」小角はハッと顔を上げる。

　だがそこにいたのは、祝はふりだった。天野は驚き、厳しくどなる。

「何をしている、立ち入り禁止だと言っただろう！　どうやってそこの鍵かぎを開けた！」

「……ごめんなさい。皆さん、逃げて……」祝の目から涙がこぼれた。

　次の瞬間、小角たちの目の前で、祝は恐ろしい変へん歪わいをとげた。まるで蝉せみが脱皮するように、彼女の背中をビリビリと破って、八本の蜘く蛛もの足が伸び出したのだ。

「きゃあああ！」背中を引き裂かれる痛みに、祝は悲鳴を上げた。

「きゃーっきゃーっきゃーっ！」それを見た石那と志し摩まも、抱き合って絶叫した。

　巨大な蜘蛛は、そのまま一気に洞どう窟くつの底まで落下した。ザッ、と音を立てて着地した蜘蛛を見て小角はうめく。祝は蜘蛛の背中の上に、背中どうしを合わせる形で癒ゆ着ちやくしていた。下半身と腕を蜘蛛の体内に飲みこまれているために、体の自由もきかない。あまりにおぞましい姿に、さすがの東日流もわずかに表情を歪ゆがめた。

「巫み女こめ……やはり化け物だったのか！」

　東日流は思わず五ご鈷こを手に取り、銀色に光る五鈷剣を構えた。

「やめろ、東日流！　彼女は俺おれのおさななじみだ！」と、小角は慌あわてて制止した。

「こんな化け物が、おさななじみだと？」

「化け物じゃねえ！」鋭くどなって、小角おづぬは蜘く蛛もの背の上の祝はふりを不安そうに見上げる。

「祝ちゃん。そのかっこう、いったいどうしちまったんだよ？」

「わからない……でも、もしかしたら多分……きっと」

「きっと？　きっと、何なんだっ？」小角は必死に問い詰めた。

　そのとき、祝を取りこんだ蜘蛛が突然大きく跳はねて、ゲートの中に飛びこんだ。

「あっ、待て！」天あま野のが制止しようとしたが、間に合わなかった。

　蜘蛛はゲートに入ると尻しりからブシューッと白い糸を吹き出した。糸は鳥居を内側から封印するように塞ふさぎはじめる。小角はギョッとして糸の隙すき間まから鳥居の中に飛びこんだ。

「おい待てよ、祝ちゃんを返せ！」

「小角っ、一人で行くなんて無茶にゃ！」と、伽きや羅らも小角の後を追った。

　続いて東つ日が流るも飛びこもうとしたが、彼は一瞬動きを止めると、振りかえって、

「……亜あ彌びをお願いします」と、天野に一言そう言ってから、鳥居の中に飛びこんだ。

「待って、あたしも行くわ！」

　石いわ那なも追おうとしたが、その時にはもう鳥居は完全に白い糸で封印されてしまっていた。石那はその上に立って、ドンドンと飛び跳ねるが、びくともしない。

「これ何なの？　壁みたいにカチカチになってるわ」

「いかん、鳥居から全く気が流れて来なくなった！」と、天野が顔をしかめた。

　異界とこよからの気の流れがなくなったために、亜彌は苦しそうに大きく口を開け、酸素を求めるようにあえいでいた。志し摩まが心配そうに、天野にたずねた。

「気が流れて来なくなったって、なぜですか？」

「あの蜘蛛がゲートを塞いでしまったからだ。くそっ、どうするか……」

「っていうか、ゲートが塞がれちゃったなら小角たちはどうなるんですかっ？」

　石那は真っ青になった。因いな幡ばもパニックを起こして、彼女の肩の上でピョンピョン跳ね回る。そんな石那に気を遣つかって、志摩が励まそうとして言った。

「あ、でも塞がれたと言っても、たかが蜘蛛の糸じゃないですか。諫いさ早はやさんは五ご鈷こ剣を持っているし、榎えのきさんは炎の呪じゆ文もんを使えるし、きっと余裕で大丈夫ですよ」

「それなら良いのだが……」

　天野はそう言って立ち上がると、蜘蛛の糸に塞がれた鳥居に手を置いて呪じゆ言げんを唱えた。

「神天石戸別カムアマノイワトワケ！」

　それは門戸を開く呪文であったが、呪言は糸の壁にはねつけられて反射し、洞どう窟くつの天井に当たった。その衝撃で、洞窟の天井がぐらぐらと崩れてきた。

「きゃああ！」石那と志摩がふたたび抱き合って、悲鳴を上げた。

　天野はチッと舌打ちして、天井に向かいもう一度呪言を放った。

「呼谺ヨブコダマ！」

　落下してきた岩は、その呪じゆ言げんにはねつけられて再び天井に突き刺さり、何とかバランスを保って安定した。石いわ那なと志し摩まは、ふーっと安あん堵どのため息をつく。

「ああ、良かった……」

「いったいどうなったんですか？」

　志摩の質問に、天あま野のは答えた。

「呼谺と同じ、外部の力を鏡のように百パーセント反射することでどのような攻撃に対しても不ふ壊えの防壁となる呪じゆ術じゆつが、この糸に込められているのだ」

　そう説明すると、彼女は悔しげに、鳥居を塞ふさぐ糸壁を殴りつけた。石那は青ざめる。

「百パーセント反射？　そ、それじゃ小角おづぬたちが外に出ようとしても……？」

「そういうことだ。これは霊ち返がえし……土に属する術で、人こ間の界よと異界とこよのあいだに決して互いにあい混じらない障壁を立てるものだ」

　天野の話を聞いて、志摩が首をかしげながらたずねた。

「霊返しというのは、伊弉諾尊いざなぎのみことが黄よ泉みから逃げ戻ったとき、黄泉の追おつ手てが人間界うつしよまで出てこないように立てた大きな岩の名前でしたっけ……？」

「そうだ。こちらから異界に行けない、異界からもこちらに来れない、絶対的な壁だ」

　そう言うと、天野は深いため息をついた。石那は慌あわてて、おろおろと焦あせった。

「じ、じゃあ小角たちはどうなっちゃうんですか？　それに異界から気が流れて来ないとしたら、亜あ彌びちゃんの治療はどうなっちゃうの？」

「善処はする。瑠る璃り子こさえ来てくれれば、望みはあるのだ。彼女はバス通勤をしているから、道路が渋滞でもしているのか……そろそろ来ても良いはずなのに」

　天野はじりじりしながら、取りあえずできるかぎり、亜彌の傷に気を注入していた。

「はあ、はあ……」亜彌の意識は、もうろうとしてきているようだった。

　彼の目がかすんで、何も見えなくなっているのが、そばにいる石那にはわかった。

「亜彌ちゃん、しっかりして！」石那は亜彌を励まそうと、彼の手をしっかり握った。

　そのとき、亜彌はふと、わずかに目を開いた。そして、か細い腕からは意外なほど、石那の手をギュッと強く握ってきた。

「どうしたの、亜彌ちゃん。何かして欲しいの？」

「……いいえ。大丈夫です」肩でハアハア息をしながら、亜彌は石那の手に頬ほおをよせた。

　亜彌の頬はすっかり冷えきって、氷のようだったので、石那はギョッとした。

「ああ。石那さんの手、温かい……温かい血が流れているんですね……」

　まるで寝言のようにぶつぶつと言いながら、亜彌は決して石那の手を離そうとしなかった。心細いのだと思って、石那はそのまま手を握らせてやった。

「大丈夫よ、亜彌ちゃん。ずっとここにいてあげるから、きっと治るからね」

「瑠る璃り子こが来なければ、断言できんがな」天あま野のは厳しく言って、志し摩まに目を向けた。

「秋あき津つ。瑠璃子を探してきてくれ、見つけたらすぐにここに急行するように」

「は、はい、わかりました！」

　志摩は急いで階段を駆け上がっていった。天野は不安そうに、小さくため息をついた。

「いったい何をぐずぐずしているのだ、瑠璃子は……」

「大丈夫です。きっとすぐに来ますよ」石いわ那なは、半なかば祈るような気持ちでそう言った。

　亜あ彌びはどんどん息を荒くしながら、むしゃぶりつくように、石那の白い手にしがみついていた。



　一方、鳥居の中に閉じこめられた小角おづぬたち三人は、周囲をきょろきょろ見回していた。

「妙な場所だな。祝はふりちゃんがこの空間に霊波を合わせたのか？」

　そこは、あたり一面虹にじ色の光が輝き、天地も左右もない世界だった。重力はあるが、地面の感覚がフワフワとしていて頼りない感触である。

　人こ間の界よと黄よ泉みのあいだに、そのどちらでもない空間……黄よ泉もつ比ひ良ら坂さかや三さん途ずの川かわと呼ばれるものが存在する。それが異界とこよである。それは、現実世界と全く同じ姿をしていることもあれば、時空のことわりのまったく異なった世界であることもある。また「六ろく道どう」と言われているように異界とはひとつではなく、曼まん荼だ羅らのような無数の異次元の集合体であり、この空間もその中のひとつだった。

　小角は頭上の空間に浮かんでいる鳥居にしがみついて、糸の封印をドンドンと叩たたいた。ところが、衝撃を百パーセント反射する壁によって自分がはね飛ばされてしまった。

「チッ、こいつはだめだぜ」小角は憎にく々にくしげに舌打ちした。

「んじゃこれでどうにゃ？　紫し電でん一いつ閃せん！」と、伽きや羅らが術を放った。

　薄紫色の電撃が空中を飛び、鳥居の封印に命中した。だが結局は、封印に反射された電撃が四方八方に飛び回ってひじょうに危ない状態になったのみだった。

「きゃーっ、乱反射してるにゃーっ！」

「ばか、術はやめとけ！　全部はね返されちまうぜ、っていうか俺おれに殺意を抱いてるならすなおにそう言え！」

　小角が電撃から逃げ回りながら、引きつった声で叫さけんだ。

「うにゃ～、ごめんにゃ」伽羅は耳をぺたりと下げて、謝った。

「この封印は術者でなくては解けまい。あの巫み女こを探さねば……」と、東つ日が流るが言った。

「だな。いったい何があったのか、祝ちゃんが心配だぜ」

　そう言った小角に横目を向けて、東日流はごく小さくため息をついた。

「……本当におまえはおめでたいやつだな、小角」

「なっ、何がおめでたいってんだよ？」小角はカッとして東日流をどなりつけた。

　しかし東つ日が流るはそれには答えず、五ご鈷こ剣を右手に握ったまま、左手にジッポーのオイルライターをかざした。ライターは、太陽のないところで香こうに火をつけるために、彼がいつも持ち歩いているものだ。太陽があれば、いつも首から下げている水晶の魔除けアミユレツトで光を集めて火をつける。そのほうが、香の効果がはるかに強まるからである。

　ライターの火がゆらゆらと揺れた。東日流は顔を上げて、つぶやいた。

「あちらにいるようだな」

「どうしてライターの火なんかで、のらみこのいるとこがわかるにゃ？」

　首をかしげる伽きや羅らに、東日流は淡々と説明した。

「五行説にもとづけば、火と土は相そう生じようの関係だ。火は土を呼ぶ……あの巫み女こには土つち蜘ぐ蛛もの匂においがした。そして実際、われわれの目の前で土蜘蛛の姿に変へん歪わいした」

　東日流は火をたよりに歩き出した。小角おづぬは慌あわてて、その後を追った。

「待てよ、外げ道どう！　祝はふりちゃんは土蜘蛛じゃねえ、れっきとした人間だぜ！」

「だとしたら体を奪われているのか……いずれにせよ、今の彼女は人間とは言えまい」

「人間じゃなかったら、どうするってんだよ」

　低い声でたずねる小角に、東日流は冷ややかな視線をくれて、無情に言い放った。

「……小角。おまえにもわかっているのではないのか？　それとも、俺おれと最優秀生徒の座を争うほどの男が、そんなこともわからぬほどの愚か者なのか。陽ようの気が止まっている今、土蜘蛛は凶悪な怪物でしかないのだぞ」

「気と土蜘蛛と、何の関係があるにゃ？」と、伽羅は首をかしげてたずねた。

　東日流は面倒くさそうにそっぽを向いて、答えなかった。かわりに小角が、気乗りのしないようすで伽羅に説明した。

「朝の蜘く蛛もは縁起がいいって言うだろ」

「うん。味も格別にゃ！」伽羅はにっこり笑った。

「っていうか、変なもの食うなって」小角は低い声でつっこんだ。

「大地は陰の気を持ってるから、大地から生まれた蜘蛛ってのは陰の気がすごく強いんだ。だから陽の気が強い朝の蜘蛛なら、気のバランスが取れてるからいいって意味なんだ」

「なるほどにゃ！　だから、夜の蜘蛛はヤバいって言うにゃ？」

「そうだ。陰の蜘蛛が陰の気に支配された夜にあらわれると、陰の気が強くなりすぎて妖よう蟲ちゆうになっちまうのさ」

「じゃあ、ここんとこ何週間も雨ばっかでお日様が照ってないってことは、蜘蛛ちゃんたちにはラッキーにゃ？」

「そういうことだ。その上、富士山からの清浄な気や、東京タワーが東京に導いてた陽の気が止まっちまってる……式神たちもおかしくなっちまう。祝ちゃんもたぶん、そんな奴やつらに体を乗っとられちまってるんだ……」

　小角おづぬは辛つらそうにうめいた。しかし東つ日が流るは彼が苦しもうが悲しもうが全く意に介せず、ライターの炎を頼りにスタスタと歩き出す。

「あれこれ考えていても仕方があるまい。行動しないかぎりここから出られないだろう」

　東日流は冷たく言った。小角は不審そうに東日流の背を見つめる。

「祝はふりちゃんを見つけたら、どうする気だよ」

「富士からの気の流れが止まって、兄の会社が害される危険がある。彼女にその原因があるのなら、気の流れを元に戻させる。拒否したところで、術者を倒せば術は解ける……」

「祝ちゃんを殺すってのかよ！」東日流の答えを聞いて、小角は思わずどなった。

「さもなければ、この空間から出ることすらできんぞ」と、東日流は当然のように言う。

「そんなのだめにゃ！　のらみこ殺すなんて良くないにゃ！」伽きや羅らも必死にうったえた。

「東日流！　もしおまえがそんなことをしようとしたら、俺おれは祝ちゃんを守ることになるぜ。どんな理由があったとしても！」

　小角は東日流の肩を掴つかんで、はっきりと言いきった。燃えるような小角の勢いをかわすように、東日流は涼しい流し目をくれて、彼の手をパンッと振り払った。

「……それも良かろう。おまえと俺のどちらが強いか、どちらが正しいのか……ここなら止める者もいない。俺はこの戦い、命をかけても良いぞ……」

「い、命をかけるだと？」

　東日流の極端な言葉に、小角はとまどう。そして、反発してどなった。

「上等だぜ！　そのときは決着つけてやる、遠慮なくぶっ殺してやるからな！　死んでから文句言っても遅いからな、この腐れ外げ道どう！」

　熱くなっている小角を、東日流は冷たく無視して歩きつづけた。



　小角たちは、ひたすら歩いた。周りの風景がまったく変わらず、遠近感もないため、いったいどれほど歩いたのか、というか進んでいるのかどうかすらも、わかりにくかった。

　ただ、鳥居がいつの間にか見えなくなったので、少なくともあるていど進んだのだということはわかった。

「きゃ！」小角の後ろからついてきていた伽羅が、突然短く叫さけんで姿を消した。

「どうした、伽羅っ？」小角はハッと振りかえった。

　足もとの空間に、黒い亀き裂れつができていた。伽羅はそこに落ちこんでいたのだ。空間の端っこを両手でつかんでぶら下がっていた伽羅の手首を引っぱって、小角が助け上げた。

「大丈夫か、伽羅。気をつけろよな」と、小角は軽く叱しかって注意した。

「うにゃ～。こんなとこに次元の裂け目ができてるなんて気づかなかったにゃ」

　伽羅は、泣きそうな顔になって言った。次元の裂け目とは異なった次元どうしを結ぶゲートであり、風水などの関係で次元の歪ゆがみが生じている部分に開く。昔話の中で、「おむすびころりん」の老人が転げ落ちた根ネ棲ズミの穴なども、それである。

　小角おづぬは裂け目をのぞきこんだ。どこまでも暗い空間が続いているだけで、何も見えない。

「こいつは、人間界うつしよじゃなくて他ほかの異界とこよに繋つながってるみたいだな。そう言えば俺おれたちも式神をつかまえに行くときには、次元の裂け目に落ちないように気をつけろって先生に言われたっけ」

「別の次元にゃ？　伽きや羅ら、行ったことないにゃ。人間界よりおいしいものあるのかにゃ」

「あるかもな。落ちた先が火炎地獄だったりしたら、五秒で猫のバーベキューのできあがりだ」

「うにゃ～！　バーベキューは、なるものじゃなくて食べるものにゃよ！」

　伽羅はぶるぶるっと震えあがって言った。

　そのときふと、小角たちの目の前をアシダカグモほどの大きさの蜘く蛛もがカサカサと走っていった。伽羅は目をぱちくりした。

「あれっ、ちっちゃい土つち蜘ぐ蛛もにゃ。なんでこんなとこにいるにゃ？」

　伽羅が後を追うと、小さな土蜘蛛は、何かにひかれるように歩いていく。その行く先を見ると、無数の小蜘蛛がまるで黒い川のように虹にじ色の空間を行進していた。

　そして、土蜘蛛の行進の果てに薄暗く、建物が見えた。土壁で囲まれた平屋建ての日本家屋である。地方の豪農の家のように大きく、全すべての雨戸は閉められて、家の中のようすは見えないようになっていた。東つ日が流るのライターの火が、道を示すようにひらひらとたなびいていた。

「どうやら、あそこらしいな」と、東日流はライターの火を消した。

「あそこに祝はふりちゃんがいるって？　っていうか、誰だれがあんなものをここに建てたんだよ」

　虹色の空間の中ではあまりに不自然な建物に、小角は眉まゆをひそめた。

「逆だ……あれを作るために、邪魔者のいない、この何もない空間を選んだのだろう」

　と、東日流が言った。恐れ知らずの伽羅は、てててっと屋敷に近づいていって、

「見て見て小角、蜘蛛が左さ官かん屋やさんしてるにゃ！」と、小角たちを手招きした。

　そこでは、どこからともなく集まってきた土蜘蛛たちが、その尻しりから出る糸で屋敷の壁を分厚く塗っていた。小角は驚いて、屋敷を見上げた。

「すげえ。この屋敷、ハチの巣やアリ塚みたいに、土蜘蛛が作ったのかよ」

「入ってみるにゃ？」伽羅が入り口を探して歩き出そうとした。小角はその手を掴つかみ、

「待て、伽羅！　この屋敷、かなりヤバいぜ！」と、険けわしい声で引き止めた。

「何がヤバいにゃ？　テレビではやりの、水もれヒビ割れ極悪欠陥住宅ってやつにゃ？」

　危機意識に乏とぼしい伽羅は、きょとんとしていた。

「っていうか、おまえ学校に行ってるくせに何でお昼の奥様ワイドショー見てるんだよ」

　小角は怪け訝げんそうにそう言いながら、ポケットから方位磁石を取り出して伽羅に見せた。普通の方位磁石とは違い、十じつ干かんと十じゆう二に支しを組み合わせた二十四方位を書きこんだ風水用の磁石だった。

「この屋敷、家相が最悪なんだよ。わざとかってぐらい」

「……と言うより、わざとなのだろう」東つ日が流るは五ご鈷こ剣を握る手に、ぐっと力を入れた。

「この屋敷の中には、穢けがれた気が渦巻いている。それを増幅するため、風水の力を逆利用しているのだ……だが、だからと言ってこのまま放っておくわけにはいかん。兄この上かみに害を成すものを放っておくことはできん」

　東日流は屋敷の戸口に手をかけた。それは小コ押オシ戸ドと呼ばれる、家の入り口の大オオ戸ドの一部にはめこまれた、障子ばりの通用口だ。

「鬼門の中でも最悪の、丑うしの方角に玄関かよ。いきなり不吉だな、穢ケガレがどんどん入ってくるってもんだ」

「しかも敷地が平へい坦たんではなく、わざと巽たつみ（南東）を高く乾いぬい（北西）を低くしてある。病魔を呼びこむ凶相だ、つけいられぬようにしろ」

「それはこっちのセリフだぜ。言っとくが、祝はふりちゃんには指一本触れさせねえからな！」

　小角おづぬは東日流を押しのけて小押戸を開き、腰をかがめて家の中に入った。伽きや羅らが続き、最後に東日流が入ってきた。



　屋敷の中もまた、古い日本家屋そのものだった。広い土間があって、土間の奥の台所には入り口のほう、やや左に向けてかまどが置かれている。土間の左側には上がり口があって、その奥の座敷と障子で仕切られていた。

　かまどの右側には勝手口の扉と流しが見えた。古い日本家屋の冷んやりとした不気味さに、伽羅は思わず背中の毛が逆立って、小角の腕にしがみついた。

「うう、不気味にゃ。お化け屋敷みたいにゃ、どうして全部戸が閉まってるにゃ～！」

「ったく、裏鬼門に勝手口なんて、家の中をしっかり霊道が通ってやがるじゃねえか。しかも坤こん（南西）に流しや便所を置いたりしたら内臓の病気にかかるんだぜ」

「なんでにゃ？」

「坤は大地をあらわす陰の卦けだ。土と水は相そう剋こくだろ。そうでなくても台所ってのは水と火が相剋を起こしてるのに、そこにさらに土の気が加わったら大騒ぎってもんだぜ」

　小角は説明しながら、上がり口に足をかけて障子を開けようとした。

　そのとき突然、かまどから凄すさまじい炎が吹き出した。炎は土間いっぱいに広がり、小角たちの逃げ場を奪おうとする。

「きゃーっ、いったい何にゃーっ！」伽羅は炎を避よけようとして、慌あわてて床に伏せた。

「神カム志シ那ナ津ツ！」小角はすかさず、風の呪じゆ言げんを放った。

　風は炎を巻き込んで細く束ねると、入り口の大戸をふっ飛ばして外へと導いた。その結果、屋敷の玄関はロケットのように炎を吹き出す形となった。

「今のうちだ、こっちへ！」

　と、小角おづぬは障子を開いて座敷に上がった。伽きや羅らと東つ日が流るも急いで続いた。

　障子を閉じた瞬間、風の呪じゆ文もんの効力が炎の強さに負けて、ふたたび土間を炎が埋めた。伽羅はハアハア息を荒あららげながら、畳の上に横座りになって、自分のしっぽを手に取った。

「おっそろしい台所にゃ。内臓の病気どころか、しっぽの先が焦げちゃったにゃよ」

「かまどの位置を見落としていたのだ……」東日流も、わずかに息が上がっていた。

「かまどの位置って？」小角は眉まゆをひそめて東日流にたずねる。東日流は答えて言った。

「考えてみろ。かまどが入り口の方を向いていたということは、外から見える位置にあるというだけでも凶相なのに、さらに大凶の艮うしとら（北東）向きに置かれていたということだろう」

「おっと。言われてみれば、敵さんもずいぶん芸が細かいぜ」と、小角は感心して言った。

　その時、伽羅がハッと小角の背後を指さした。

「小角っ！　う、う、後ろにゃっ！」

「え？」と、小角は振り返った。

　座敷は二十畳ほどの広さで、奥に床の間があり、上がって右側（南西）の部屋とふすまで仕切られていた。また左側の壁には、なげしの上に神棚が置かれていた。座敷に上がってすぐ、艮うしとら（北東）の方角である。

　小角は隣の部屋につづくふすまに目を向けていたため、神棚を背に立っていた。その神棚から無数の白い手が伸びて、小角を襲ったのである。

「わっ、何だこりゃ！」逃げ遅れた小角は、全身を白い手に絡め取られてしまった。

　そのままなげしの高さまで持ち上げられて、小角は神棚に置かれた、小さな白木作りの社やしろの中に引きずりこまれた。社の狭い扉から小角の足だけが出てバタバタともがいている。

　だが小角が完全に引きこまれてしまう寸前、東日流が間に合った。

「南な無む遍へん照じょう金こん剛ごう！」

　東日流はひらりと飛び上がると、五ご鈷こ剣を振り、小角を捕らえている白い手を片っ端から切り落とした。同時に、伽羅が小角の足にしがみついて、神棚の外に引っぱり出した。

　小角の全身が神棚から引き出されて畳の上にドサッと落ちたのと同時に、東日流は神棚を真っぷたつに叩たたき割った。

「ギャアアアアッ！」恐ろしい断末魔の声がし、白木の神棚が畳の上に落ちた。

　真っぷたつに斬きられた神棚は、みるみる黒いシミとなって消え去ってしまった。

「高いところに置いてあったから気づかなかったぜ……神棚を艮うしとらや坤ひつじさるに置くと、穢ケガレのゲートになっちまうんだ」

　と、小角は立て続けの攻撃に、さすがに危機感を抱いてゴクリと息をのんだ。

「……油断するな、小角おづぬ。この屋敷、殺気が渦巻いている。倒す気でかからねば、すぐに死ぬぞ」

　東つ日が流るはあくまでも冷ややかだ。小角はムッとして東日流をにらむ。

「油断なんかしてねえけど、敵さんの芸が細かくて気づきにくいんだよ！　助けてもらったことには礼を言うけど、俺おれにあれこれ命令するなよな！」

　小角は憤慨しながら、奥の座敷に繋つながる南西のふすまを乱暴に開いた。

　とたんに、牛ほどもあるダニが四匹、こぼれ出てきた。足にも胴体にも、全身に細かい毒毛が生えている。

「恙ツツガだ！」小角は慌あわてて後ずさる。伽きや羅らは不思議そうに目をぱちくりした。

「恙って何にゃ？」

「病気やわざわいのことさ、疫やく病びよう神がみの一種だ。無事でいることを『恙つつが無なく』って言うだろ」

「……病魔を呼ぶような屋敷の造りは、恙を呼びこむためのものだったのか」

　東日流は五ご鈷こ剣を構え、小角はその手に炎の呪じゆ言げんを生み出した。

「気をつけろ、ちょっとでもトゲに刺されたらはれ上がって死んじまうぜ」

「刺されたらハレるにゃ？　んじゃ伽羅、胸を刺してもらおうかにゃ」

　伽羅は半なかば本気で恙をじっと眺めていた。小角が硬い声でつっこんだ。

「かまわねえけど、全身がハレ上がるんだぜ」

「あ、それ困るにゃ。ぼん・きゅ・ばーんはいいけど、ぼん・ぼん・ぼんじゃ、ただの肥満にゃよ」

　伽羅は胸をかばうように押さえた。東日流が冷たいため息をついて、小角に言った。

「とにかく、次からはむやみにふすまを開くな……油断するなと言ったばかりだぞ」

「内うち輪わもめはやめるにゃ！　とにかくこいつらやっつけるにゃよ！」

　伽羅が叫さけんで、全身に薄紫色の静電気を溜ためこんだ。恙たちは鋭いアゴをガチャつかせ、小角たちを狙ねらってじりじりと近づいていた。



　小角たちが風水屋敷で苦戦しているころ、ゲートルームでは、亜あ彌びの状態がかなり悪くなっていた。

「亜彌ちゃん、がんばって。がんばって！」

　石いわ那なは亜彌の手をしっかりと握って叫ぶが、亜彌は脂あぶら汗あせにまみれて、意識がもうろうとしているようすだった。背中の傷は黒紫色にじくじくと膿うんで、広がってきている。高熱が出ていて、握っている手が焼けた鉄のように熱かった。

「こんなに気を注入しているのに、まったく症状が改善しない。くそっ、瑠る璃り子こは何をしているのだ……」

　天あま野のも焦あせりを感じ、顔つきが険けわしくなっていた。そのとき、ゲートルームの入り口から志し摩まの叫さけび声が聞こえた。

「天あま野の先生っ、来てくださいーっ！」

　天野はハッと顔を上げた。志摩は階段を小走りに途中まで下りてきたが、いつもの飄々ひようひようとした表情もどこへやら、凄すさまじくおろおろしていた。

「どうした、秋あき津つ！　瑠る璃り子こはいたのか？」

「み、見つかりました！　それが、泥だらけで茂みの中に倒れていて、頭を打っていたらいけないと思ってそのままにしてあるんですが、どうしたらいいのか……とにかく来てくださいーっ！」

　志摩はうろたえて、絶叫する。いつも割とマイペースな志摩がそこまで焦あせるとは、ただならぬ予感がした。石いわ那なは天野を見上げ、緊張した声で言った。

「先生、亜あ彌びちゃんはあたしが見てます。何かあったら呼びに行きますから、薬やく師し先生のところへ行ってください」

「そうか。……よし、では頼むぞ」と、天野は立ち上がり、階段を駆け上がっていった。

　その気配に気づいたのか、亜彌は少し顔を動かした。石那は優しく声をかけた。

「大丈夫よ、亜彌ちゃん。ちゃんとここにいるわ」

「石那さま……お一人ですか？」亜彌は熱にうかされたような、ぼんやりした声でたずねた。

「ええ。でも大丈夫、薬師先生が見つかったって。だからすぐに来てくれるわ、霊力を注入してくれるはずよ」

　石那は一生懸命に励ました。そのときふと、亜彌の青く澄んだ目が、深紅の光を放った。

「霊力などなくても、式神は……生命力を吸い取れば体内で霊力に変換できます」

「知ってるわ。式神は食べ物そのものじゃなくて、食べ物に宿った生命力を食べてるんでしょ？　仏壇に花を供えるのも霊体にとって花の生命力がごはんになるからって、授業で習ったわ」

「わたしも、花の生命力は大好物です」

　亜彌は言った。意外な言葉に、石那は目を丸くした。

「ほんとに？　だって、草食動物と肉食動物がいるみたいに、式神にもこれしか食べられないって物があるんでしょ？　因いな幡ばは野菜しかだめだし……亜彌ちゃんは狐きつねだから、やっぱ油揚げとか食べるんだと思ってたわ」

「油揚げも好物ですが、花には到底かないません。これから花開こうとする強い生命力に満ちあふれた、かぐわしい花のつぼみには……」

「それって、エディブルフラワーってやつ？」と、石那が意味をつかみかねてたずねる。

「いいえ」答えた瞬間、亜彌は突然、自分の手を握っていた石那の手をグッと引っぱった。

「きゃっ！」突然のことにバランスを崩して、石那は前のめりになった。

　そこで亜あ彌びは体をかわし、自分の体の下に敷きこんでしまった。亜彌に馬乗りになられ、両手首を押さえつけられて、石いわ那なは身動きできなくなる。

「あ、亜彌ちゃん。なに、いったいどうしたの……？」

「ゲートが閉ざされたせいで霊力が不足している……渇いてるんです、石那さま。あなたのみずみずしく張りきった肌の下に、どくどくと流れる真っ赤な血潮の匂においを感じる。女性だけが持っている、これから母として子を宿し、自らの中から無限の命を産み出す、その圧倒的な生命力を……」

　亜彌の目は赤く光り、いつもは上品な口元には鋭い牙きばが二本、むき出しになっていた。その表情も恐ろしく険けわしい、狐きつねのものになっていた。

「ちょっと待って！　っていうことは、食べるのはあたしっ？」

「そういうことです。あなたの霊力は乏とぼしいが、その生命力を全すべて食べれば、何とかわたしの糧になるでしょう」

「何言ってんのよ！　生命力を全部食べられたらあたし、死んじゃうじゃない！　そんなの、人間に害をなす妖よう魔まと同じじゃないの！」

「式神も妖魔も根は同じです。わたしは渇きに耐えきれないのです、石那さま……」

「やめてったら！　因いな幡ばっ、助けてーっ！」

　石那は必死に亜彌を振りほどこうとした。ワンピースが乱れ、若い心臓を内に秘めた真っ白い胸元がのぞいた瞬間、亜彌はゴクリとつばをのみこんで、舌なめずりをする。

　石那に呼ばれて、因幡がピョンピョンと跳はねてきた。石那は叫さけんだ。

「因幡、亜彌ちゃんがおかしいの！　助けて！」

　だが因幡はまったく無反応で、石那の額の上にピョンと飛びのってきた。そのとき石那は、自分を見下ろしている因幡の目もまた赤く光り、今まで見たこともないような恐ろしい形ぎよ相うそうで長い前歯をむき出しているのを見た。

「うっ、嘘うそでしょ。なんで因幡まで！」

　因幡はカーッと前歯をむき、石那の額に突きたてようとした。しかしその直前、亜彌が鋭く因幡を振り払う。因幡は「キュウッ」と短く鳴いて飛ばされ、地面に叩たたきつけられて転がったまま、動かなくなった。

「たかが下級妖魔のぶんざいでわたしの餌えさに手を出すな」と、亜彌は冷たく言い捨てる。

「人を餌呼ばわりしないでよ！　しっかりして、いったいどうしちゃったのよ！」

「わたしは人間ではありません。われわれ妖魔から見れば、残念ながら、人間など餌にすぎないのですよ……」

　亜彌の言葉に、石那は愕がく然ぜんとした。ここにいるのは、亜彌であって亜彌ではない。何を言っても通じないのだ……という、絶望感が胸にわき上がった。

　絶望した石那は一瞬、抵抗をやめた。それを見計らうように、亜彌は石那の上にのしかかり、ワンピースからのぞく白い肩の上、しっとりとなめらかな首筋に、牙きばを刺しこんだ。

「あ！」

　チクリとした痛みに、石いわ那なは全身を一度だけビクンと痙けい攣れんさせた。だがその後は、あっという間に意識が遠のいていった。自分の体から生命力がどんどん抜けている感触は、脱力感として襲いかかってきた。そして亜あ彌びがそれを吸い取っているのもはっきりと感じた。

　石那から生命力を吸い取るにつれ、亜彌の背中の傷はみるみる癒いえ、黄金の髪や尻尾しつぽはつやつやとした光を放つほど生き生きとしてきた。

「どうして……こんなことを」

　石那はかすかにうめいた。その言葉が最後になった。

　宙を見るうつろな目から涙が流れたが、その目が閉じられることは、もうなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

五章　巫ふ蠱こ





　虹にじ色の異空間の屋敷の座敷では、小角おづぬたちが牛ほどもある巨大な妖よう蟲ちゆう、恙ツツガと対たい峙じしていた。

「神カム火ホ火ホ出デ見ミ！」小角の手の平から渦巻く火炎が放たれ、四匹の恙を包みこんだ。

「紫し電でん一いつ閃せんにゃ！」伽きや羅らの全身から発される薄紫色の電光が、小角の火炎につづく。

「ギギギギギ！」

　燃え上がる恙は激しく苦しみながら、それでも小角たちのほうに歩いてきた。

「だめにゃ、全然効いてないにゃっ！」伽羅が悲鳴を上げた。

「全然ってこたねえけど、体がデカすぎて中まで火が通らねえんだよ」

　小角はひたすら炎を放ちつづけるが、恙は歩みを止めない。恙に押されて後ずさって行くうちに、土間に続く障子が背中に当たった。小角はハッとして振り返る。

「やべえ。後ろも火の海だぜ」小角はうめいた。

「どうするにゃ、小角！」伽羅は焦あせって悲鳴を上げた。

「どうするもこうするも、八はつ方ぽう塞ふさがりってやつだ」

「八はつ宝ぽう菜さいの親しん戚せきにゃ？」伽羅は、今回はわざとボケてみた。

「惜しいな。陰おん陽みよう道どうで、どの方角にも障さわりがあるためどこにも行けず何もできない状態のことだぜ。まさに前にも後ろにも進めねえ今の俺おれたちの状態だ」

「っていうか、八宝菜は惜しいのかにゃ？」

　自分に対する小角の返事が割と適当なので、伽羅はうさんくさそうに眉まゆをひそめた。

　取りあえず、恙はどんどん迫ってくる。そのとき、ずっと小角たちと行動を共にしながらも傍ぼう観かんしていた東つ日が流るが、諦あきらめたようにフッと短くため息をつき、五ご鈷こ剣を下ろした。猛毒を持つ恙には接近戦が使えないからだ。

　かわりに東日流は右手の人差し指と中指をそえて目の高さに上げ、呪じゆ言げんをとなえた。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　東日流は指を横縦に切り、宙に九く字じの格こう子しを描く。銀色の格子は宙を飛び、恙をトコロテン状に斬きり裂いた。

　一瞬の後、そこには黒く焼け焦げ崩れた炭だけが残っていた。

「なんだ。楽勝だったな」小角はふーっとため息をつき、額の汗をぬぐった。

「……よく言う。進退きわまっていたではないか」と、東日流は冷ややかにつぶやいた。

「うるせえ、俺だって九字の法ぐらい使えるぜ！　火の通りの悪い食材はコマ切れにすりゃ火が通るって思いつかなかっただけで！」

　小角はムッとして東日流をにらんだ。伽羅が横から口をはさむ。

「そのへん、いつも分厚いステーキ肉食べてそうなお金持ちの東つ日が流るに分があるにゃね」

「ミンチしか食えねえ貧乏人で悪かったな！　だけど東日流、気づいたなら恙ツツガに追いこまれる前に、もっと早く九く字じを使ってくれりゃ良かっただろ！」

「……実戦におけるおまえの実力を、試したのだ。どうやらパニック状態では判断力が鈍るようだな」

　東日流は淡々と言うと、焼け焦げた恙の死し骸がいを踏み越えて、さらに南西につづいている奥座敷に向かった。小角おづぬはムッとして眉まゆをひそめた。

「また東日流の『おまえの力を試してみたのだ』が出たぜ。どれだけ試すつもりだよ」

「人を試す奴やつは嫌われるにゃよ」伽きや羅らが東日流の背中に向かって呪のろいのように言った。

　小角と伽羅は東日流の後について行った。奥座敷につづくふすまに向かって、東日流は九字の術を放った。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　銀色に光る格こう子しが飛び、ふすまを粉々に叩たたき割った。それと同時に、

「ギャオオオオッ！」

　という、激しい悲鳴が聞こえた。ふすまの向こうにひかえて息をひそめていた妖よう魔またちが、さいの目切りになってボトボトと畳の上に落ち、硫い黄おうのような黄緑色の煙を上げて燃え出した。見れば、宴会に使うような朱塗りの膳ぜんや椀わんが多数、砕けて落ちている。

「なるほど。これが『扉の正しい開けかた』ってわけかよ、東日流」

　小角は、くすぶる椀を拾い上げる。わずかに、残留霊気を感じた。

「こいつら、付つく喪も神がみだな」

「つくもがみって、鍋なべとかヤカンとかに霊が宿った妖怪にゃ？」

　伽羅の問いに、小角はうなずいて答えた。

「ああ、この屋敷が帯びた霊気を帯びて妖怪化したんだろう。遠野物語に記された家の霊……家そのものも一個の妖怪になってる『ヤマンガ』の話でも、その家の椀が自分の意思で川を流れてきたって話があるぜ」

　そのとき、一個だけ残ったひび割れた朱塗りの椀が、蓋ふたをカタカタ言わせながら小角の足元に転がってくると、蓋を口のようにカッと開いて小角の足に噛かみついた。

「いてて！」

　小角は思わず悲鳴を上げた。ふくらはぎが椀と蓋に挟まれている状態だが、しめつける力は恐ろしいほど強い。まるで、シャコガイに挟まれたような気がした。

「こらっ、小角を離すにゃ！」と、伽羅は猫パンチで椀を叩き割った。

　ひび割れていた椀はパカーンとまっぷたつになった。小角はふうっとため息をついた。

「ものすごい邪気だぜ。俺おれたちがふすまを開けた瞬間、いっせいに飛びかかってくる気だったんだな」

「次々出てきてうっとうしいにゃ！　いったいこの家、どれぐらい広いにゃ？」

　伽きや羅らはきょろきょろし、ふと、かすかな気配を感じて顔を上げた。

　床に落ちた椀わんに気を取られていた彼らの頭上、異様に高くなった天井の梁はりに、巨大な蜘く蛛もが逆さまにぶら下がっていた。天井の高さは五メートル以上あり、蜘蛛はとうてい手の届かないところにいる。その背では祝はふりが、もう胸まで飲みこまれて虫の息になっていた。

「きゃーっ！　のらみこにゃっ！」

「祝ちゃん！」小角おづぬは叫さけんだが、祝は気を失っていて返事をしなかった。

「出たな、化け物」

　東つ日が流るは五ご鈷こ剣をシュシュッと左右にはらい、構えた。

「やめろ！　祝ちゃんを殺す気かよ！」小角は慌あわててどなった。

「……俺おれがやらなくても、どうせあの娘は死ぬ」と、東日流は低い声で言った。

「なんだと！　どういうことだっ？」小角は東日流の胸ぐらを掴つかんで、どなりつける。

「わからないか……あの娘、霊力を吸い取られて土つち蜘ぐ蛛もの養分となっているのだ」

「養分だと？」と、小角は顔をしかめて祝を見上げた。

　蜘蛛の皮ごしに透けて見える彼女の全身には、まるで根のような網状の白い糸がまとわりついている。その先端は皮膚の中にさしこまれ、吸い取られた霊力が小さな光となって縦横無尽に網の上を走り回っている。特に太い根は、まるで彼女から生えているかのように、左肩から突き出していた。霊力を吸い取られているためか、祝の顔色は死人のように青白かった。

「畜生、いったい何がどうなってんだ！」唇を噛かむ小角に、伽羅が言った。

「そ、そう言えばのらみことお風ふ呂ろに入ったとき、左肩に小さいシミができてたにゃ」

「シミだと？」

「そうにゃ。考えてみたら、皮膚の下に蜘蛛が埋まってるような形にも見えたにゃ」

「……土蜘蛛の卵を産みつけられたのか」小角はうめいた。

「なぜそんなことになったんだ？　祝ちゃんほど高い霊力があれば、そこらの土蜘蛛ごとき低級地ち霊れい、相手になるはずねえのに」

「とにかく早く助けるにゃ。のらみこ、栄養分吸われてスカスカになっちゃうにゃよ」

「もちろんだぜ。臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　小角は右手を上げると、東日流の得意とする九く字じの術を放った。黄金に光る九字の格こう子しが、土蜘蛛に向かって飛んだ。

　と、その瞬間、土蜘蛛は背中を開いて祝の体をむきだしにした。祝は数本の根によって吊つり下げられている状態になる。身にまとった白しら拍びょ子うしの服も黒髪も、土蜘蛛の緑色の体液にまみれてべったりと細い体にはりついている。小角はギョッとして顔をこわばらせた。

「やべえ！　オン・キリキャラ・ハラハラ・フタラン・バソツ・ソワカ！」

　小角おづぬはすぐさま、打消しの密みつ呪じゆを放つ。だが東つ日が流るは冷静にそれを見て、

「……遅いな」と、静かな声でボソッとつぶやいた。

　密呪は放たれた九く字じを追ったが、ほんの一瞬間に合わず、祝はふりの体が切り裂かれた。

「きゃああああっ！」

　祝は絹を裂いたような悲鳴を上げた。九字の格こう子しが彼女の衣とやわ肌の皮一枚切り裂いたところで、ようやく密呪が追いつき、九字の術をキャンセルした。

　祝の白しら拍びょ子うしの衣はボロボロになり、血に赤く染まった。呆ぼう然ぜんとしている小角の顔の上に、まるで雨のように、ポタポタと血が散った。

　気を失っていた祝は激痛に目を覚まし、眼下の小角を見つめた。彼女の目に驚きが走り、だが次の瞬間、不思議な安らぎが走った。その目を見て、小角は不安に襲われた。

「……小角ちゃん。わたしが何になってしまったのか、わかるわね……？」

　祝は弱々しい声で言った。伽きや羅らは鋭い爪つめを光らせて、小角にうかがうような目を向ける。

「小角、伽羅ならジャンプで天井まで飛べるにゃ！　あの細っこい根っこ引きちぎって、のらみこ自由にしてあげるにゃよ！」

　飛び上がろうとする伽羅の目の前に、東日流は五ご鈷こ剣をスッと出して制止した。

「待て。点滴の管が途中で切れたらどうなるか、知っているのか。血管から逆流した血がとめどなく流れ出し、最後には失血死してしまうのだぞ」

「祝ちゃんに繋つながってる奴やつも、そうだってのかよ」と、小角はゴクリと息をのんだ。

　そのとき、土つち蜘ぐ蛛もが祝を背中にくっつけたまま、壁を伝って床に下りてきた。祝はふたたび、腰から下と腕の先を土蜘蛛の背に飲みこまれていた。

　土蜘蛛は小角たちに向かうと、大きなあごをガシャッと開いた。あごとあごの間から、女の赤子の顔がのぞき出す。赤子の顔を持った土蜘蛛は、しわがれた声で笑った。

「ギギギギギ……ちょうでちゅよ。あたちをいぢめたら、巫み女こちゃんも死ちぬんでちゅからね」

「うわ、赤ちゃんしゃべったにゃ。女の子は言葉が早いっていうけど、ほんとにゃあ」

「状況的に、その感想はかなり方向性を間違えてるぜ」小角は硬い声でつぶやく。

「どうでもいいけど、てめえガキのくせにいい性格だな。祝ちゃんを離しやがれ！」

「絶じえつ対たいに嫌でちゅ」と、土蜘蛛は冷たくきっぱりと言い切った。

「この巫女ちゃんは、あたちがもらった餌えちやでちゅ。卵から生まれて成虫になるまでの、大事な大事な栄養でちゅ」

「なんだと！　そんなことされたら、祝ちゃんが死んじまうだろ！」

「東京タワーから落っこちたとき、あたちが巫女ちゃんを助けてあげたんでちゅから、巫女ちゃんの命はあたちの物でちゅ。でも巫女ちゃんだけじゃ栄養が足りないから、もっともっと大おつちくなるために、あんたたちからも霊力を吸い取ってやるでちゅよ」

　土つち蜘ぐ蛛もは邪悪に笑って、ガシャガシャと足音を立てながら小角おづぬたちに近づいた。小角はどう戦えばいいのかわからず、後ずさる。だが東つ日が流るは五ご鈷こ剣を手に、一歩前に出た。

「そんなことができると思っているのか、愚かな化け物め……一刀両断にしてやるぞ」

「き、聞いてなかったでちゅか？　あたちを殺ちたら、巫み女こも体から全部霊力が流れ出して死ちぬでちゅよ！」

　土蜘蛛は引きつった声で叫さけんだ。だが東日流は眉まゆひとつ動かさず、もう一歩前に出る。

「……俺おれには関係のないことだ。死ぬがいい」

「待てっ、東日流！」小角は焦あせって東日流の腕を掴つかんだが、強く振り払われて倒れた。

　そのとき、土蜘蛛の背中に下半身と腕の先を飲みこまれて固定されている祝はふりが、傷の痛みに苦しみながら小角にうったえた。

「いいのよ、小角ちゃん……この土蜘蛛は邪悪な心を持っているわ。倒さなければあなたたちが殺される。わたしごと斬きってちょうだい」

「なっ……？　そっ、そんなことできるはずねえだろ！　祝ちゃんごと斬るだなんて！」

　小角は断固として拒否したが、祝は必死にうったえる。

「だけど、どうせ土蜘蛛が死ねばわたしも死ぬわ。ほかに方法はないのよ」

「できねえって！　人間を斬るなんて、俺を殺人犯にする気かよ！」

「わたしはもう人間ではないわ……ただの、土蜘蛛の栄養体にすぎない。けれどわたしは風の巫女、歩き巫女を率いる風の姫巫女。大地の気の流れのバランスを取り、見守り続けるのが、ひいばっちゃから受け継いだわたしの使命。お願い、最後まで使命を果たさせてちょうだい。わたしを殺してこの土蜘蛛を倒して、気が乱れた東京を救いに行って……」

　祝は涙を流して、祈るように小角にうったえた。それを聞いた土蜘蛛は焦って、長い脚で背中の上の祝を殴った。

「黙れっ、余計なことを言うのはやめるでちゅ！」

「あっ！」

　祝は体を固定された状態で側頭部を強く殴られたため、衝撃をまったく緩和できなかった。口から血が流れて、青白い顔を艶あでやかな化粧のようにいろどった。

「てめえ、祝ちゃんによくも！」怒りに燃える小角の右手に、反射的に炎がともった。

　だが小角はハッと我にかえると、炎の呪じゆ言げんを完成させることなく、握りつぶしてしまう。土蜘蛛は勝ち誇ほこったように笑って、舌なめずりしながらゆっくりと近づいてきた。

「うふふ……こっちのお兄ちゃんは、ものわかりがいいでちゅ。あたちにちょっとでも抵抗ちたら、巫女の全身の霊力をいっぺんに吸いとって殺ちちゃうでちゅからね」

「くそっ……」小角は激しい怒りに、血が出るほど唇を噛かみしめた。

「いいから殺して、小角ちゃん！」祝は悲痛な声で叫んだ。

「わたしを殺して、人間界うつしよに戻って！　わずかな気の流れを感じるわ、この屋敷の裏鬼門にゲートが開いているはずよ！」

「無駄口たたくなと言ってるんでちゅ！」

　土つち蜘ぐ蛛もがブルブルッと体を震わせた。とたんに、祝はふりに癒ゆ着ちやくした白い糸のような根がパアッと黄金に光る。祝の体から、一気に霊力を吸い取ったのだ。

「ああああぁぁぁぁ……！」祝はまるで落ちていくような悲鳴を上げた。

　やがて張りつめた糸が切れるように、フッ……と意識が消えた。ぐったりした祝を、蜘く蛛もは体の中に完全に取りこんでしまった。

　透きとおった蜘蛛の皮膚の下、祝はまるでガラスの棺ひつぎの中で眠っているようだった。

「卑ひ怯きようにゃ！　祝ちゃんを返すにゃ！」伽きや羅らは怒って、土蜘蛛に向かってどなった。

「嫌でちゅよう、死ちにたくないもんね。死ちぬのはおまえたちでちゅ！」

　土蜘蛛は小角おづぬたちにガシャガシャと近づいてくると、鋭く尖とがった爪つめで彼らを狙ねらった。

「どうすりゃいいんだ」

　八はつ方ぽう塞ふさがりになった小角は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くして低くうめいた。伽羅が慌あわてて、横飛びしながら小角を伏せさせる。土蜘蛛の爪は空振りし、畳にグサッと突き立った。

「小角！　ぼんやりしてるひまないにゃ、死んじゃうにゃよ！」伽羅はどなった。

「けど、反撃できないのに何ができるってんだ！」小角は逆ギレして伽羅にどなり返す。

　土蜘蛛の前足は畳に突き刺さって、一瞬動きが止まった。そのわずかな隙すきを逃さず、東つ日が流るは五ご鈷こ剣を横なぎに振ると、土蜘蛛の前足を斬きり落としてしまった。

「ギギギギギ！」

　緑色の体液が飛び散り、土蜘蛛は苦く悶もんと憎悪に顔を歪ゆがめて前のめりに倒れた。

「東日流、てめえなんてことを！」

　小角は東日流に掴つかみかかったが、東日流は冷ややかな目でじっと小角を見つめた。

「……言ったはずだぞ、小角。俺おれはこの巫み女こが死のうが生きようが関わりはない。俺はただ、魔法建築士としての使命を果たすだけ……自分の目的のために戦っているのだ。邪魔ならば、叩たたきつぶす。それだけだ……」

　そう言うと、東日流は五鈷剣を大上段にかまえて土蜘蛛に斬りかかった。その体内に取りこまれた祝もろともに、まっぷたつにするつもりだ。

「ギィィィィィィ！」土蜘蛛は震えて身をすくめ、悲鳴を上げる。小角は呪じゆ言げんを叫さけんだ。

「南な無む帰き命みよう！」

　その瞬間、東日流の五鈷剣が消えた。東日流の手は五鈷を握ったまま、空振りする。

　土蜘蛛の顔にねっとりとした笑みが浮かんだ。五鈷剣を奪われた東日流がふところに飛びこんできている……まさに、飛んで火にいる夏の虫状態だ。

「綺き麗れいなお兄ちゃんでちゅね。じぇぇんぶ吸い取ってあげまちゅからね。ギギギ……」

　急いで逃れようとした東日流は間に合わなかった。土蜘蛛は東日流の上にのしかかり、彼の首筋に噛かみついた。

「うぐ！」東つ日が流るは土つち蜘ぐ蛛もの顔を必死におしとどめるだけで精一杯で、反撃できない。

「神カム志シ那ナ津ツ！」

　小角おづぬは慌あわてて風の呪じゆ言げんを放った。ゴオオッ、と風が吹いて土蜘蛛をふっ飛ばす。

「ギイイィ！」土蜘蛛はごろごろっと転がって、東日流から離れた。

　東日流はすぐに、小角たちのもとまで戻ってくる。小角はホッと胸を撫なで下ろした。

「良かったぜ、東日流」

　そう語りかけた小角を東日流は冷ややかな目で見下ろすと、ビシッとその頬ほおを張った。

「あう！」渾こん身しんの力で殴られて、小角は思わずよろけて倒れた。

「うわ。痛そうにゃあ」伽きや羅らはぞっとして顔を歪ゆがめた。

　冷静そうに見えていた東日流だが、内心は怒りに煮えくり返っていたようだ。

「今度やったら……おまえも殺すぞ、小角」

　東日流は感情をおさえた低い声で言った。小角は頬を押さえて東日流をにらみつける。

「何だよ、助けてやっただろ！　それに、おまえが祝はふりちゃんをまっぷたつにしようとしたからじゃねえか！」

「彼女はもう無理だ」と、東日流は冷たい目を土蜘蛛に向けた。

　土蜘蛛は床に転がったまま、ブルルッと体を震わせた。気を失って皮の下に飲みこまれていた祝の体が、びくんと跳はね上がるようにそり返り、ブルブルと細かく震える。すると、東日流に斬きられた土蜘蛛の前足がぐんぐんと再生してきた。

「外げ道どうめ。祝ちゃんの霊力を吸って再生してやがる……！」小角は唇をかんだ。

「ギギギ！　巫み女こちゃんの霊力はたっぷり、最高でちゅ！」

　土蜘蛛は嬉うれしげに笑って、より大きくなった新しい前足で、小角たちを攻撃してきた。小角と東日流は両脇わきに飛んで避よける。東日流は五ご鈷こ剣をふたたび構えようとしたが、小角がどなった。

「やめろって！　殺すことはねえ、何か方法があるはずだ！」

「どんな方法があると言うのだ？　彼女が生きているかぎりあの蜘く蛛もが死ぬこともないのなら、もろともに殺すしかないのだ」

「仕方ねえとか言うなよ！」小角はどなった。その言葉に、伽羅はハッとした。

　伽羅は思い出していた……一ヶ月前、学校の実習授業で、小角はある洋館を魔法建築で除霊しようとしていた。そして、どうしても心を開かなかった家や霊れいを結果的に殺してしまった。そのとき伽羅が小角に言ったのだ、「仕方がなかったなんて言わないで」と……。

「そうにゃ！　絶対に殺して当然なんてことないにゃよ、ない知恵絞って考えるにゃ！」

　伽羅が小角の肩にくっつくようにして同意する。一対二になって、東日流はいまいましげに眉まゆをひそめた。そのとき、土蜘蛛の爪つめが小角を襲った。

「うっ！」小角おづぬは避よけきれず、右腕を切り裂かれた。

　ボタボタッと赤い血が落ちる。土つち蜘ぐ蛛もは体を揺すって笑った。

「これはこれは、巫み女こちゃんよりもっとずっと上等の霊力でちゅ！　おまえたちの血はこの屋敷に魔力を与え、あたちの霊力になるんでちゅ！」

　土蜘蛛の体は、ますますムクムクと大きくなって、天井に背中がつかんばかりだ。奥座敷に入りきれず、恙ツツガが出た手前の座敷まではみ出してくる。小角は息をのんだ。

「……でけえ」

「ギギギ！　もっと血をよこすでちゅ！」

　土蜘蛛は小角たちに近づいてくるが、体が大きくてふすまをくぐるのが一苦労である。らんまをメリメリと折りながらゆっくり進んでくるあいだに、小角たちは神棚があった最初の座敷まで駆け戻った。伽きや羅らは外に逃げようとして障子を開いたが、土間にはまだかまどから吹き出した炎が渦巻いていた。伽羅は慌あわてて障子を閉める。

「外には逃げられないにゃ、行き止まりにゃ！」伽羅は悲鳴じみた声で叫さけんだ。

「このままでは勝ち目はないぞ、小角……綺き麗れいごとだけでは生き残れない。だから二度と俺おれに手出しをするな……さもなければ、おまえから殺すぞ」

　東つ日が流るはふたたび五ご鈷こ剣を出すと、小角の喉のどもとに当てた。

「勝ち目は、ある……かも知れねえ」小角は、東日流の冷たい目をじっと見すえる。

「かも、知れない……？」

「確証はねえ。だから、乗るも乗らねえもおまえしだいだ」

「俺が、乗らなかったら……？」

「そのときは、俺たちは殺し合いをすることになるかもな」

　小角の目は真剣で、決して逃げずに東日流をにらみつけている。東日流はしばらく彼の目を見つめていたが、フンと鼻を鳴らすと、五鈷剣を下ろした。

「……面白い。おまえとついに決着をつけてから、土蜘蛛をたたっ斬きって人間界うつしよに戻れるというわけだな」

　面白いと言いながらも、東日流の表情はわずかも笑っていなかった。

「ギギギ……かわいちょうに、外には逃げられないでちゅね。すぐに食べてあげるから、焦あせらずにそこで待ってるでちゅ」

　土蜘蛛はふすまに引っかかりながらも余裕を見せて笑っていた。不本意だが、たしかに彼女の言うとおりになるだろう。たとえ全力で反撃したとしても、祝はふりの霊力で強力な妖よう蟲ちゆうとなっている今の土蜘蛛に勝てるかどうかわからない。東日流は小角の目を見つめて、低い声でたずねた。

「おまえの策を話してみろ、小角……」

「祝ちゃんが、裏鬼門にゲートが開いてるって言ってたろ。土蜘蛛は放っておいて、先にそこから人間界うつしよに戻るんだ。そして富士山からの気を止めてる原因を突き止めてぶっ壊す。正常な気さえ流れてくれば、あれぐらいの土つち蜘ぐ蛛も、祝はふりちゃんの力で脱出できる。殺す必要なんてねえってこった」

　小角おづぬの説得に、東つ日が流るはしばし躊ちゆう躇ちよした。

「……だがここから出るためには、いずれにせよあの蜘く蛛もが邪魔になるのではないか？」

「まあな」そう言って、小角は伽きや羅らに目を向ける。

「なあ、伽羅。持ちこたえられるか？」

「えっ！　伽羅、ここでお留守番にゃ？」

　伽羅は驚いて目をまん丸にした。当然、小角と行動をともにすると思っていたからだ。

「こいつが追ってきたらややこしいことになる。この次元で足止めをして欲しいんだ」

「そっ、そんなの嫌にゃ！　伽羅は小角の式神にゃ、絶対に離れたりしないにゃよ！」

　伽羅は半分涙目になって、ブルブルッと首を横に振った。小角は困って、説得する。

「仕方ねえな。豚キムチもんじゃ、おごるから」

「もんじゃっ？」

　伽羅の目がきらきらっと輝いた。もんじゃと小角を天てん秤びんにかければ、圧倒的にもんじゃのパワーは強かった。伽羅は力強く拳こぶしを握りしめて、きっぱりと小角に言った。

「わかったにゃ！　伽羅、もんじゃのためなら、命にかえてもここは守り抜くにゃ！」

「説得は完かん璧ぺきに成功したけど、それはそれで複雑だな」と、小角は硬い声でつぶやいた。

「とにかく、そうと決まれば行くぜ。神カム志シ那ナ津ツ！」

　小角は障子に向かって風ふう神じんの呪じゆ言げんを唱えた。渦巻く風が障子を吹き飛ばし、かまどから玄関に向かってロケットのように噴出していた炎をぐっと大きく押しのける。風が入ったために、炎そのものは勢いを増して、近づくだけで顔が焼けるほど熱くなった。

「走れ、東日流！」小角は土間に飛び降りると、勝手口まで一気に走った。

　炎はヘビのようにうねって小角たちを止めようとするが、強い風に押し返されてかなわない。東日流も小角に続いて、勝手口から飛び出した。

「待つでちゅっ！」土蜘蛛は慌あわてて二人を追いかけようとした。

　しかし土蜘蛛は、土間に下りようとしながらも、大きな体をもてあましてグズグズしていた。その前に、伽羅が立ちはだかった。

「行かせないにゃよ！　豚キムチもんじゃが待ってるにゃ！」

「ギギッ……式神ごとき、あたちの敵じゃないでちゅ！」

　土蜘蛛は鋭い爪つめを振り上げて伽羅を襲った。伽羅は身軽にひょいひょいとかわす。

「へっへー！　ここまでおいでっ、伽羅を食べたいなら捕まえてみるにゃ！」

　伽羅は土蜘蛛にお尻しりを向け、ポンポンと叩たたいてからかった。

「ギギギィ！」怒った土蜘蛛は、尻から白い糸をブホッと大量に吐き出した。

　糸は触手のように伽きや羅らを取り囲み、包みこもうとした。伽羅は涼しい笑みを浮かべて、

「紫し電でん一いつ閃せんにゃ！」と、全身から薄紫色の静電気を発した。

　糸はボオッと燃えあがり、土つち蜘ぐ蛛もの尻しりに炎が逆流した。

「ギイイイイイィッ！」土蜘蛛は慌あわてて転がり、火を消した。それを見た伽羅は、

「お尻に火がついて、蜘く蛛もがホタルに変身したにゃ」と言って、きゃっきゃと笑った。

「ゆっ、許ちゃないでちゅーっ！」

　怒り狂う土蜘蛛の爪つめが伽羅を狙ねらった。伽羅は身軽にかわし、爪は屋敷の壁をつらぬいて崩した。飛び散った土くれや木こっ端ぱが伽羅の顔をかすり、わずかに血を流す。

「追っかけっこを続けるにゃ。猫ってよく暇つぶしに小さい蜘蛛を追っかけたりして遊んでるけど、たまには猫が蜘蛛に追っかけられるのも新鮮でいいもんにゃ」

　頬ほおに垂れた血を、伽羅はピンク色の舌でぺろりとすくい取ってなめた。



　そのころ、勝手口から飛び出した小角おづぬたちは、いきなり真っ暗な次元の穴に落ちこんでいた。

　上も下も無いが、明らかにどこかに引っぱられている……小角は以前、次元の裂け目に住みついていた妖怪、根ネ棲ズミの穴に落ちたときのことを思い出した。

　やがて目の前に、森に包まれた山々が見えてきた。激しい雨に打たれて木々の葉は黄色く変色し、根ぐされした倒木があちこちに目立った。浮遊しながら、小角がたずねた。

「あのゲート、変なところにつながってたんだな。こいつはいったいどこなんだ？」

「奥おく多た摩まのあたりだ……昔、母に連れられて来たことがある」と、東つ日が流るが答えた。

「おまえにおふくろなんていたのかよ。木の股またから生まれたと思ってたぜ」

　憎まれ口を叩たたく小角に、東日流は淡々とした口調で答えた。

「いたとも……ここに俺おれを連れてきて、崖がけから落とそうとした。父が愛人の子である俺に家か督とくを譲ることを恐れてな」

「心あたたまる親子の情愛の物語だな。泣けてくるぜ」小角は硬い声でつぶやいた。

　やがて、小角と東日流は緑の景色の中に飛び出した。重力方向が今までと逆になり、落ちたというより飛び上がった形になる。二人とも、身軽にスタッと着地した。

「……このゲートは、土蜘蛛の穴だったようだな」

　地面に開いた大きな穴を見下ろして、激しい雨に打たれながら東日流はつぶやいた。

　小角はふと、違和感を感じて周囲を見回した。山と渓けい谷こくと鍾しよう乳にゆ洞うどうにあふれた自然豊かな奥多摩の景色が虹にじ色に染まって、蜃しん気き楼ろうのようにわずかに歪ゆがんでいる。

「俺の目、おかしくなったのか？」と、小角は目をこすった。東日流が冷静に説明する。

「虹の結界だ。大量の雨粒を利用して光の進行方向を歪めることで、実際にあるものを見えなくするステルスの結界……我々は今、その内部にいる。外部からは決して見えまい」

「なるほど。それにしてもずいぶん強い術だ、どこからかものすごい陰の気を感じるぜ」

　小角おづぬの言葉に、東つ日が流るもうなずいた。

「凄すさまじいほど強力な邪気だ。これも気の乱れのせいか……」

　二人は歪ゆがんだ虹にじ色の景色の中、降りしきる雨をものともせずに、陰の気が流れてくるほうに向かって歩いていった。

　すると目の前に、不思議な構造物が現れた。まるで三角地に建てられたビルのように、鋭角二等辺三角形の形をしている。高さは三階建てほどで、日の光を受けて真っ白に輝いていた。窓も入り口もないため、まるでオブジェのようだ。

「……これは何だ？」

　東日流は五ご鈷こ剣の先でオブジェをつついてみる。それは白い糸でびっしりと編み固められたもので、少々のことでは傷つきも破れもしなかった。

「土つち蜘ぐ蛛もの糸で作られたもののようだが……」東日流は考えこみ、小角もあごをひねった。

　そのとき、小角はハッとひらめいて手を打った。

「そうか！　奥おく多た摩まってことは、ここは富士山と東京を結ぶ線上なんだよな？」

「……だからどうした？」

「こいつが富士山の気を止めてたんだ。誰だれかが尖せん角かく照しよう射しやの術を仕掛けたんだ！」

「尖角照射……？」聞きなれない単語に、東日流は眉まゆをひそめた。

「俺おれたち神道や密教や陰おん陽みよう道どうや自然崇拝をミックスしまくった修しゆ験げん道どう使いならともかく、密みつ呪じゆ使いのおまえさんじゃ知らねえか？　授業でもまだ習ってねえしな」

　小角は白い建物の尖とがった部分を指さして、東日流に説明した。

「風水では尖った物の先を向けられることを忌いみ嫌きらうんだ。気の流れが断たれちまうんだよ、それが尖角照射だ。こいつのせいで、富士山からの気が寸断されてたんだ」

「なるほど……そうと決まれば、話が早い」

　東日流はスウッと大きく息を吸いこんで、五鈷剣を構えると、白い建物に斬きりつけた。

「南な無む遍へん照じょう金こん剛ごう！」

　銀に輝く光の剣が壁にぶつかる。ガッと火花が散って、建物がわずかにへこんだ。

「硬いな……」東日流はチッと舌打ちした。

「けど、へこんでるってことは歯が立たねえわけじゃないらしいぜ。凍らせすぎたアイスクリームも、軽くレンジでチンすりゃ柔らかくなるってこった」

「……前夜に見たばかりのテレビ番組の情報をしたり顔で口にするな。浅はかな奴やつだ」

「浅はかで悪かったな、放っとけ！　てめえには、ゆで卵の上じよ手うずなむき方もＴシャツを洗濯しても首のゴムが伸びない裏技も教えてやらねえからな！」

　小角は東日流にどなってから、右手の人さし指と中指をそろえて眉み間けんの前にかかげ、気を集中して、九く字じの術を放った。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　薄暗闇の中を黄金の格こう子しが飛び、白い建物に突き刺さった。壁がボロボロッと崩れた。

「なんか、外国のテレビでやってるスクラップ競争みてえだな」

　小角おづぬはあくまで軽く、破壊を続ける。東つ日が流るも黙々と作業を続けた。

　そのとき、ふと白い建物の周囲にポポポポポッ、とオレンジ色の火が灯った。木を組んで作られた篝かがり火びである。小角はハッと顔を上げた。

「小角……吾われの尖せん閣かくに傷を成すとは、凄すさまじき霊力じゃの」

　白い建物の上に、白い絹糸のような髪を長くなびかせ、蜘く蛛もの巣模様の錦にしきの着物を着た少年が立っていた。小角はそのとき、祝はふりが来た日に見た夢をくっきりと思い出した。

「あの夢の……！」

　少年は、歳としは小角と同じほどのようだったが、彼より長身で痩やせていて、柳のようにゆらりと立っている。

　面立ちは女のように美しく、色白く、まぶたと唇に紅をさして化粧を施している。薄闇の中、篝火に照らされる艶あで姿すがたは、まるで薪たき能ぎのうの一場面を切り取ったかのようだった。

「吾を覚えておったか？　ふふ……あの祈ねぎめの術も永久とこしえに続くものではなかったようじゃのう」

「ねぎばあちゃんを知ってる？　てめえ、いったい誰だれなんだ？」

　小角の問いに少年は静かに微笑ほほえむと、尖閣と呼んだ建物の上からひらりと飛び降りた。

「小角……幼きころから美童じゃったが、まこと美しゅう育ったのう」

　少年は白い手を小角にさし出し、彼のあごから頬ほおにかけてそっと撫なでた。妖艶な視線に小角は思わず顔を赤くして、慌あわててその手をふり払う。

「なっ、何すんだ！　気持ち悪い奴やつだな！」

「思い出すのじゃ、小角。そなたを育んだのは吾、そなたに術を教えたのも吾」

「俺おれをおまえが育てた？」

「そう……土つち蜘ぐ蛛もの長おさ、この巫ふ蠱こがの」

　巫蠱。その名を聞いた瞬間、小角は体に電撃が走ったように感じた。

「……巫蠱！　そうだ、おまえは巫蠱だ！」

「この土蜘蛛を知っているのか、小角」

　東日流が巫蠱を警戒しながらたずねた。小角は混乱しながら、小さくうなずいた。

「巫はシャーマンのこと、蠱は魔性のもののことだ。巫蠱は人を呪のろって害する呪じゆ術じゆつ師を意味する名……俺を育ててくれた土蜘蛛だ」

「何だと？」小角の意外な告白に、東日流は思わず声こわ音ねを強くした。

「俺を育ててくれたのに……どうして、そんな大事なことを俺はずっと忘れてたんだ？」

「そなたのせいではない。祈ねぎがそなたの記憶を封じたのじゃ」

　巫ふ蠱こは優しくほほえんだ。小角おづぬは眉まゆをひそめ、額を押さえる。

「あのねぎばあちゃんが俺おれの記憶を封じた？　なんで、そんなことを？」

「そなたを吾われから引き離すためじゃ。そなたの記憶を封じ、吾のもとから連れ去った」

　巫蠱の言葉は、小角の脳のう髄ずいに突き刺さってくるようだった。小角は脳の底にへばりついた記憶が、まるで鍋なべの底の焦げつきのように、痛みをともないながら、こそげ落とされていくのを感じた。

「俺は……祝はふりちゃんたちと一緒にいたころからの記憶しかない。土つち蜘ぐ蛛もの集落に住んでて、そこが人間に破壊されて……」

「それはすげかえられた記憶じゃ……そなたはずっと吾のもとにいた。吾のもとで守られていた。そして祈ねぎに連れ去られたのじゃ」

「どうしてねぎばあちゃんは俺を連れ去ったんだ、俺の記憶を封じたりしたんだ？　俺はずっと、自分がどこの誰だれかもわからなくてよりどころがなくて、苦しんでたのに！」

　小角は頭をかかえた。巫蠱は意味ありげな微笑を浮かべて、小角をじっと見つめていた。

「……おまえは……俺が小さいころのことを知ってるのか？」

　小角の苦しげな問いに、巫蠱ははっきりと答えた。

「存じておるとも、小角……山に捨てられた赤子であったそなたを拾って育んだのは吾、名づけたのも吾。幼きそなたに榎えのきの木から流れ出る乳を与え、育て上げたのじゃ」

「だから姓が榎なのか」と、東つ日が流るは納得したようにつぶやいた。

「俺の親は、俺を捨てたのか？」小角は信じられないように首を横に振る。

「そして吾が拾った。吾はそなたの親であり、師でもあるのじゃ」巫蠱の声は甘く優しい。

「……養育費とか払うべきか？」小角は巫蠱に、うかがうような目を向けてたずねた。

「必要ない。そなたの力を吾のために使えば良いのじゃ」と、巫蠱は猫なで声で答えた。

「おまえのために力を使う？　この白い三角をリフォームでもするってんなら、喜んでやってやるぜ。こいつのせいで気の流れが止まって困ってるんでな」

「そうではない。東京に陰の気を満たすために、吾の風水陣はまだ完全ではない。鬼門の上うえ野の、裏鬼門の日ひ枝え神社、北の日につ光こうは人間の開発によっておのずから守りを砕かれた。西の富士は吾が封じ、南の東京タワーも陰の気に狂った式神が破壊した……あとは、東の守りを封じるだけじゃ。それによって、風水陣は完成する」

「東京の東にある守り……？」巫蠱の言葉に、小角は眉まゆをひそめて考えこむ。

「草くさ薙なぎ魔法建築専門学校のことだ」と、東日流が硬い声で言った。

「ふふ。察しが良いのう」巫蠱は切れ長の目を細めて笑った。

「俺たちの学校をぶっ壊そうってのかよ！」小角は驚いてどなった。巫蠱は冷笑する。

「壊すまでもなく、あの学校はすぐにつぶれる。吾の手下の子蜘ぐ蛛もがゲートを塞ふさいだのを知っておろう。ゲートからの気の流れが止まれば、生徒が飼っている式神は霊力不足になり、野の良ら式神たちと同じように霊力欲しさに人を襲うようになる……そうなれば、学校を続けて行くわけにはいかぬ。吾われの風水陣は、完全に完成するというわけじゃ」

　と、巫ふ蠱こは艶あでやかな笑みを浮かべた。東つ日が流るは静かな怒りをこめて、巫蠱をにらんだ。

「……どうやら、東京をもとに戻すにはこいつを斬きらねばならんようだな」

　東日流は五ご鈷こ剣を強く握る。小角おづぬはハッとして東日流を制止した。

「待てよ、こいつは俺おれの育ての親なんだぜ！」

「だが、東京の気を乱したのもこいつの仕業ではないか」と、東日流は冷たく言い放つ。

「こいつの風水の陣が完成し、東京が陰の気で満たされたらどうなると思う。鳩槃荼くはんだですら狂ったのを見たはずだろうが！　それに、あの巫み女こに土つち蜘ぐ蛛もの卵を植えつけたのが誰だれか、察しがつかんのか？」

　東日流は五鈷剣をシュッと払った。巫蠱は余裕の笑みを浮かべてひらりと舞い上がり、剣をかわす。小角はハッとして、巫蠱を見上げた。巫蠱は空中に張りめぐらされた細い糸の上に立っていて、ゆらゆらと揺れながら笑っていた。

「何という目をしておるのじゃ、小角。あの二人の巫女は、吾が丹精こめて育てたそなたを吾から奪ったのじゃから、当然の報むくいじゃ。その際に祈ねぎと祝はふりに呪じゆ詛そをかけた」

「土蜘蛛の卵を植えつけたってことか？」小角は厳しい目で巫蠱をにらんだ。

「祈は死んだ……祝も吾が作り上げた風水陣の強い陰の気に触れたため、土蜘蛛の卵が目覚めて、いずれ死ぬ……吾とそなたを阻む者はおらぬ」

　巫蠱は冷ややかに笑った。小角は信じられないように首を横に振る。

「なんで殺すんだ。なんで祝ちゃんを殺さなくちゃならねえんだ！」

「風の巫女どもに限らぬ。人間どもは全すべて滅ぼしてくれようぞ」と、巫蠱は言った。

「かつて、この葦原中国あしはらのなかつくには吾ら土蜘蛛の支配する土地であった。そこに人間どもが訪れ、吾らを忌き避ひし追い立て滅ぼした……吾には土蜘蛛の長おさとして、この国を吾らの手に取り戻す務つとめがある。人間が全てを滅ぼし尽くすまえに、この国を救うために……そのため、吾ら地ち霊れいに力を与える陰の気で東京を満たし、首都を制圧するのじゃ」

「……ふん。蓋ふたを開ければ、革命家気取りの化け物の妄想か」東日流は冷淡につぶやいた。

「革命ではない！　元より吾らの当然の権利であった国土を取り戻すのじゃ……小角、そなたも当然、吾らに手を貸そうな？」

　巫蠱は白い手を小角にさしのべて語りかけた。だが小角はかたくなに、首を横に振る。

「何が当然だってんだ？　東京をぶっ壊す手伝いを俺がすると思うのかよ、この外げ道どう！」

「恩を忘れたのか、小角。吾に拾われ、吾の手を離れたのちも、土蜘蛛や家や霊れいなどの地霊の助けによって育まれてきたのではないのか……吾はそなたを探しつづけていたのじゃ。祈によって奪われた、吾の愛うい子ごをのう」

　そう言うと、巫蠱は右手から白い糸を束にして投げ、小角を絡め取った。

「わっ！」小角おづぬは操り人形のように、巫ふ蠱この顔の前まで持ち上げられた。

　巫蠱は宙ぶらりんになっている小角の目をじっと見つめて、甘い声で囁ささやいた。

「吾われのもとに戻れ、小角。望む物は何でもやる……葦原中国あしはらのなかつくにの半分をやっても構わぬぞ」

「人間はみんな死んじまって……か？」小角は巫蠱をにらみつける。巫蠱は笑った。

「人間ごとき、吾らの餌えさに過ぎぬ。じゃが協力するならおまえは助けてやるぞ」

「俺おれだって人間だぜ。一緒に殺しゃいいだろ」

「そなたは違う、吾の愛うい子ごよ……幼きころのことを覚えておらぬのか？　吾がどんなにそなたを慈いつくしんで育んだのかを」

「少しは覚えてる」と、小角は低い声で言った。

　それを聞いて、巫蠱の美しい顔に満足そうな笑みが刻まれた。だが、小角はキッと目を上げると、はっきりとした言葉で続けた。

「けど、咲さく耶やさんや石いわ那なやその両親や、学校のみんなや……おまえが餌呼ばわりしてる人間たちに育てられたことも、俺ははっきり覚えてるんだ！」

　そう言いきった小角に、巫蠱は顔をこわばらせた。

「恩知らずめ！」巫蠱は鋭い爪つめで小角に掴つかみかかった。だがその瞬間、

「神カム志シ那ナ津ツ！」と、小角は風の呪じゆ言げんを唱えた。

　かまいたちの風が小角を取り巻き、蜘く蛛もの糸を切り取った。小角は地面に落下するが、ふたたび風の呪言を唱えてクッションにする。

「おまえが何て言おうが、この尖せん閣かくとやらをぶっ壊して東京の気を元に戻す。祝はふりちゃんも解放してもらうし俺たちの学校を壊させもしねえぞ、この外げ道どう！」

「……ふん。珍しく気が合ったな、小角」

　東つ日が流るは相変わらず淡々とした表情でそう言うと、巫蠱に向かって九く字じの術を放った。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

「チイッ！」巫蠱はひらりと飛んで銀色の格こう子しをかわし、東日流に向かって反撃した。

「尖せん角かく照しよう射しや！」

　巫蠱は鋭い声で叫さけぶと、尖とがった人さし指の爪から刃のブーメランのような白銀の光を放った。東日流は間かん一いつ髪ぱつ避よけたが、上着の肩にかすって袖そでが切れた。東日流はその威力に、無言になる。巫蠱は笑った。

「どうじゃ、吾の術は。小角、そなたも思いなおすなら今じゃ。そなたを育てたのは吾、その吾にたてついても勝てるはずはないのじゃぞ」

「ここで引っこんだら祝ちゃんはどうなる。俺が戻るのを信じて時間稼ぎしてくれてる伽きや羅らを裏切れってのかよ。学校を見捨てろってのかよ！」

　小角はそうどなると、渾こん身しんの力をこめて、尖閣に向け呪言を放った。

「神カム火ホ火ホ出デ見ミ！」

　ゴオッ、と凄すさまじい炎の球が尖閣にめりこみ、内部から爆発する。尖せん閣かくがビリビリと震え、わずかにひびが走った。それを見て、巫ふ蠱この顔に焦あせりの色が走った。

「吾われの尖閣に手出しをするな、小角おづぬ！　これは吾ら土つち蜘ぐ蛛もの宿願なのじゃぞ」

「他ほかの誰だれかを押しのけてまで通さなきゃいけねえのか？　式神みたいに、人間と共存はできねえのかよ！」

「生意気に吾に意見するな、下等な人間ごときと馴なれ合あうなど虫むし唾ずが走るわ。小角、そなたもそのうちの一匹に過ぎぬのだと思い知るがいい。尖せん角かく照しよう射しや！」

　巫蠱は小角に向けて尖角照射の術を放った。小角は身を伏せて避よける。だが次の瞬間、

「尖角貫通照射！」

　白銀に光っていた巫蠱の指先が青く染まり、レーザー状の光が小角を襲った。小角は慌あわてて立ち上がって逃げるが、巫蠱が指を動かすと光はオーロラのように残像を残しながら、幕状になって小角を包みこもうとした。

「やべえ」小角は息をのむ。そのとき東つ日が流るが小角を助けようとして、九く字じを放った。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　白銀の格こう子しが青いオーロラにぶつかるが、相手の霊力の強さに弾はじかれ、パッと光の粉になって砕け散った。小角を包囲する幕は、だんだん狭くなってくる。

「畜生、嫌な術を使いやがって……ド外げ道どうめ！」小角は巫蠱をにらんだ。

「ふふ、小角。今なら間に合う、おまえ一人なら助けてやるぞ。こちらの銀髪の若者は食らうがのう。修しゆ験げん者じやはよく食うが、珍しき密みつ呪じゆ使いの霊力……どのような味か興味がある。何ともうまそうじゃ」

　巫蠱は東日流を見つめて舌なめずりした。東日流は巫蠱に手出しができず、次の攻撃を考えあぐねていた。九字は効かないし、霊力にも圧倒的な差がある。どうやって戦えばいいのかわからない限り、むやみに術を繰り出しても霊力を消耗するだけだったからだ。

「俺おれはひいきされるのは嫌なんだよ。クラスでの居心地が悪くなるからな！」

　小角はどなった。巫蠱は、哀あわれむような笑みをうかべる。

「では、このまま死ぬしかないようじゃのう、小角……」青い光の幕が、一気に狭せばまった。

「くそっ……」小角は必死に考える。最後の一瞬まで、どうにかして生きぬくことを。

　そのとき、小角はいつも左手にはめている水晶の念ねん珠じゆのことを思い出した。念珠は、清らかに透き通った輝きを放っていた。

「……これだ！」

　小角は念珠を外した。八個の水晶玉には、それぞれ八はつ卦けの模様が刻みこまれている。小角はこれを青い光の幕の中に投げこんで、呪じゆ言げんを唱えた。

「八はつ卦け鏡きよう！」

　八個の水晶玉がぐるぐる回転すると、その中央に、気によって作られた薄い鏡の膜ができて、小さな丸い鏡となる。青い光を浴びて水晶玉に刻まれた八はつ卦けの模様が黄金に輝き、やがて水晶玉全体が光ると、その光が鏡の中心に集まって、鏡から黄金の光が放たれた。光は鋭いレーザーとなって、尖せん閣かくを貫いた。

　尖閣はたちまち、中央から黄金の光を吹き出して砕け散り、巫ふ蠱こは足場を失って地面に落ちた。

「ひぃ！」

　短い悲鳴を上げて、巫蠱はうつ伏せに倒れる。砕けた尖閣はがれきの小山となった。

「……いったい、何がどうなったのだ？」

　東つ日が流るが信じられないような顔で、小角おづぬにたずねた。小角は地面に落ちた念ねん珠じゆを拾い上げた。術が消えると、鏡の膜も消えてもとの念珠にもどった。小角は東日流に答えた。

「尖せん角かく照しよう射しやから身を守る方法が、ひとつだけあるんだ。八はつ卦け鏡きようをかかげることさ。中国では尖角照射の呪のろいをかけられた家は、大きな八卦鏡をかけて呪いを跳はね返すそうだぜ」

「……なるほど。いかに尖閣が不ふ壊えであろうと、術者本人の武器ならばた易やすく砕けるというわけか」

　東日流は感心してうなずく。そのとき彼は、虹にじの結界が消え、西から清浄な気がサアッと流れこんでくるのを感じた。富士山からの清らかな風が、白銀の髪を優しくなぶった。

「風が戻ってきたようだな……」

　東日流は顔を上げ、無表情な中にもすがすがしそうに言った。

「これでミッション・クリアってとこか」と、小角は、倒れている巫蠱に近づいた。

　巫蠱は富士山からの気を浴びて苦しいのか、立ち上がることもできなくなっていた。彼は歪ゆがめた顔を上げて、小角をにらんだ。

「……満足か、小角。そなたは吾われの宿願を打ち砕き、さらに吾を調ちよう伏ぶくしようというのか」

「そんなことして、どうなるってんだよ」と、小角は悲しげな視線を巫蠱に向けた。

「俺おれは、育ててくれた地ち霊れいたちのために、妖よう魔まも人間も共存していけるようにしようって決めたんだ。そのために、石いわ那なたちに勉強を教えてもらって小中学校の修了証書をそろえて、草くさ薙なぎ魔法建築専門学校に入ったんだ。たとえ日本が大昔は土つち蜘ぐ蛛もの国だったとしても、今は今だ……時代は変わるもんなんだから、時代に合わせていかなきゃいけねえんだよ」

「変わる……吾が？」巫蠱は信じがたいようすで小角を見つめる。小角はうなずいた。

「仕方が無かった、なんて言いたくねえ。俺はおまえを助けたいんだ。おまえが俺をどう思ってようが、俺にとってはやっぱり恩人だ……仇あだで返すことはできねえよ」

　東日流は、小角の甘さがいささか不愉快で、顔をそむけていた。

　巫蠱はしばらく小角を見つめていたが、やがて静かな微笑を浮かべた。もとが絶世の美少年なだけに、その笑みは輝くように美しく、男でも赤面するほど妖艶だった。

「……わかった、小角。そなたの言葉、ありがたく受け入れよう……」

　と、巫ふ蠱こは小角おづぬに手をさし出した。

「わかってくれたのか。ありがとう、巫蠱！」小角は喜色満面で、巫蠱に手を伸ばした。

　そのとき小角は、かつてどうしても説得できず倒さざるを得なかった家や霊れい、瑠る禰ねのことを思い出していた。自分には、彼を救うことはできなかった……だが、巫蠱は救えた。小角は罪滅ぼしができたような気分で、晴ればれとした笑顔を浮かべていた。



　そのころ、異界とこよの風水屋敷にも変化が起こっていた。

「ハア、ハア……いいかげん疲れたにゃ。小角、いつまで時間かせぎさせる気にゃ」

　土つち蜘ぐ蛛もの攻撃によってほとんど家の形をなさなくなってしまった屋敷の中で、伽きや羅らは肩で息をしていた。服はボロボロ、髪もボロボロで、尻尾しつぽの先もけば立ってしまっていた。

「ギギギギ！　ずいぶんスピードが落ちてきたでちゅね、さすがに逃げ疲れてきたでちゅか？　だけどあたちは巫み女こちゃんのエネルギーで、まだまだ元気でちゅ！」

　赤子の顔を持った土蜘蛛は、余裕の笑みを浮かべながら体を震わせて、またも祝はふりから霊力を吸い取ろうとした。伽羅はふうっとため息をつく。

「小角ぅ。早く帰ってきてくれないと、伽羅かのらみこか、どっちか絶対に死ぬにゃよ」

　だがそのとき、土蜘蛛の顔が奇妙に歪ゆがんだ。

「ギィッ……？　な、何でちゅ、この気は？」土蜘蛛は苦しそうな声を出した。

　伽羅が目を向けると、土蜘蛛の背中が薄緑色の光を放っていた。土蜘蛛の体内に取りこまれた祝の全身が光っていたのである。

「の、のらみこ光ってるにゃ！　霊力吸い尽くされてるはずなのに、どうしてにゃ！」

　伽羅は驚いて、辺りをきょろきょろ見回した。

「くんくん……いい匂においがするにゃ。どっかから、新しい気が流れこんでるにゃ」

　その正体は、ゲートを通って勝手口のほうから流れてくる、富士山からの気だった。祝は、その気を吸っていたのだ。土蜘蛛の体の中に取りこまれていた彼女は、いつの間にか傷も治り、全身から生命力があふれていた。

　あふれた力は、それを吸い取ろうとしていた土蜘蛛の体内にドッと流れこんだ。

「ギッ！　ギギギギ、ギッ！　もっ、もうおなかいっぱいでちゅ、ギギギッ！」

　あまりに大量のエネルギーがいっぺんに流れこんできて、土蜘蛛は悲鳴を上げた。体は丸々と膨張し、目からも口からも薄緑色の光が漏れ出す。

「や、やばいにゃ。土蜘蛛、爆発しそうにゃ」

　伽羅はぎょっとして、数歩後ずさった。ふくらみすぎてまん丸の球状になってしまった土蜘蛛は、苦しげに口をぱくぱくする。

「ギギギイィィッ！　あっ、あふれるっ、ふくれるっ、はじ、はじ、はじけ……」

　ついに声も出なくなった瞬間、土蜘蛛の目がぐるんと引っくり返って白目をむいた。

「ギギャ！」

　断末魔の声の直後「ボッカーン！」とスイカを割ったような乾いた音が鳴って、土つち蜘ぐ蛛もは弾はじけ飛んだ。緑色の体液と肉片が、そこかしこに散らばった。

「きゃーっ！　スプラッタ嫌にゃーっ！」

　伽きや羅らは爪つめを立てて壁にしがみつき、土蜘蛛の体液に触れないように逃げた。

　そのとき、土蜘蛛の残ざん骸がいの中からゆっくりと祝はふりが立ち上がった。身にまとっていた白しら拍びょ子うしの服は東つ日が流るによる九く字じの攻撃のせいで切り裂かれ、すっかりボロボロになってかろうじて体にはりついているという状態だった。

　彼女の服も体も土蜘蛛の緑色の体液で汚れていたが、先ほどまでと違って肌はつやつやと白く張り、生命力に満ちあふれていた。祝は土蜘蛛の残骸を悲しげな目で見下ろして、

「……かわいそうに」と、つぶやいた。

「のらみこ、助かったにゃ！　どうしてにゃっ？」

　伽羅は体液で足が汚れるのも構わず、喜びをいっぱいにあらわしながら祝に駆け寄った。

「どうやら小角おづぬちゃんたちが富士山の気を元に戻してくれたようです」と、祝は答えた。

「だから陰の気を持つ土蜘蛛は、わたしの中に一気に入りこんできた富士山からの気に耐えきれなかったんです。わたしなんかに埋めこまれなければふつうの土蜘蛛として生きられたのに、かわいそうに……」

　祝の表情は曇っていたが、伽羅はそんなことにはお構いなしに、ニコニコして言った。

「小角たち、成功したにゃ？　やったにゃ、それじゃ迎えに行くにゃ！　のらみこの元気な顔見たら、きっと喜ぶにゃよ！」

「……ええ、そうですね」

　祝は、ボロボロになった服が落ちないように気をつけて手で押さえながら、凛りんとした表情で崩れかけた勝手口に向かった。屋根は落ち壁も倒れ、勝手口も今にも崩壊しそうだ。

　勝手口の向こうの黒い空間のトンネルと、その彼方かなたの夜の山並みが、映りの悪いテレビの画面のようにチラチラと揺れていた。

「急ぎましょう、伽羅さん！　ゲートが塞ふさがりそうです！」と、祝は勝手口に飛びこむ。

「ま、待ってにゃ！」伽羅も急いで、祝のあとを追った。

　そして二人は、真っ暗な異空間を飛んだ。祝の表情は、ひどく緊張していた。伽羅は少し後から飛びながら、不思議そうにたずねた。

「のらみこ、どうしてそんな怖い顔をしてるにゃ？」

「わたしに土蜘蛛の卵を植えつけたのは、恐らく巫ふ蠱こだから……です」

「ふこ？　それ何にゃ、おいしいにゃ？」伽羅は舌なめずりする。

「いいえ。恐ろしい敵です」と、祝は硬い表情で答えた。

「彼は土蜘蛛の長おさです……山に捨てられていた小角ちゃんの霊力に目をつけ、拾い育てた。小角おづぬちゃんに人間の言葉を教え、さまざまな悪しき心と悪しき術をも教えて、人間世界を滅ぼす手先にしようとしたんです」

「つまり小角は人間なのに式神にされかけてたにゃ？」

　驚いて目をぱちくりする伽きや羅らに、祝はふりはこくりとうなずいて答えた。

「そうです。巫ふ蠱こは土つち蜘ぐ蛛もたちに力をつけさせるため日本の気を乱そうとしていました。それを感知した曾そう祖そ母ぼは、巫蠱を調ちよう伏ぶくしに行って、彼に飼われていた小角ちゃんを見つけた……だからわたしたちは調伏よりも先に、彼を救い出して逃げることにしたんです」

「じゃ、小角をさらったにゃ？」

「巫蠱から見ればそういうことになるでしょう。曾祖母は、小角ちゃんはいずれわたしや曾祖母よりもはるかに強い呪じゆ力りよくを持つようになると言いました。しかし呪力の強い者は同時に、悪しき者に引っぱられる。小角ちゃんが自分をしっかり持って悪の影響をはねつけられるようになるまで、巫蠱が植えつけた悪い術や悪い心の記憶を封じ、わたしたちが一緒に暮らして守ることになったんです」

「それで、小角と半年暮らすってことになったにゃね」と、伽羅は納得してうなずく。

「しかし、恐らく巫蠱から逃げる時に、曾祖母もわたしも土蜘蛛の卵を植えつけられていたんでしょう。わたしはその時は発症しなかったから気づきませんでしたが、曾祖母は老齢で霊力が弱っていたこともあり、半年で土蜘蛛に体を乗っ取られ、一族の巫み女こたちの手で倒されたんです」

「倒されたって、殺されたにゃっ？」衝撃的な祝の告白に、伽羅は驚いて目を丸くする。

「曾祖母がそう望んだのです。それが風の巫女の長おさとしての、最後の務めだと……」

　厳しい宿命を語る祝の横顔には、誰だれをも寄せつけない厳しさと孤独があった。

「曾祖母が亡くなると、幼いわたしたちは大人の手から手へと渡り、いつの間にか小角ちゃんと離ればなれになってしまったんです。今回、東京の気の均きん衡こうが乱れているという風の悲鳴を聞いてやってきて、偶然小角ちゃんに再会できたんですけれど……東京を守るどころか、土蜘蛛に体を乗っ取られてしまって皆さんに迷惑をかけてしまいました」

「そんなの、大したことないにゃよ。伽羅なんてもっともっと小角に迷惑かけてるにゃ、のらみこていどじゃまだまだにゃよ！」

　と、伽羅は威張って胸をはった。祝はとまどって、こわごわとたずねる。

「あ。あの、そこは威張るところなんですか？　……っていうか、わたし以上に迷惑をかけたなんて、伽羅さん、いったいふだん小角ちゃんに何をしてるんですか……？」

「百聞は一見にしかずにゃ。のらみこにもしてあげるにゃよ、遠慮しないでにゃ」

　伽羅は怪しい笑顔をうかべ、両手の指をわきわきと曲げながら、祝を掴つかもうとした。

「い。いえ、けっこうです」硬い愛想笑いを浮かべてごまかしながら、祝は飛んだ。

　黒いトンネルの果てに、闇に包まれた山々が見えていた。



　その山で……そっぽを向いていた東つ日が流るは、小角おづぬの悲鳴を聞いてハッと振りかえった。

「ああーっ！」

　切り裂くような悲鳴に振りかえった東日流が見たものは、巫ふ蠱こが小角の手を取った瞬間彼に襲いかかり、喉のどに深々と牙きばを突き立てている姿だった。

「巫……蠱。てめえ……！」

　小角は苦く悶もんに顔を歪ゆがめながら、巫蠱を引きはがそうとして必死に抵抗していた。だが、霊力をぐんぐんと吸い取られて腕に力が入らず、無為に宙を掻かいているだけだった。

「やめろ！」東日流はどなって、五ご鈷こ剣で斬きりつけた。

　しかし巫蠱はひらりとそれをかわして、飛びすさった。小角はドサッと地面に倒れた。

「小角、しっかりしろ！」と、東日流は小角を抱き起こした。

　小角は霊力を吸い取られて、意識を失っていた。東日流はチッと舌打ちすると、小角を地面に横たえ、五鈷剣を握る手に力をこめて立ち上がって巫蠱をどなりつけた。

「なぜこんなことをする！　小角はおまえが育てたのだろうが！」

「そのとおりじゃ。誰だれより強い霊力を持つ小角……吾われの思うとおりにならぬのなら、せめてその比類無き霊力をわが力としようぞ」

　巫蠱はあざけるように笑って、舌なめずりした。東日流の表情が憎にく々にくしげに歪んだ。

「……きさま、小角を利用していただけというわけか。ならば遠慮は要いらぬ」

「ふふ……今までは遠慮しておったかのような言いぐさじゃの。全力で戦っても吾に勝てなかったくせに」

「黙れ！　南な無む遍へん照じょう金こん剛ごう！」東日流は五鈷剣を振り上げ、巫蠱に斬りつけた。

「小角の霊力を吸った吾に勝てると思うか、愚かな人間め」

　巫蠱は高らかに笑うと、手の平から光の網を吐き出した。

「尖せん角かく照しよう射しや網もう！」

「これしき！」東日流は光の網を五鈷剣で斬り裂いた。

　すると光の粉がパッと散り、雪のように視界を覆った。東日流は一瞬、巫蠱の姿を見失ってしまう。次の瞬間、東日流は肩に鋭い痛みを感じた。

「ぐっ！」東日流はうめいて、思わずひざをついた。

　東日流の背後から巫蠱がしがみついて、肩に深々と牙を突き立てていた。振りほどこうとしても、体に力が入らない。手からも力が抜けてしまう。五鈷剣がカランと音を立てて地面に落ち、もとの五鈷の姿に戻った。巫蠱は東日流の霊力を吸い取りながら、笑った。

「密みつ呪じゆ使いの霊力もまた美び味みじゃのう……命の延のぶる心地じゃ。そなたと小角、二人の霊力を得れば、ふたたび尖せん閣かくを建て風水陣を完成させて東京を破壊するなどた易やすいことよ」

「東京を……破壊などさせるものか」東日流は声を絞り出して、うめくように言った。

「ふふ。口は勇ましいが、もう自力で立つこともできぬではないか」

　巫ふ蠱こは冷たい笑い声を立てた。悔しいが、巫蠱の言うとおりだった。東つ日が流るはなす術すべもなく、ただ霊力を吸われ続けるだけだ。東日流は、目がかすんできたのを感じた。



　そのとき。

「ぐふっ！」

　突然、巫蠱が東日流から牙きばを抜いた。その口から、緑色の血がドッと吹き出していた。

「な……なにごとじゃ……」巫蠱は憎悪に顔を歪ゆがめながら、ゆっくりと振りかえった。

　そこには小角おづぬが、東日流の落とした五ご鈷こを巫蠱の背に刺していた。緑色の血が巫蠱の着物を汚していく。東日流は一度倒れたが、残る力を振りしぼって顔を上げた。

「小角……」ため息のように、東日流の口からその名がもれた。

「よ……よくも吾われにこのようなまねを！」

　巫蠱は憎悪に顔を歪め、背後の小角を捕まえようとする。小角は悲痛な声で叫さけんだ。

「東日流！　唱えてくれ、遍照金剛の呪じゆ言げんを！」

「小角、よくも吾にこのようなまねを！　たかが人間のぶんざいで、吾の餌えさに過ぎぬぶんざいで！　そなたなど、山で拾ったときに霊力を吸い取り捨てておれば良かったわ！」

　遠慮なく心を傷つける鋭い言葉に、小角は愕がく然ぜんとした。巫蠱は怒りに爛らん々らんと燃える目で小角をにらみ、彼を振り払おうと身をねじる。

　鋭い爪つめが、今にも小角の首を掻かき切ろうとしていた。小角の首に赤い糸のような傷が走り、血が飛んだ瞬間、地面に倒れていた東日流は力を振り絞って叫んだ。

「南な無む遍へん照じょう金こん剛ごう！」

　巫蠱の背に刺さった五鈷から白銀の光の剣が伸び、彼の胸を貫いた。緑色の血が、桜の花びらのようにパッと散った。

「小角……よく……も」巫蠱の口から、断末魔の声がこぼれた。

　次の瞬間、彼の体は一瞬にして土へと還り、砂と化した。サラサラと流れる砂山の上に、五鈷がまるで墓標のように刺さった。

　小角はガクリと両ひざを折った。巫蠱に掻き切られた首の横の小さな傷から、ゆっくりと赤い血が流れていた。

　どうしても体に力が入らなかった。小角の頬ほおに涙が伝い、砂山の上にとめどなく落ちた。

「……大丈夫か、小角」

　東日流は地面にひざまずき、苦しそうな声でたずねた。小角はハッと我にかえり、慌あわてて腕で目をこすって、いつもの憎たらしい口調で返した。

「そ、それはこっちのセリフだぜ。足、立ってないじゃねえか」

「……ふん。相変わらずだな」東日流は冷たくつぶやいた。



　そのとき、地面に開いた穴から祝はふりと伽きや羅らが飛び出してきた。

「小角おづぬっ、のらみこ助けたにゃ！」

「小角ちゃん、巫ふ蠱こはどこ！」

　二人は同時に叫さけぶ。小角は驚いて、目をまん丸にした。

「祝ちゃん……助かったのか。良かった……」

「巫蠱はどこにいるの？　彼は油断できない相手よ、気をつけて！」

　祝の言葉に、小角はゆっくりと、砂山を指さした。

「……そいつが、巫蠱だ」

「えっ？」

　祝は驚いて砂山のわきにひざまずき、砂を手ですくった。細かい砂は白い指の間から、サラサラと落ちた。

「巫蠱を倒したの、小角ちゃん……あなたが？」

　祝の問いに、小角は答えなかった。言葉が胸に詰まっていた。祝は立ち上がり、ひざまずいている小角の頭をそっと抱きかかえて、悲しげに言った。

「ごめんなさい、辛つらかったでしょう。巫蠱を倒すのはわたしの役目、わたしがもう少し早く来れていたらあなたにこんな決断をさせずに済んだのに……ほんとにごめんなさい」

「な。なんで祝ちゃんが謝るんだよ。謝るなって」

　小角はどぎまぎして言った。東つ日が流るはふっとため息をついて立ち上がり、砂山の上に刺さっていた五ご鈷こを手に取った。

「……だいぶ体に気が戻ってきた。さすがに、尖せん閣かくを破壊すると富士山からの気の流れが良いようだな。巫蠱が死に、これで東京の気ももとに戻るだろう」

「そうにゃ、もしかしたら亜あ彌びちゃんも治ってるかも！　早く帰るにゃ！」

　伽羅がうきうきして穴に飛びこみ、小角たちを手招きした。東日流がすぐに続き、祝も続こうとする。だが小角は、巫蠱の奥おくつ城きとなった砂山の横で、しばしたたずんでいた。

「……小角ちゃん」

　祝はいたわるように優しく声をかけた。小角は残る思いを振りはらうように、ブルルッと首を横に振った。

「いや、大丈夫だ。行こうぜ」

　小角は自分に気合いを入れるため両手で頬ほおを叩たたくと、ゲートのほうに歩いていった。



　一行はゲートを通って壊れた屋敷の勝手口に出た。玄関を出た瞬間、屋敷は耐えかねたように崩れ果てる。最後に出た伽羅はびっくりして振りかえり、目をまん丸にした。

「うわぁ……危ないとこだったにゃ。結局、この屋敷は何だったんにゃ？」

「恐らく巫ふ蠱この巣でしょう。わたしたち風の巫み女こに見つからないよう、異界とこよに身を隠しながら風水陣を完成させようとしていた……」

「だが、その野望もついえたというわけだ」

　そう言った東つ日が流るはいつもどおりの冷静さの中にも満足そうだったが、小角おづぬは気分がすぐれないようすだった。

「あいつはこんなところで、たった一人で、人間への復ふく讐しゆうを思いつづけてたのか」

　小さな声でつぶやいて、小角は崩れた屋敷に背を向けた。彼の胸によぎる虚無感や言い知れぬ寂しさは、この空間に残された巫ふ蠱この思いなのかも知れなかった。

　やがて屋敷は無数の小蜘ぐ蛛もと化し、いずこへともなく散って行った。



　鳥居の封印は消えていた。伽きや羅らはすぐさま浮かぶ鳥居に飛びつき、よじのぼった。

「やったにゃ、ゲートルームにゃ！」

　続いて東日流と小角が鳥居を出、最後に祝はふりが出てきた。そのとき、

「東日流さま！」と、亜あ彌びが泣きながら、東日流の胸に飛びこんできた。

　巫蠱との戦いで受けたダメージがまだ回復していない東日流は、亜彌が飛びこんできた衝撃にわずかに顔を歪ゆがめながら、彼に声をかけた。

「亜彌……傷は無事治ったようだな」

「東日流さま！　わたしを殺してください！」

　亜彌はいきなりそう叫さけんだ。突然の言葉に、東日流もさすがに驚いて目をしばたたいた。

「と……突然どうした。何を言っているのだ……？」

「わたしは人に害をなす凶悪な怪物です！　石いわ那なさまを、石那さまを……！」

　亜彌は両目に涙をいっぱいに溜ためて、泣きじゃくった。

「石那？」と、小角は眉まゆをひそめて、ゲートルームの中を見回した。

　ごつごつした岩の間に石那が打ち捨てられ、まるで壊れた人形のようにいびつな格好で倒れているのを見つけた瞬間、小角の顔はこわばった。

「石那！」

　小角は石那を抱き起こした。亜彌が生命力を吸い取るためにつけた首の傷口から、わずかに血が流れていた。彼女の目はうつろで、小角が呼びかけてもまったく反応しない。

　亜彌にはたかれて気を失っていた因いな幡ばも気がついて、プルプルッと軽く体を震わせてから石那のもとに跳はねて行くと、心配そうにキュウキュウと鳴いた。

　祝が、石那の目の前に手をかざして言った。

「生命力が奪われてる……いずれ心臓も止まってしまうわ」

「わたしがやったんです、自分の邪悪な欲望を抑えきれなかった！　殺してください、東日流さま！　嵐あらしの夜の約束のとおりに！」

　亜あ彌びは東つ日が流るにしがみつき、泣き叫んだ。

　だが、東日流は動けなかった。いざ不安が現実となったとき、彼はためらって、五ご鈷こに手を伸ばすことすらできなかった。

「……亜彌」喉のどの奥でうめいたきり、東日流は仁に王おう立ちになってしまった。

　そんな東日流に、祝はふりはそっと目を向けると、優しい微笑を浮かべて言った。

「大丈夫。その子は大きな傷を負ったために、悪い気の影響を防ぎきれなかっただけ。気が正常に戻った今は心配ありません……殺す必要など、ありません」

　東日流はその言葉にハッとする。亜彌はヒステリックに泣きながら、祝にうったえた。

「で、でも！　わたしは石いわ那なさまを襲って、殺してしまったんです！　いくらまともでなかったと言ってもやったことはやったこと、むくいを受けるべきです！」

「大丈夫です。それより、どなたかチガヤを採ってきてくれませんか？」

「チガヤ？」亜彌はきょとんとする。伽きや羅らはポンと手を叩たたいた。

「あっ、あのでっかいネコじゃらしみたいな草にゃ！　伽羅、咲さく耶やに頼まれてつむの手伝ったから知ってるにゃ、すぐ採ってくるにゃ！」

　伽羅はびゅんっと階段を駆け上がった。そのとき、ちょうどゲートルームにやって来ようとしていた天あま野のたちに遭遇した。天野と志し摩まは、泥だらけになった薬やく師しを連れていた。

「わっ、瑠る璃り子こ遅すぎにゃ。もう亜彌ちゃん、治っちゃったにゃよ」

「仕方なかろう。あの巫み女こに襲われて倒れ、今までずっと保健室で介抱して、やっと目が覚めたのだから」

　天野がムッとして伽羅をにらむ。薬師はため息をつきながら、髪をかき上げた。

「どうも気分が良くなったと思ったら、富士山からの気が戻ったみたいですね」

「そうにゃ、だから亜彌ちゃんも元気になったにゃ。でもまだまだ大変にゃ！」

　伽羅はそう言うと、ふたたび風のように走り出し、雨降る夜の校庭でチガヤを引っこ抜くと、階段を降りようとしていた天野たちの横をすり抜けて小角おづぬたちのもとに戻った。

「チガヤにゃ！」伽羅はチガヤを高くさし上げて、元気いっぱい叫さけんだ。

「早いな」と、小角は驚いて目をぱちくりした。

　祝は伽羅が採ってきたチガヤを花冠のように丸い輪にすると、石那の首にかけた。

「な……何をされるおつもりですか？」と、亜彌は心配そうにたずねた。

　そのとき、いつの間にか彼の背後に立っていた薬師が口を開いた。

「わたしの大だい医い王おう術じゆつ以外の癒しの術、はじめて見ますわね。あれは水み無な月づき祓ばらえの術……六みな月づきの晦つごもりの日も近く、気には神々の生命力が満ちている。それを人の上に降ろすなかだちをするのがチガヤ、すなわち夏な越ごしの茅ちの輪わ……」

　祝はチガヤの輪に気を集中すると、そよ風のように美しい声で祝詞のりとを唱えた。

「水無月の夏越の祓はらえする人は千ち歳とせの命延のぶと言うなり、六月の晦の大祓えに祓えたまい清めたまえ、天あま降くだし依よさしまつれ……！」

　すると、大気の中から蛍のような光の球が無数に生まれ、チガヤの輪を通って石いわ那なの胸の中に次々と消えていった。

　小角おづぬは息をのんで、じっと見守っていた。石那の体がほのかな光を放ちはじめ、やがてその光が消えたとき、彼女の目にスッと生命が戻った。

「……あ……あれ？」

　石那はきょとんとして身を起こし、周囲に人が集まっているのを見て目をぱちくりした。

「ど、どうしたの、みんな。あたし、どうしたの……？」

「石那さま！」亜あ彌びが泣きながら、石那にしがみついた。

「石那さま、石那さま！　良かった、良かったです！」

「ち、ちょっと、どうしたのよ。東つ日が流るが焼きもち焼いても知らないわよ」

　石那は驚いて、真っ赤になった。それを聞いて、東日流は低い声でつぶやいた。

「……誰だれが何を焼くというのだ」

「うわっ、てめえ！　こっそり五ご鈷こ剣握るなって、復活したての石那を殺す気かよ！」

　小角は慌あわてて東日流の腕を掴つかむ。薬やく師しが、祝はふりに声をかけた。

「見事な術を見せていただきましたわ。それに先ほども、なかなか良いパンチでした」

「す、すみません！」祝は慌てて頭を下げる。薬師はにこやかに笑った。

「よろしいんですのよ、わたしは男女問わず可愛かわいい子には鷹おう揚ようなのです……ただし、フェラガモのハイヒールは弁償していただきますけれどね」

「うわ。心狭いにゃ」伽きや羅らが小さな声でつぶやく。小角は焦あせって言った。

「お、俺おれが弁償します。のとやで買って……」

「何ですってっ？　フェラガモのハイヒールが、ワンピース一着五十円の激安店で売っているとでも思いますのっ？」

　薬師は激怒した。小角は困って、おろおろしている。そのとき、東日流が口をはさんだ。

「……俺が代わりに弁償します。この貧乏人に払えるとは思えませんから」

「何だとっ、この野郎！」

「小角！　払ってくれるって言ってるのよ！」

　殴りかかろうとした小角を、石那が慌てて止めた。小角はきょとんとした。

「……あっ、ああ、そうか。ってことは、えーと……礼を言わなくちゃいけねえのかな」

「礼など要いらん。新しい式神を探しに行く手間を考えれば安いものだ」

　東日流の言葉に、亜彌は驚いてまばたきした。

「つ、東日流さまっ？　しかし、わたしは……！」

「おまえがおかしくなった原因がなくなり、浅あさ間まも助かった今……おまえを殺す理由など、どこにもなくなった。余計な手間をかけさせるな」

　東つ日が流るは淡々とそう言って、ゲートルームから出ようとする。亜あ彌びが慌てて後を追った。

「東日流さま、どこへっ？」

「兄この上かみに報告に行くのだ……さっさとついて来い」

　そうは言われても、亜彌はどうするべきなのかおどおどして、石いわ那なを振り返った。

「よくわかんないけど、行ってらっしゃい」と、石那はにっこり笑って手を振った。

「は、はいっ！　ありがとうございます、石那さま！」

　亜彌は喜色満面で、ぺこりと頭を下げると、東日流の後を追って走った。

「……では、われわれにはおまえたちのほうから説明してもらおうか」

　と、天あま野のが小角おづぬに言った。小角はうんざりしたため息をついて、辛つらそうにうったえた。

「今度にしてくれよ。へとへとだし、朝から何も食ってねえんだ」

「では、会議室でピザでも取るか？」天野の言葉に、伽きや羅らが飛びついた。

「しゃべるにゃっ、あることないこと何でもしゃべるにゃ！　そのかわりツナスペシャルに、ダブルアンチョビを追加トッピングしてにゃ！」

「っていうか、そのピザは生臭すぎだろ」小角は疲れた声でつっこんだ。



　その翌々日、六月三十日……。

　長く続いた雨もようやく晴れ間を見せ、さわやかな西風が東京に吹きこんでいた。

　葛かつ飾しか浅あさ間ま神じん社じやでは、予定どおり夏な越ごしの祓はらえをおこなった。鳥居に大きなチガヤの輪をくくりつけ、参拝客はこのチガヤの輪をくぐって、ひと夏の健康を祈るのだ。因いな幡ばは鳥居の下で、チガヤの葉っぱをパリパリ食べていた。

「みなさん、水無月食べませんか？」

　チガヤの輪を鳥居にくくりつけていた小角と石那と伽羅のもとに、祝はふりがやってきた。彼女は背中に翼のついた迦か陵りよう頻びんの衣装を着て、手には朱塗りの盆を持っていた。盆の上には麦茶が三つと、直角二等辺三角形に切られたあずき入りのういろうが乗っている。プレーンと抹茶味の二種類あった。

「わあっ、祝ちゃん、その衣装すてき！」

「そうか、今日の神楽かぐらの服か。さすが似合ってるなあ」

「プレーンと抹茶はどっちがおいしいにゃ？」

　一人だけ、社交辞令をまったく無視してすなおに食欲に従っている伽羅がたずねた。祝はにっこり笑って、答えた。

「迦か陵りよう頻びん伽がは風の巫み女この守護神なので、わたしたちが踊るときはこの迦陵頻の衣装が正装なんです。それから、個人的にはプレーンが好きです」

「このお菓子、水無月っていうの？　お菓子に月の名前をつけるなんて変わってるのね」

　プレーンの水無月につまようじを突き刺しながら、石那が祝にたずねた。

「京都の宇う治じでは夏な越ごしの祓はらえの日に、必ずこれを作るんです。六みな月づきの晦日つごもりは一年のちょうど半分にあたるので、これまでの半年の感謝と、これからの半年もよろしくお願いしますという気持ちをこめて、ご近所どうし配りあう風習があるんです」

　祝はふりの説明を聞いて、小角おづぬは奇妙そうに首をかしげた。

「要するに、水無月を作って水無月をあげて水無月をもらうってわけか？　それじゃ近所じゅう、水無月だらけになっちまうよなあ……その風習、何か根本的な問題が解決されてない気がするぜ」

　そう言いながら、小角はプレーンの水無月を口の中に放りこんだ。その瞬間、彼は驚きに大きく目を見開いた。

「うまい！　味的には小倉ういろうだけど」

「ほんと！　味的には小倉ういろうだけど」

　石いわ那なも感動して目をうるませていた。伽きや羅らが抹茶ういろうを食べながら、言った。

「そう言えば柳のことを英語でウィローっていうから、青柳ういろうって言うんにゃよ」

「おまえって割と、そうでなくても少ない脳みそに瑣末トリビアな知識ムダに詰めこんでるよな」

　三人はプレーンと抹茶の両方を楽しんでから、麦茶をごきゅごきゅ飲み干した。飲み終わってから、石那はフーッと息をついて祝に言った。

「ああ、ほんとおいしかった。祝ちゃんがいてくれたら、毎日極楽ね」

「石那、食い意地張りまくりにゃ」

「あんたに言われたくないわよ、この欠食猫！」

「あの……すみませんが、わたしは夏越の祓えが終わったら、また旅に出なくては」

　祝は申し訳なさそうに言った。石那はびっくりして、目をぱちくりする。

「えっ、どうして！　ここに住んで学校に行けばいいじゃない、小角だってやっとおさななじみに会えたのに！」

　小角も少し寂しそうな表情をしていた。だが祝は、首を横に振った。

「わたしも、ここはとても居心地が良くて大好きで、ずっといたいと思いますが……だめなんです、行かなくては」

「どうして！　まだ東京ディズニーランドにも渋谷の１０９にも行ってないし、原宿でクレープも食べてないし、秋葉原の駅前ビルの巨大なケンシロウも見てないじゃない！」

「すっごいおのぼりさんコースにゃ」石那の言葉に、伽羅が硬い声でつっこみを入れる。

「っていうか秋葉原のケンシロウはふつうコースに入ってねえぜ。あの存在感のねえ秋葉原のヌシのイモ虫メガネにだまされてんじゃねえよ」

　と、小角もつぶやいた。祝は石那を見つめて、遠慮がちにほほえんだ。

「お言葉はありがたいのですが、仕事があるんです」

「仕事ですって？　だって、巫ふ蠱こはもう死んで東京は救われたんでしょ？」

「わたしの仕事に終わりはありません。今、東京よりもっと大きなスケールで、気が乱れているんです」

「大きなスケールで気が乱れてる？」小角おづぬは眉まゆをひそめて考えた。

「そう言えば、夏が近いのに今年はちっとも暑くならねえな。梅つ雨ゆだって言っても寒すぎるぜ、伽きや羅らなんてまだ冬布団ふゆぶとんで寝てるんだから」

「伽羅のお布団と気の乱れと、関係あるにゃ？」首をかしげる伽羅に、祝はふりはうなずいた。

「地球は、富士山の気よりももっと大規模な西風……偏西風によって、リング状態に取り巻かれています。ところが今、この風の流れが狂っているんです……リング状ではなく、南北に大きく波打って歪ゆがんだ形で」

「それって、地球温暖化のせいか？」小角の問いに、祝は答えて言った。

「ええ、恐らく……だから一刻も早くこの風の流れを元に戻さないと、今年の夏はたいへんなことになります」

「たいへんなことって、雪でも降るにゃ？」

「冗談抜きで、そうなるかも知れませんね……日本は凄すさまじい冷夏に襲われ、二十度ぐらいまでしか気温が上がらなくなるかも知れません」

「それじゃ今年の夏は冷房要いらずね！　風の流れ、このままでもいいんじゃない？」

　石いわ那なは気楽に小躍りした。小角は呆あきれたようにジト目を向ける。

「ばか。気温が上がらなきゃ米も野菜も不作になって食うものがなくなるだろ」

「あっ、そうか……」

「それにヨーロッパには、四十度近い熱波が押し寄せることになります」

「四十度なんて、日本で真夏のアスファルトの上を歩いてたらザラにあるにゃよ」

「でもヨーロッパはふだんほどほどに涼しいので、公共施設や一般家庭に冷房が完備されていないんです。イギリスの地下鉄には冷房車がないんですよ」

「えっ、じゃあ蒸し風ぶ呂ろ状態になるじゃない！」石那は驚いて叫さけんだ。伽羅も口をはさむ。

「関係ないけど、埼さい京きよう線の弱冷房車はやっぱ、最さい強きよう冷房車って名前にすべきだにゃ」

「とにかく、そういうことでこのままでは何万人という死者が出てしまいます。なんとかこの状況を打開しなくてはなりません。ですから、行かないといけないんです」

「自然破壊のせいで、人間が自分の首を絞める。日につ光こうのサルも、妖怪どもが暴れるのも、根元は全部同じところにあるみたいだな。いっそ見捨てちまえばいいのに」

　小角は吐き捨てるようにつぶやいた。祝はそんな小角を、にっこり微笑ほほえんで見つめる。

「小角ちゃんなら、自業自得だと言って見捨てられる……？」

　その信じきったような視線に、小角は赤くなって、軽く咳せき払ばらいした。

「腹の底まで見すかすような目で見るなよ。緊張するだろ」

「でも、それってどうしても祝ちゃんがしなきゃいけないの？」

　と、石いわ那なはあきらめきれないようすで、祝はふりに言った。

「学校に行って友達と遊んで思いっきり青春すれば楽しいじゃない、仕事なんて大人になってからでもいいじゃない。何も祝はふりちゃんが犠牲にならなくたって……」

「ええ、でも……わかっていただけないかも知れませんが、これは三み輪わ一族の姫巫み女ことして生まれたわたしの宿命、わたしはどうしてもそれをしなくてはならないんです。だから犠牲だとは思っていません、わたしにしかできないことだから当然だと思っています」

「わかんないわ！　人間って誰だれでも、自分が好きなことを好きなように選べるはずじゃないの？　風を守る仕事が大事なのはわかるけど、でも何も祝ちゃんが……」

「祝ちゃんを困らせるなよ、おせっかい」しつこい石那を、小角おづぬがいさめた。

「あたしのどこが、おせっかいなのよ！」と、石那は小角をにらんだ。

「人にはいろんな価値観があるんだ。いろんな生きかたもある……それに、持って生まれて避さけようのねえ、いろんな使命もな」

　そう言った小角の表情が、いつになく暗かったので、石那はハッと黙りこむ。

「……巫ふ蠱このことを言ってるのね」と、祝がいたわるようにたずねた。

　小角は、小さくうなずいて言った。

「あの後で……また夢を見たんだ。今度はすごくはっきりとした夢だ。もしかしたら巫蠱と会ったことで、ねぎばあちゃんの封印が完全に解けたのかも知れねえ。自分が小さかったときのことを、あんなにはっきり思い出したのは初めてだ」

　小角は辛つらそうに、だがどうしても伝えなくてはならないように、ぽつぽつと語った。

「あいつが俺おれに教えこんでたのは、人間を憎んで滅ぼすような事ばかりだった。俺はガキだったけど、何となくそれは違うような気がしてた。でも、巫蠱にはそう言わなかった」

「どうして？　反論したら殺されそうだったから？」

　たずねる石那に、小角ははっきりと首を横に振った。

「悪い奴やつだとわかってたけど、あのとき俺には他ほかによりどころが無かったから、あいつしか好きになれる相手がいなかった。今の俺には学校も友達もあるけど、あのときは巫蠱しかいなかった……そして、巫蠱もそうだったんだ」

「巫蠱もって、どういうことにゃ？」きょとんとしてたずねる伽きや羅らに、小角は答えた。

「土つち蜘ぐ蛛もの長おさとして生まれてきちまったからには日本を取り戻さなくちゃいけない。けど、他の土蜘蛛たちは人間に追われて神格も退化し、言葉も持たねえ下等生物になってた。あいつはきっと何百年も孤独だったんだ……だから人間の子供を見つけたとき、言葉を教えたのかも知れねえ。その子供をあとで利用しようとかどうとか、そのときは考えてなかったのかも知れねえって、今になって思うんだ……それともそんなのは、自分が生みの親に捨てられ育ての親に利用されして、ちっとも愛されなかった子供だって認めたくねえ俺の逃げなのかな」

「……いいえ、小角おづぬちゃん」祝はふりははっきりと首を横に振った。

「わたしとひいばっちゃが小角ちゃんを連れて逃げたとき、巫ふ蠱こはどこまでも追ってきた。あなたを手放したくないんだって気持ちがひしひしと伝わってきたわ」

「俺おれの霊力を利用するために手放したくなかったのかも知れねえけどな」

　小角は皮肉に笑った。祝は心配そうに、そんな小角をじっと見つめていた。



　そのとき、咲さく耶やが三人のもとにやってきた。

「祝さん。参拝のお客さまがいらっしゃったんです、神楽かぐらを始めてくださいますか？」

「あっ。はい、咲耶さん」

　祝はひらりと身をかわして、小角たちのもとから離れようとした。まさに迦か陵りよう頻びん伽がの鳥のように、小角の手をすりぬけて飛んで行ってしまうかのようだ。

　一瞬寂しそうな顔をした小角を、祝はふと振り返り、そして美しくほほえんだ。

「石いわ那なさん、わたしはずっと小角ちゃんが心配でした。強い力を持つ者ほど悪い方向に引っぱられやすいと曾そう祖そ母ぼがあんなに言っていたのに、離ればなれになって見守れなくて……でも小角ちゃんはあなたたちに出会い、見守られて、この神社で幸せに健全に育っていた。ほんとに良かった……ほんとうに、ありがとう」

「い。いえ、それほどのこともしてないんだけど……」

　石那は照れくさそうに笑って頭をかく。祝はそんな石那に、ふと思いがせまったようすで、ギュッと抱きついた。石那はびっくりして、目をまん丸にした。

「石那さんはゲートルームでわたしに、自分の分まで小角ちゃんを助けてあげて、とおっしゃいましたよね……でも、お願いするのはわたしのほうです。どうかわたしの分まで小角ちゃんのそばにいてあげてください、どんな時にも壊れてしまわないよう小角ちゃんを支えて守ってあげてください。お願いします……！」

　祝は石那の耳もとで、石那にだけ聞こえるような声で囁ささやいた。彼女は泣きたいのをこらえているようだった。石那は驚いて、おろおろしながら祝を見つめていた。

　咲耶も、全すべてを見通しているような優しい目で祝を見守っていた。そして、しばらく待ってから祝にそっと声をかけた。

「……祝さん。そろそろ、行けますか……？」

「はっ、はい、咲耶さん。お待たせしてすみません」

　祝は慌あわてて石那から離れると、無理に笑顔を作って石那たちに手を振った。

「それじゃ、また後で！」

　ぱたぱたと忙しげに立ち去った祝のあとを、伽きや羅らも慌てて追いかけて行った。

「あっ、のらみこ待ってにゃ！　水無月もっと欲しいにゃよ！」

　そして鳥居のもとには小角と石那が残された。因いな幡ばは相変わらず、チガヤの葉をポリポリとかじっていた。石那は祝が去ったあとを、じっと見つめて言った。

「寂しそうだったね。彼女きっと、小角おづぬのそばにいたいのよ……」

　祝はふりも自分と同じ気持ちを抱いているのだ、と石いわ那なは確信していた。祝も小角のことが好きで、けれど、彼女には風の巫み女ことしての使命がある。自分の力が及ばないとき、ゲートルームで石那が祝に小角を託したように、祝もまた石那に小角を託したのだ。

　二人は、たしかにライバルだった。うすうす、お互いの思いの強さに気づいていた。そして、だからこそ、好きな人を託すなら誰だれよりもその人を大事に思ってくれる人……つまり、ライバルに託すという皮肉な結果になるのだ。自分の事よりも小角の事を、大事に思っているからこそ……。

（あたしには風の巫女だとか宿命だとかはちっともわからないけど、あたしたちが戦友だってことはわかるわ。祝ちゃん、男が殴り合いで友情を固めるみたいに、あたしはさんざん張り合おうとしてたけど、今は何だかあなたと親友になれそうな気がする……）

　石那は、小角にそっと目を向けて、言った。

「ね、小角。志し摩まちゃんが変な分類してたけど、たとえ中学校からの付き合いでも、途中にインターバルがなくっても、おさななじみはおさななじみだと思うのよね」

「インターバル？　どういう意味だよ？」

　小角は、石那がいきなり何を言いだしたのかよくわからず、怪け訝げんそうに首をかしげた。

「……だから！　祝ちゃんがいなくなっても、祝ちゃんの分まで、おさななじみはちゃんとここにいるってこと！　だから、小角が自分が一人ぼっちだとか、家族がいないだとか、よりどころがないだとか、そんなふうに思う必要ないじゃないってこと！　わかる？」

　石那は自分の胸をたたいて、存在をアピールした。小角はちょっとびっくりしたように目をまん丸にしていたが、やがて表情をわずかにゆるめ、笑った。

「おまえの場合、おさななじみってより腐れ縁って感じだけどな。そっか……石那は俺おれの、おさななじみだったんだよな」

　小角はチガヤの輪を見上げて、ゴロンと転がった。よく晴れた青い空に、白い雲が流れていった。しみじみと言われると、石那は急に恥ずかしくなって、真っ赤になった顔を怒ったようにそむけた。因いな幡ばはチガヤの葉を食べるのをやめて、不思議そうにそんな石那の顔を見上げていた。

　やがて、ゆるやかな琴の音色が聞こえてきた。祝の幽ゆう玄げんな神楽かぐら舞いが始まったのだ。

　神々しいまでに美しく、祝は舞った。集まった参拝客たちはみな、天女でも見ているかのような心地で、夢うつつとなっていた。

　祝はただ一人、凛りんとして舞う。小角と別れひとり旅立つ寂しさを振り払い、風を守る姫巫女としての誇ほこりをより強く持つために、より厳しいものを自分に課している……それゆえの緊張感と覚悟を感じさせる舞いだった。

　小角おづぬは安心感からか、そのまま眠ってしまった。放っておくと、チガヤの輪をくぐりにくる参拝客たちに踏みつぶされてペチャンコになってしまうのは確実だ。

　しかし、小角の寝顔は無邪気だった。もう少しだけ、起こさないでおいておきたかった。

「このまま寝かせておこうか、因いな幡ば？」

　小角の寝顔をのぞきこんだ石いわ那なはいたずらっぽく笑って、シーッと言いながら唇の前に人さし指を立てた。因幡も答えるように、両方の耳を口の前でクロスさせた。

　雲が晴れて、空から陽光がこぼれ出した。暖かい日ざしが、眠る小角を幼おさ子なごのように愛しげに包みこんでいた。



《完》



    

  
    
      


あとがき





　今回は東京タワーが登場しました。小角おづぬたちにはあまり観光させてあげられませんでしたが、私は百五十メートル展望台の一階にある「ルックダウン」が好きです。展望室の床にガラス窓がはめ込んであって、百四十五メートル下の風景が見えるという、イヤガラセとしか思えない恐怖の展望施設です。数年前まで四十センチ角ぐらいの汚れた小窓だったんですが、最近改装されてドア一枚分ぐらいの大きさになってました。強化ガラスなので乗ってもいいらしいですが、私はさすがに怖いです。脳裏に「足の下に穴→落ちる。っていうか落――ち――る――！→四秒経過→絶対死ぬかも」って図式が瞬時に駆けめぐってしまいます（笑）。なお、百五十メートル展望台までは、イベント時などに東京タワービルの屋上から階段で登れるそうですが、五百九十段もあるそうです（涙）。ちなみに、作中では「赤」としてありますが、東京タワーの色は実は航空法で定められた「インターナショナルオレンジ」という色です。でも東京タワーのマスコット「ノッポン」はなぜかピンク色です。タワーの形を無理矢理マスコット化した、ピンク色のコーラ瓶にしか見えないなかなか微妙なデザインですが、クリスマスノッポンはけっこう可愛かわいいです。

　あと、この本の扉絵にも描かれている八や咫た烏がらすですが、神社の絵馬とか、日本サッカー協会の旗章などは三本足で描かれています。三本足なので、足を使うサッカーの守り神になったのだとか。実は三本足の烏は中国のもので、太陽の黒点を見て三本足のカラスが住んでいると思ったのだそうです。古事記に出てくる日本の八咫烏に関してはこういった記述はありません。というわけで足は二本にしたのですが、色に関しては中国の太陽カラス金きん烏うを借りて金色にしました。絵的に綺麗だし、黒いと見た目ほんとにただのカラスだし（笑）。また亜あ彌びが唱えている北斗七星の名前は中国の物なので、時代によって他ほかの読み方もされます。読み方というと「富士山本宮浅間大社」の「浅間」は「せんげん」と読まれますが、広辞苑には「正式にはアサマとよむ」とあります。祭神は浅あさ間まの大おお神かみで、坂さかの上うえ田た村むら麻ま呂ろが建ててから二〇〇六年にちょうど千二百周年を迎えるそうです。

　さて今回は夜の蜘く蛛もの例から「陰いん陽よう」について書きましたが、風水では陰が悪いとか陽が良いとかはありません。大事なのは「陰陽のバランス」です。例えば家の中には、明るい「陽の部屋」ばかりだと気が張りつめっぱなしになってしまうので、静かにリラックスできる「陰の部屋」も必要です。土壁塗りや木の天井や畳など、薄暗めのトーンの和室に入ると、なぜか脈拍や血圧が安定するそうです。ちなみに私は仕事場はフローリングと明るい色のクロス張りで「陽」、寝るときは「陰」の和室で寝てます。

　最後にイラストレーターの凪な良ぎ先生、今回もいつものメンツのほか、可愛い祝ちゃんと妖艶な（照）巫蠱を描いていただいてありがとうございました♪

　　二〇〇三年十一月

　　夏緑＠東京タワー土産の金の耳掻かき実は持ってます



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　『獣医ドリトル』『新・日本経済入門』シリーズ（小学館）などの漫画原作や、『イマジナル・ディスク』（ハルキ文庫）、『葉緑宇宙艦テラリウム』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）などの小説をちくちく頑張って書いている。京都大学大学院の理学博士課程を修了。

　　私が最近やった風水を良くする事は……お掃除（笑）。おかげで大量発生していた変な虫がいなくなりました。っていうかみなさんはそうなる前にお掃除してくださいね（汗）。



　イラスト

　凪良（なぎ）

　　京都府在住、７月11日生まれ。

　「５年ほど普通のサラリーマン生活を送っていましたが、ゲーム企画会社のお誘いを機に転職。現在はフリーランスでゲーム用キャラデザイン、イラスト等の絵素材作成を主に活動しています」

　　代表作に『シャープエッジ』（電撃文庫）挿画など。
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